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　心ここ地ちよいさざめきが聞こえる。

　そう思ってふと目を開けたとき、立りつ夏かは賑にぎやかな通りに立っていた。

　ずらりと建ち並ぶ店々の鮮あざやかな暖の簾れんが優やさしい風に翻ひるがえる大路を、大勢が行き交かっている。

　花飾かざりをつけて雅みやびやかに進む牛ぎつ車しやに、たくさんの従者を付き添そわせて馬に跨またがる狩かり衣ぎぬ姿の優美な公きん達だち。壺つぼ装しよう束ぞくの女たちはしずしずと歩みながら楽しげに店先をのぞき込み、水干を纏まとう子供らは元気のいい声を上げて雑ざつ踏とうを駆かけ抜ぬけてゆく。

　そうした者たちのほとんどは立夏と同じ人間だ。

　けれども、そうではない者もわずかながらいる。人の姿をしていても、動物の耳と尾おを生やす者。そして、服をきちんと着込んで二足歩行をし、さらに人の言葉を話す犬や猫ねこや狸たぬきたち。

　愛らしい顔の白しろ兎うさぎがきらびやかな衣ころもの裾すそをはためかせ黒毛の馬に乗っている、メルヘンというよりはシュールなそのさまを眺ながめながら、立夏は気づく。

　これは子供の頃ころによく見ていた夢だ。

　人と、人のような動物が暮らす、どことなく平へい安あん京きようを思わせる国の──。

　細めた双そう眸ぼうの視線を、立夏はゆっくりと周囲に巡めぐらせる。

　白い漆しつ喰くいの壁かべに黒の瓦かわら屋根を載のせた建物が延々と続く通りの遥はるか向こうには、堂々とした威い風ふうを誇ほこる朱しゆ色いろの殿でん楼ろうが見える。

「ねえ、かあ様。あの大きくて真っ赤な御ご殿てんが日ひの御み門かどがおいでの皇城なの？」

「そうよ、坊ぼうや」

「次の帝みかどになられる東とう宮ぐう様は、獣けもの人びとの血を引いておられるって本当？」

「そうよ、坊や。雪ゆき豹ひようの耳と尾をお持ちで、お母上だった秋あき麗うららの皇こう后ごう様が亡なくなられた今、この東雲しののめ国こくで一番美しいお方なんだそうよ」

　旅装いのサバトラ猫の母子がそんな話をしながら、立夏の横を通り過ぎてゆく。

　動物が服を着て喋しやべっているのだから、歴史的には併へい存ぞんしたはずのない仲なか見み世せのような洗練された商店と牛車が同じ街中にあっても、特に違い和わ感かんはない。

　むしろ、何だか強い懐なつかしさを抱いだいて、おとぎ話や動物が好きだった幼い自分の妄もう想そうが作り上げたのだろう街並みを眺めていると、どこからか立夏を呼ぶ声が聞こえた。

『立夏様……、市いち花はな立夏様……！　そちらに……いらっしゃったのですね……！』

　ぼんやりとしているのに、奇き妙みようにはっきりと耳に響ひびく声だ。

　声の主を探して辺りを見回していたさなか、こちらへ駆け寄ってくる人ひと影かげに気づいた。

　薄うす汚よごれた浄じよう衣え姿の若い男だ。額に花を象かたどったような美しい模様の赤いタトゥーがある。

　あれは誰だれだろう。どうして、自分の名前を知っているのだろう。

　不思議に思い、傾かしげた首の後ろに、ふいに凍いてつく冷たさを感じた。







「──うわっ」

　冷たさに肩かたを震ふるわせて顔を上げると、そこは居酒屋の座ざ敷しきだった。

　夢から覚めたのだと理解した瞬しゆん間かん、現実の空間に漂ただよう喧けん噪そうと揮発したアルコール臭しゆうが全身を包みこむ。しこたま酔よっ払ぱらって変に明るく笑ったり、大げさに嘆なげいたり、憤ふん慨がいしたりしているのは、立夏と同じ高校に勤務する非常勤講師たちだ。

　一学期が終わった慰い労ろう会と称しようして、不安定な身分への愚ぐ痴ちを言い合うために気心の知れた十人ほどで集まったのだ。学校帰りでスーツを着ている者もいれば、ジーンズとＴシャツの立夏のように今日は授業がなく、家から私服で参加した者もいる。参加者の年ねん齢れいも二十代から四十代までとばらばらだ。きっと、傍はた目めには不思議な集団に映っていることだろう。

「市花先生～。目ぇ、覚めたぁ？」

　隣となりに座っていた国語講師の久ひさ森もりが立夏のうなじで氷をすべらせ、酒で赤くなった顔を締しまりなく綻ほころばせる。立夏が眠ねむって夢を見ていたあいだにかなり飲んだのか、もこもこした癖くせ毛げの頭にネクタイを巻きつけていた。

　立夏は「ええ」と苦く笑しようを返し、濡ぬれた首筋をおしぼりで拭ふく。

「市花先生が途と中ちゆうで寝ねちゃうなんて珍めずらしいねえ。期末の件が結構キてる？」

　立夏の勤務先の私立雀ささい部べ高校では、非常勤講師は完全に「使い捨ての駒こま」として扱あつかわれている。正規の職員と比べると段だん違ちがいに待たい遇ぐうは悪いけれど、都内でも有数の生徒数を誇るゆえに運営資金が潤じゆん沢たくで、非常勤講師の時給は他校よりも高い。空きが出たとわかればすぐさま優ゆう秀しゆうな応おう募ぼ者が殺さつ到とうするため、非常勤講師たちは生せい殺さつ与よ奪だつの権を握にぎる校長の顔色を常にうかがい、どんな理り不ふ尽じんな命令にも従わざるを得ないのだ。

　雀部高校の地理歴史科の教員は六名で、日本史を担当するのは非常勤講師の立夏と専任の女性教きよう諭ゆだ。その女性教諭が、期末テストの準備期間に入ろうしていた矢先にしばらく休きゆう暇かを取ることになった。彼女の息むす子こが留学先で事故に遭あい、その看病に行かねばならなくなったのだ。

　しかし、夏休み中には帰国するため、臨時の講師を雇やとうほどでもないと判断した校長に、立夏はその専任教諭の代わりを命じられた。

『彼女の分もテストを作って、採点するのが大変なのはわかるよ、うん。だけど、今回だけのことだし、市花先生はまだ若いんだから、何とか頑がん張ばれるでしょ？』

　つい先月、ちょうど似たような境きよう遇ぐうに陥おちいった非常勤講師が家族を取るか仕事を取るかの選せん択たくを迫せまられ、退職したばかりだったので、思うところは大いにあった。けれども、校長にやれと言われれば、やらないわけにはいかなかった。

「あまり自覚はしていませんでしたが、そうかもしれません」

　テストの返へん却きやく日までに採点を終わらせるために、徹てつ夜や続きだった。

　だが、そんな毎日もようやく終わり、昨夜はゆっくり寝られたので疲つかれは取れたつもりだったけれど、やはり無理が応こたえていたようだ。

　酒には強いはずなのに、こんなに騒さわがしい場所で微睡まどろんで夢まで見るなんて──。

　溜たまった疲ひ弊へいを自覚すると身体からだが少し重くなったような気がしたが、気分はそれほど悪くない。久しぶりに見た、懐かしい夢のおかげだろうか。

　貴公子のように着き飾かざって大きな馬に乗っていた兎の澄すまし顔や、宮中の噂うわさ話ばなしをしていたサバトラ猫の母子を思い出すと、頰ほおがゆるんでしまう。

　どうせなら、とても美しいらしい雪豹の東宮も見てみたかったし、自分の夢の中にしか存在しないあのシュールな平安京ランドにちゃんと名前がついていたことが意外で、愉ゆ快かいだった。

　そんなことを思いつつ、立夏はおしぼりをテーブルの上に置く。

「やっぱりかぁ。や、気持ちよさそうに船漕こいでたから、起こすのは気が引けたけど、大おお石いし先生に襲おそわれたら危険だと思って」

　目め尻じりに皺しわを刻んだ久森の視線の先では、三十を目前にして結けつ婚こんに焦あせっていることを公言している大石が何やら荒あれて、くだを巻いていた。

「そうよぉ、市花先生。今日は彼女、もう完全にできあがっちゃってるから危険よ」

　反対隣で数学講師の磯いそ辺べがジョッキの中のビールを豪ごう快かいに飲み干して笑うと、いきなり立夏に身体を寄せてきた。

　揺ゆれた長い髪かみの毛から香かおったにおいが鼻び孔こうをきつく突つき、立夏は頰をかすかに強こわ張ばらせる。

「年下でもいいから家持ちの市花先生、結婚してぇ～、とか押し倒たおされちゃうかも」

　磯辺には夫と子供がおり、一回り近く歳が離はなれた立夏に性的な興味を持っているはずがない。単なる冗じよう談だんのものまねだとわかっていても、肌はだが嫌いやなふうに粟あわ立だった。

　男子校育ちのせいで、立夏には異性に対する免めん疫えき力がない。仕事に関係しない会話にはわけもなく緊きん張ちようするし、化け粧しよう品や香こう水すいの匂いがどうにも苦手で近寄る気が起きない。そうした気持ちが顔にも出ているらしく、異性から言い寄られたこともない。そして、幸か不幸か性的に淡たん泊ぱくなせいで、そのことに不満も焦りも感じない。

　だから、二十六になるこの歳まで立夏は誰ともつき合った経験がなかった。

「え。市花センセって、家持ちなの？」

　磯辺の隣から高たか尾おが顔を出す。学生時代はラガーマンだったという高尾は地理歴史科の世界史担当講師で、年齢は立夏と同じ二十六。

　しかし、高尾と立夏が同い年だと知ると、大たい抵ていの者は目を丸くする。がっしりとした長身の高尾に貫かん禄ろくがありすぎる一方で、立夏の外見も年相応ではないからだ。

　もっとも、立夏は決して幼く見られているわけではない。大抵の者に「雰ふん囲い気きが不思議で年ねん齢れい不ふ詳しよう」と評されてしまうのだ。

　二年前に父親が病死して閉めてしまったけれど実家は剣けん道どう場で、立夏も幼い頃から竹刀しないを握っていた。今でも道場での素す振ぶりが朝の日課で、高尾と同様、身体はしっかり鍛きたえており、身長も成人男子の平均を上回る一七五センチあるが、着き瘦やせする質たちのためそうは思われない。加えて、小学生のときに他界した母親に似た繊せん細さいな造りの顔と白い肌などが相あい俟まって、見る者に年齢不詳な印象を与あたえているらしい。

「市花先生、実家暮らしだよね。えぇと、じゃあ……？」

　高尾の太い眉まゆが気き遣づかうふうに少し下がる。

「うん。親から相続した家。税金払はらってすっからかんだから、築五十年超ごえの家を持ってたところで、女性にはまるで相手にされないけどね」

　淡あわく苦笑して、立夏はジョッキに残っていたぬるいビールを飲んだ。

「いや、いや。市花先生の場合は、相手にされないっていうのとはちょっと違ちがうわよぉ」

　磯辺が手を振ふって笑う。

「さっき、あたしがしたみたいな冗談でちょっかいをかけるだけならともかく、市花先生には本気のアプローチはしにくいもの。女っぽいってわけじゃないんだけど、綺き麗れいすぎるから」

　そうそう、と高尾も同調して頷うなずく。

「あ。そう言えばさ、ずっと気になってたんだけど、市花先生って外国の血、ちょっと入ってたりする？」

「全然、一いつ滴てきも。……でも、何で？」

　年齢不詳だとはよく言われても、さすがに性別や国こく籍せきを間ま違ちがわれたことは一度もない。

　初めて受けた質問に、立夏は軽くまたたく。

「俺、市花先生を初めて見たとき、ウェインライトの『憂うれいのミカエル』に似てるなあって思ったんだよね。何て言うか、雰囲気が常人離ばなれして、透すき通ってて」

　学生だったときも、教師となった今も立夏は日本史一筋だが、ウェインライトが天使や妖よう精せいを題材にした絵を多く描えがいたラファエル前派の画家だということは知っている。幻げん想そう的な優ゆう雅がさが傑けつ出しゆつしており、彼の代表作となっている『憂いのミカエル』も何となく頭に浮うかびはする。

　しかし、性別がない上に人ですらない天使に似ているなどと言われても、どう反応すればいいのかわからなかった。要するに「日本男児らしくない」という意味だろうけれど、悪意などかけらもない言葉に腹など立たないし、かと言って喜ぶのもおかしい。

　とりあえず無難に愛あい想そ笑いを返し、立夏はビールを注文した。

　慰労会はそれから一時間ほどでお開きになった。

　立夏は同どう僚りようたちと別れて、バスに乗った。最も寄よりのバス停で下車し、街灯の少ない川べりの道を家に向かって歩く。

　少し飲みすぎたのかもしれない。静かな夜道をひとりで歩いていると、寂さみしさがやけに身に沁しみた。肌に重く纏まとわりつく夜気は蒸むし暑いのに、胸だけがひどく寒い。

　職場では換かえなどいくらでもいる駒のひとつ。プライベートを共に過ごす恋こい人びともいなければ、家で自分の帰りを待つ家族もいない。正社員として忙いそがしく働く学生時代の友人たちとも年々疎そ遠えんになっている。

　何だか、自分が社会的に不必要な人間のように思え、強い孤こ独どく感に襲われる。きっと、自分が今この世から消えてしまっても、本気で心配して捜さがしてくれる者など誰だれもいないだろう。

　胸を重くした鬱うつ々うつとした気分を吐はき出すように大きなため息をついたとき、通りかかったマンションの窓から若い男女が怒ど鳴なり合う声が聞こえてきた。

「俺の稼かせぎに文句があるんなら、お前が働け、デブ！」

「四つ子抱かかえて、どうやって働くのよ、ハゲ！」

　どうやら四つ子の親の夫ふう婦ふ喧げん嘩からしい。本人たちにとっては深刻な問題があるのかもしれないが、遠えん慮りよのない喧嘩ができる家族がいることを立夏は心から羨うらやましいと感じた。そして、無い物ねだりの羨せん望ぼうを抱えて、澱よどんだ夜空で白々と輝かがやく月をぼんやりと眺ながめやり、その視線を何気なく落とした直後、驚おどろいて足をとめた。

　少し先に架かかる橋の欄らん干かんに誰かが立ち、暗い川かわ面もをのぞき込んでいた。ジーンズとシャツを着た瘦やせた小こ柄がらな男だ。月明かりに照らされた横顔はまだ若く、二十歳はたち前後に見えた。

　暑苦しい夜とは言え、こんな時間に、それも服を着たまま泳ぐ者などいるはずがない。そもそも、この川は深く、船の行き来も激しいため遊泳禁止だ。

　欄干を踏ふむ足の先がそろりと前へ出た瞬しゆん間かん、立夏の身体も反射的に動いた。

「早まっちゃ駄だ目めだ！」

　立夏は今にも飛び降りそうな男に背後から抱だきつく。

　道のほうへ引き戻もどすつもりが、焦りが先立って脚あしが縺もつれ、身体が前に倒れた。そのまま立夏に背を押される形でバランスを崩くずした男と共に、立夏は川へ落ちた。

　川の中はやけに明るかった。どうなっているのか、川底から湧わく不思議な光に照らされて、男の顔が浮かび上がる。

　それは、夢の中で立夏を呼んだ男のものだった。

　間違いない。服装は立夏と似たようなものに変わっているけれど、額にはあの花のタトゥーがある。男も驚いた顔で、立夏に何かを言おうとしている。

　訳がわからなかったが、今はとにかく川から上がるほうが先決だ。

　どんな理由があるのか、光る川底へ頑かたくなに向かおうともがく男と離れてしまわないよう、その瘦せた身体を力ちから尽ずくで抱きこんで立夏は必死で泳いだ。

　水みな面もの向こうでゆらゆらと揺れる白い月を目指して、上へ上へと。

「──はっ。だい、じょうぶ、で……」

　水を撥はね上げて川面に顔を出し、男の無事を確かめようとした。だが、男の姿はなかった。あんなにしっかり抱いていたのに、男は立夏の腕うでの中から消えていた。

　そんな感かん触しよくはなかったが、立夏の腕を擦すり抜ぬけて流されたのだろうか。

　慌あわてて周囲を見回し、立夏は呆ぼう然ぜんと目を見開く。視界に映ったのは、見慣れた町の景色ではなかった。一面の黒い木々。暗い夜の森だ。

「え……」

　川の両側には民家やマンションが密集しているはずが、その輪りん郭かくがどこにもない。もう一度顔を浸つけてみた川の中は先ほどまであんなに明るかったのに、今は自分の身体すら判然としないほど黒い。

「……どう、なってるんだ？」

　水中にいたのは一分にも満たない時間だ。そんな短時間で見知らぬ場所へ流れ着くとは考えにくい。何より、あの川の下流にはこれほどまでに緑豊かな場所などない。

　──一体、ここはどこだろう。

　呼吸をするたびに深まる驚きと困こん惑わくを抱えて見上げた夜空からは、月が消えていた。代わりに宝石のような鮮あざやかな煌きらめきを宿す星が一面に散っている。星空は清く澄すんでいて、認めがたいけれど明らかに東京のそれではない。

「──誰か！　誰か、いませんか？」

　放った声に答えは返ってこない。男の行方ゆくえが気がかりだったが、このまま川の中にいるわけにもいかず、立夏は岸辺へ泳ぐ。

　辿たどり着いた岸辺は護岸工事がされていなかった。やはり、この川は立夏が子供の頃ころから知る川ではない。

　立夏は財さい布ふとスマートフォンを入れていたジーンズの尻しりポケットを探さぐった。スマートフォンは防水機能つきなので淡い期待をしたが、ポケットは空だった。川の中で落としたようだ。

　途と方ほうに暮れ、立夏は草地に座りこむ。家の近所では決してないここがどこなのかを確かめる術すべも、救助を呼ぶ術もない。こんなに暗くては、あの男も捜せない。

　身の安全を考えれば、明るくなるまで動かないほうがよさそうだ。

「夢なら覚めてくれ……」

　心の底から願い、両頰ほほを強く叩たたいてみたが、ただ痛いだけで、状じよう況きようが変わる気配はない。

　これは夢ではなく、紛まぎれもない現実のようだ。

　混乱と恐きよう怖ふと心細さがない交ぜになってわなないた唇くちびるから、続けざまにくしゃみが散った。夜気自体は蒸し暑いが、川に浸かった身体からだは冷えている。

　濡ぬれた布地に体温を奪うばわれないようＴシャツを脱ぬいだときだった。

　何かが聞こえた。澄ました耳に複数の男たちの声が届く。

　人だ。人がいる。どっと湧き出た安あん堵ど感かんから、立夏は上半身裸はだかのまま森へ飛びこんだ。人がいるということはどこかに道があるのかもしれないが、暗くて何も見えない。聞こえてくる声を頼たよりに、立夏は手探りで足を踏み出す。時折、木の枝が当たって剝むき出しの肌はだを傷つけたが、気にしている場合ではない。

　彼らが追いつけない場所へ移動してしまう前に、助けを求めなければ。

　拾った長い棒で足場の確かく認にんをしながら、立夏は懸けん命めいに前へ進んだ。人の気配が近くなるにつれ、彼らの発している言葉もはっきりしてきた。

「──丸！　どこにいる篝かがり丸まる！　聞こえたら返事をせぬか！」

　男たちは「篝丸」を捜しているらしい。人の名前にしては少し奇き妙みようだ。きっと、逃にげ出したペットか何かだろう。

「おお、鐡くろがね様！　あそこに篝丸めが！」

「まったく、手間をかけさせおって」

　どうやら、捜していたペットが見つかったようだ。言こと葉ば遣づかいは多少荒あらっぽくて妙みような気もするが、彼らは一安心しているだろうし、いきなり湧いて出た半はん裸らの男が救助要よう請せいをしてもちゃんと相手をしてくれるだろう。

　そんな楽観的希望を抱いだいたとき、ふいに前方に明かりが見えた。明々と揺ゆれる光に向かって、立夏は叫さけぼうとした。だが、放とうとした声は喉のどの奥へ滑すべり落ちた。

　赤い光は松明たいまつの火だった。その松明を持つ男たちは褐かち衣えと括くくり袴ばかまを纏まとい、腰こしに太た刀ちを帯びている。平安時代の資料で見る武官の装いによく似ている。

　一いつ瞬しゆん、時代劇の撮さつ影えいかと思ったが、スタッフや機材などがまったく見当たらない。

　撮影でもないのに、あの衣装。そして、変に時代がかった口調。もしかすると、なりきりコスプレイヤーの集団だろうか。おかしな格好をした男たちに声を掛かけるべきか迷い、咄とつ嗟さに木の陰かげに身を潜ひそませたときだった。

「鐡様、私わたくしはここに！」

　甲かん高だかい声が響ひびき、男たちの向こうの闇やみの中から何か小さくてひらひらしたものがちょこちょこと小走りに寄ってくる。

　目を凝こらした直後、立夏は視界が捉とらえた光景に呆然と息を吞のむ。

　ひらひらと揺れていたのは、水干の長い袂たもとだった。あのコスプレイヤーたちの仲間なのだから、服装にはもう意外性を感じない。立夏が驚いたのは、その中身だ。

　袴が古いドラマで見た提ちよう灯ちんブルマのように短く丸い形状になっているが、おそらく童わらわ水干だろう服に身を包んでいるのは、ブルーグレイの毛並みの小さな仔こ猫ねこだった。──しかも、二本足で立って走り、喋しやべっている。

「こんな時間までどこをうろついておった、篝丸！　無花果いちじくはどうした、無花果は！」

「申し訳ありません、鐡様」

　篝丸が、鐡という名のリーダー格らしい男の足もとで平へい伏ふくする。

　痛みや寒さをちゃんと感じるのだから、夢を見ているわけではない。なのにどうして、幼い頃の自分の妄もう想そうの産物でしかない──夢の中の平安京ランドにしか存在していないはずの喋る動物が目の前にいるのだろう。

「まだ時季が少し早はようございますゆえ、美味おいしく召めし上がっていただけそうな実がなかなか見つからず……。今しばし、ご猶ゆう予よを」

　その答えに、男たちが次々と喚わめき出す。

「朝から一日かけて、ひとつも採っておらぬのか！」

「この役立たずの鈍のろ間ま猫ねこが！　貴様のせいで、わしらが瀬せ良ら様からお叱しかりを受けたのだぞ！」

「瀬良様の堪かん忍にん袋ぶくろは切れる寸前だ！　その前にと、わざわざ受け取りに来てやったのにまったくの無む駄だ骨ぼねではないか！」

　伏ふしたまま「申し訳ありません」と繰くり返した篝丸を、男のひとりが「さっさと無花果を探してこい！」と忌いま々いましげに蹴けりつける。

　わずかな声を漏もらして小さな身体を転がした篝丸を見た瞬間、猛もう烈れつな怒いかりが滾たぎった。

　交かわされる会話から想像するに、瀬良という者の命令で仔猫の篝丸は無花果を探していたが見つからず、暗くなっても帰ってこない篝丸を鐡率いる男たちが捜しに来たようだ。

　こんな小さな仔猫ひとりに、まだ実っているかどうかも定さだかでない無花果を探させるなど虐いじめ以外の何ものでもない。

　理解しがたい光景の意味を考えるのはあとだ。

　今はただ、理り不ふ尽じんに虐しいたげられている小さな仔猫を助けたかった。

　立夏は木の陰かげから躍おどり出て、手にしていた棒を暴力男目がけて投げつけた。棒の切っ先を胸に受けて膝ひざを折った男をさらに蹴り飛ばし、素す早ばやく篝丸を抱だき上げる。

「こんな小さい無む抵てい抗こうの仔猫相手に大の大人が寄ってたかって、何をやってるんだ！」

「何だ、貴様は！」

　男たちが次々に太刀を抜く。

　立夏の父親が病に倒たおれたとき、治ち療りよう費を工面するためにすべて売り払はらってしまったが、代々道場を営んできた市花家には祖先から受け継ついだ真しん剣けんが数口あった。

　幼い頃から刀は身近なものだったので、立夏にはわかる。こちらに向けられるぎらつく刃やいばは本物だ。男たちの発する殺気も強く、揺るぎない。おそらく、この男たちは人を切った経験があるのだろう。立夏が動けば、躊躇ためらいなく斬きりかかってきそうな雰ふん囲い気きだ。

　あのまま見過ごすことなど決してできなかったが、もう少し結果を想像してから行動すべきだったかもしれない。

　背を冷や汗あせが伝う。腕に多少の覚えがあったところで、丸まる腰ごしでは意味がない。男たちの力量によっては誰だれかの刀を奪うことは可能かもしれないが、助けを乞こいたい身で彼らと戦うことが自分のためになる行こう為いなのか、咄嗟には判断がつかなかった。

　迷いと、そうしているあいだにも殺されるかもしれないという本能的な恐怖で身体を強こわ張ばらせた立夏の腕うでの中から篝丸が「お待ちください！」と叫ぶ。

　篝丸は身を捩よじって地面に飛び下り、鐡の前で再び平伏する。

「見たところ、この御ご仁じんは都を目指しての山やま越ごえの途と中ちゆうで追いはぎに遭あわれでもしたのでしょう。疲つかれと空腹とで正気を失ってしまわれた気の毒なお方やもしれませぬ。ご無体なことはなさいませぬよう、どうかお慈じ悲ひを！」

　地に額を擦こすりつけるようにして乞い、篝丸は「それに！」と高く声を発した。

「無益な殺せつ生しようをなされば、竜りゆう楼ろう様はきっとお咎とがめになるはずでございます」

「黙だまれ、篝丸！　卑いやしい獣けものふぜいの指図など受けぬわ！　貴様はさっさと無花果を探してこい！」

　鐡に怒ど鳴なられ、篝丸は立ち上がる。会え釈しやくするようにちらりと立夏を見た青く透すき通った目は、鐡たちに逆らうなと忠告しているふうだった。

　口くち汚ぎたなく罵ののしられ、乱暴に突つき飛ばされたりしながら、篝丸は森の闇の中へ戻もどってゆく。愛護すべき小さな仔猫にあんな非道を犯おかす男たちに、腹が立って仕方なかった。

　けれども、立夏は今度は何もしなかった。一言の抗こう議ぎすらも。

　心は認めることを頑かたくなに拒こばんでいたけれど、理性は諦てい観かんして受け入れている。

　ここは東京ではない。古いにしえの日本を思わせ、言葉がちゃんと通じてはいても、ここは日本ですらない。自分は今、リアルで鮮せん明めいな夢を見ているのではなく、あの平安京ランドに実際に来てしまっているらしい、と。

　人と喋る動物とが共存するこの世界には、厳しい身分制度があるようだ。その秩ちつ序じよを乱して篝丸を庇かばったりすれば、却かえって篝丸の立場を悪くしてしまうかもしれない。それに、助けの手を差し伸のべてくれそうな者が誰もいない中では、下手に逆らわないことが自分のためだとも立夏は思った。







「おい、券書を出せ」

　遠ざかる篝丸の後ろ姿に鼻を鳴らし、男たちに目配せをして太刀を収めさせた鐡が、立夏を睨にらんで居い丈たけ高だかに告げる。

「……え？」

「この山には里の者か、遊子しかおらぬ。そのような珍ちん奇きな格好、貴様、里人ではあるまい。ならば、券書を持っているはずだ。さっさと出せ！」

　どうやら通行手形の類たぐいを求められているらしい。遊子とは旅人のことなのだろう。

　立夏は急いで考えを巡めぐらせた。真実を告げたところで、この男たちが信じてくれる可能性は低い。悪くすれば、危険な異分子と見なされて処分されかねない。

　川に落ちてこうなったのだから、もう一度川へ飛びこめば元の世界へ戻れるかもしれない。もし、駄だ目めだったとしても、正直に事情を話して助けてもらうのはこの乱暴な男たち以外がいい。とにかく、今はここを離はなれて来た道を引き返したい。

　何とかごまかして乗り切ることにして、立夏は「持っていません」と首を振ふった。

「この通り、追いはぎに身ぐるみはがされましたので……」

「名は？　郷里くにはどこだ？　どこから来て、何の目的でどこへ行くのだ」

「賊ぞくにすべてを奪うばわれてしまった上、詳くわしいことは何もお話しできませんが、実は都のある高貴なお方に至急お知らせしなければならないことがあるんです。あの……、そんなわけですので、行ってもいいでしょうか？」

　もっともらしい顔ででたらめを並べた立夏を、「いいわけがあるか！」と男のひとりが力任せに蹴った。

「でたらめを申すな！」

「でたらめではありません。今は券書も書札も持っていないので証明することはできませんが、俺──私はある高貴な方の使者です。私が都に着かなければ、その方は私を必ず捜します。あなた方が私の邪じや魔まをしたとわかればきっと大変なことになりますが、それでもいいのですか？」

　立夏は身分を証明するものを何も持っていない。それは裏を返せば、男たちが立夏を「貴人の使者ではない」と確実に否定する証しよう拠こもないということにもなる。

　いわゆる「悪あく魔まの証明」を利用して、自分を使者だと思い込んでもらえるよう、立夏は愛あい想そよくかつ堂々と振る舞まってみせた。けれども思おも惑わくは外れ、男たちは立夏の誘ゆう導どうには乗ってくれなかった。

「何を馬ば鹿かなことを申すか！　鐡様。この男、いよいよ怪あやしいですぞ！」

「さよう！　どこから来たにせよ、急いで都へ行くのに天あも[image: う]うではなく、わざわざこの険しい埴は生にゆう馬まの山を越こえるなど、道理が通りませぬ！」

「斬り捨てましょう！」

　物ぶつ騒そうな雄お叫たけびを上げて太た刀ちを抜ぬきかけた男を、鐡が「待て」と制す。

「この男は瀬良様にお任せしよう」

「しかし、このような素す性じようの知れぬ輩やからをお屋や敷しきへ入れるのは危険ではありませぬか？」

「こやつの言葉の真しん偽ぎは我らには判断できぬ。万が一にも本物の使者だった場合、後々面めん倒どうなことになるやもしれぬ」

　リーダー格の鐡はほかの者たちよりも理知的らしい。そのぶん、立夏のかけた罠わなに引っかかってくれたようだ。

「それに、竜楼様は血の臭においに敏びん感かんだ。ただでさえ、伊い沙さ羅ら様より遣つかわされた我らは疎うとまれておる。ご機き嫌げんを損そこねでもしたら、任を解かれるやもしれん」

　鐡たちが話し合っている隙すきに逃にげるべきだったのかもしれない。だが、失敗を避さけようと慎しん重ちようになるあまり、機会を逸いつしてしまった。

　立夏は男たちに一いつ斉せいに摑つかみかかられて両手を後ろ手に縛しばられ、山道を歩かされた。

　一歩足を踏ふみ出して川から離れるごとに、自分の家からも遠ざかっている気がして、不安が募つのる。だが、自由を封ふうじられた身では抵抗することもできない。

　やがて、ぐるりを築つい地じ塀べいで囲まれた大きな山さん荘そうに辿たどり着いた。通用門をくぐって中へ入る。男たちが持つ松明たいまつの明かりだけでは暗くてよく見えなかったが、いくつかの平屋の建物があり、その向こうにさらに塀が続いている。寝しん殿でん造りに似た屋敷のようだ。

「わしは瀬良様をお呼びしてくる。お前たちはそいつを牢ろうへ入れておけ」

　鐡がふたりの男を率いてどこかへ消えた。残された長身の男とひょろりと瘦やせた男が、立夏を通用門近くの小屋へ引き摺ずって行った。

　粗そ末まつだが堅けん固ごで、窓のない外観。聞き違ちがいであってほしかったけれど、中はやはり牢だった。中央に見張り役が使うらしい椅い子すが置かれたり、灯とう籠ろうが吊つるされたりしているスペースがあり、その両りよう脇わきに木製の格こう子しが嵌はめられた三畳じようほどの空間。床ゆかはどこも土だ。

「入ってろ！」

　手を縛られたまま、背を突き飛ばされた。不意打ちのような衝しよう撃げきだったせいでバランスを崩くずし、立夏は床の上に倒れた。

　肩かたを強したたかに打つ。感じた痛みで、これが現実なのだと改めて思い知る。胸の奥から恐きよう怖ふ心が溢あふれ出てきたが、今すべきは怖こわがることではなく、状じよう況きようの打開策を考えることだ。

　胸を重くする弱い気持ちを払ふつ拭しよくするように、頭を大きく振ったそのときだった。

　牢の鍵かぎを閉めていた瘦そう身しんの男がふいに「おい！」と叫さけんだ。格子越ごしに立夏を凝ぎよう視しする顔には、なぜか驚きよう愕がくが広がっている。

「おい、見ろ！　こいつ、朱しゆの徴しるしがある！」

「あん？　何を馬鹿なことを」

　牢の前で灯とう籠ろうに火を灯ともしていた長身の男が鼻で笑う。

「お前、痣あざか何かを見み間ま違ちがえたんじゃ──」

　手にしていた灯籠を掲かかげて立夏の顔を照らし見たとたん、その男もひどく驚おどろいた表情で息を吞のんだ。

「呪じゆ禁ごん師しか？」

「馬鹿な。方ほう士しならば、これほど簡単に俺たちの自由になるものか」

「羅ら刹せつの変へん化げかもしれんぞ……！」

　男たちは意味のわからないことを矢や継つぎ早に口にし、「瀬良様にお知らせせねば！」と血相を変えて牢ろう屋やを飛び出して行った。

　饐すえたような異い臭しゆうが微かすかに漂ただよう牢にひとりで取り残されると、心細さが足もとから這はい上がってきた。濡ぬれて、肌はだに張りつくジーンズに体温を奪われるようで寒い。

　男たちは一体何に驚いていたのだろうか。灯籠のぼんやりとした明かりの中で、立夏は目を凝こらした。川や山の中でできたらしいかすり傷や打ち身の痕あとはたくさんあるものの、自分で確かく認にんできる範はん囲いに赤い痣だか徴だかに見えるものなどない。

「何が、どうなってるんだよ……」

　そもそもの始まりは目もく撃げきしてしまった自殺行こう為いをとめようとしたこと。

　悪事を働いたわけでもないのに、どうしてこんな酷ひどい目に遭あわなければならないのだろう。

　しっかりしろ、元の場所に帰る方法を探すんだと自分を鼓こ舞ぶしてみても、疲つかれが頭の芯しんを痺しびれさせていて、いい考えなど何も浮うかばない。

　立夏はため息をついて、力なく座りこむ。理り不ふ尽じんな状況にどれだけ腹が立っても、どこの誰だれとも知らない男の自殺など見ない振りをすればよかったと思えるような性格はしていないぶん、やるせない憤いきどおりが体内を駆かけ巡る。

　膝ひざを抱かかえて肌はだ寒ざむさに震ふるえながら、どれくらいの時が過ぎた頃ころだろう。牢屋の出入り口から入ってくる人ひと影かげがあった。あの鐡という男と、烏え帽ぼ子しを被かぶって狩かり衣ぎぬを纏まとった上品そうな三十前後の男も一いつ緒しよだ。

「瀬良様、この男です」

　鐡に恭うやうやしく「瀬良様」と呼ばれた狩衣の男が、格子の向こうから立夏をのぞき込む。

　この男が、篝丸に無花果いちじくを取ってこいと命じた張本人のようだ。

「ほう。確かに徴があるな」

「捕とらえたときには気づきませんでした。しかし、このように薄うす汚よごれた方士など見たことがありませぬ。そもそも、草そう沢たくの方士だとしても、そうならそうと申すはずです」

　鐡の言葉に瀬良は軽く頷うなずいて、「そなた、一体何者ぞ」と立夏に尋たずねた。

「……ある尊いお方のもとへ参る途と中ちゆうの使者です」

「呪禁師ではないのか？」

　質問の意味がわからなかったので、立夏はぼろを出さないよう「使者です」と繰くり返す。

「では、その尊い方とやらの名を申せ」

「訳あってそれはできませんが、私はとても大事な用を任されています。ここから出していただけませんか？」

「それはそなたの主あるじの名を確認してからだ。そこを出たくば、疾とく申せ」

　立夏は立ち上がる。そして、貴人の使者に相応ふさわしい尊大さを装い、一か八ばちかの賭かけに出た。

「──私の主はとても尊いお方です！　私にこのような仕打ちをしたとわかれば、必ず罰ばつせられますが、その覚かく悟ごがありますか？」

　最後まで騙だまし通せるとはさすがに思ってはいない。多少なりとも瀬良に危機感を抱いだかせ、牢の外で手の縄なわを解かれるだけでいい。今、ここにいるのは鐡と瀬良のみ。しかも、瀬良は丸まる腰ごしの優やさ男おとこだ。このふたりだけなら、相手にできる。

　鐡から刀を奪いさえすれば、きっとここから逃げられる。──逃げてみせる。

「お主が帝みかどの密使であれば話は別だが、そうでなければ何の脅おどしにもならぬぞ」

「え……」

「ついでに教えてやるが、私は都の貴人をすべて記き憶おくしておる。下手な噓うそやごまかしは身のためにはならんぞ」

　必死の覚悟をあっさりと打ち砕くだいた瀬良の酷こく薄はくな笑えみが、立夏の記憶を呼び覚ます。

　──竜楼様。篝丸や鐡が口にしていたあの言葉。誰かの名前かと思い聞き流していたが、「竜楼」とは東とう宮ぐうの異い称しようだ。

　鐡が部下の男たちと交かわしていた会話や、こうして立夏を直々に取り調べていることから察するに、瀬良は東宮に仕えている官人だろう。そんな立場の者なら『公く卿ぎよう補ぶ任にん』のような高位の貴族名めい簿ぼを記憶していても不思議ではない。

　これ以上作り話を重ねても無む駄だなのだという諦あきらめが湧わくと同時に、腹が据すわった。このまま怪しい法ほ螺ら吹ふきでいるよりも、真実を告げたほうが噓をついたことへの温情を受けられるかもしれない。

「……あの、信じてもらえないとは思いますが、俺はこの世界の住人ではありません。川に落ちて、この世界に来てしまったんです」

「ほう。どこから来た？」

　信じているのかいないのか、判然としない顔で瀬良が問う。

「日本という国からです」

「にほん。……ああ、中なか津つ国くにのことだな」

「はい。中津国は神話の中の呼び名で、今の国名は──、え？」

　言いかけて、立夏は大きく目を見開く。

「あの、日本が──、俺の言ってることがわかるんですか？」

　立夏は目の前の格子を握にぎりしめ、叫ぶ声こわ音ねを放つ。

「使者というのは噓で、本当は異界人だと言いたいのであろう？」

　事もなげに頷かれ、立夏は呆ぼう然ぜんとする。

「……ここは、どこですか？」

「東雲国じゃ」

　居酒屋で見た夢の中で、サバトラ猫ねこの母子が口にしていた国名だ。

「東宮……、竜楼様には雪ゆき豹ひようの耳と尾おがありますか？」

　あの夢で見聞きしたことがどこまで正確なのか確かめたくてそう尋ねた直後、鐡が「無礼者が！」と怒ど声せいを轟とどろかせた。

「何も知らぬ異界人の顔をしておきながら、東宮様のことを聞き出そうとするなどと……！　瀬良様、この男はやはり羅刹の変化か、あるいは沙さ霧ぎり宮側の間者やもしれませぬ」

　よく意味のわからない言葉を並べてしきりに「怪あやしい」「怪しい」と繰り返す鐡も、それに何やら応じている瀬良も、立夏の問いを無視したが、その態度で答えはわかった。

　おそらく、あの夢が見せたのはこの国の現在だ。この東雲国には雪豹の耳と尾を持つ半人半獣じゆうの美しい東宮がいて、瀬良や鐡はその東宮の臣しん僕ぼくなのだろう。

　けれど、今そんなことはどうでもいい。瀬良が「中津国」という日本の古こ称しようを知っていたり、「異界人」という呼び名までちゃんとあるということは、古いにしえよりこの平安京ランドと日本のあいだで人の行き来があったということに違いない。にもかかわらず、日本では「異世界」とは空想の産物でしかない。

　その意味を考えて、立夏は背筋を寒くする。

　何事かを話し合っている瀬良と鐡に、立夏は「あの！」と声を掛かける。

「俺は、川に飛び込もうとしていた人を助けようとして、うっかり一緒に川へ落ちて、気がついたらこちらの世界にいたんです。いわば事故で……、自分の意志に関係なく、ここへ来てしまったんです。それに、日本ではこの国のことはまったく知られていませんし、こういうときにどうすればいいのか全然わからなくて……、それで咄とつ嗟さにあんな噓をつきました。何かおかしなことを企たくらんでいるわけじゃないんです。あなたたちの目には怪しい輩やからに映っているでしょうけれど、俺はただ帰りたいだけなんです。方法を教えてください。教えてもらえれば、すぐに消えますから」

　一気に捲まくし立ててから、立夏は叫さけぶように続けた。

「帰る方法、あるんですよね？」

「ああ、もちろんじゃ」

「──お、お願いしますっ、教えてください！」

　もしかすると、一度こちらの世界へ来ると帰れないのではないかと怯おびえたぶん、立夏は心底ほっとした。だが、それもつかの間だった。

「その前に、そなたの正体を確かめねばならぬ」

「正体って……。今、言ったじゃないですか。俺、もう噓は何も言っていません」

「では、異界人にはあるはずのない徴がそなたにあるのはなぜじゃ？」

「え……？」

「そもそも、異界人とはこちらの世の理ことわりを何も知らず、ただ泣き喚わめくことしかできぬ憐あわれな者たち。なのに、そなたは東宮様のことを知っておる。一体、なぜじゃ？」

　詰きつ問もんする瀬良の目はひどく冷たく、「夢で見た」などと告げても信じてもらえそうにない。それに、先ほどから瀬良たちが何度も口にしている「徴しるし」も何のことなのかさっぱりわからないが、質問に質問を返せるような雰ふん囲い気きでもない。

　答えに迷ったとき、牢ろう屋やの出入り口が再び開いた。新たに五人の男たちが入ってくる。そのうちのひとりは鐡の部下だ。けれども、ほかの粗そ末まつな直ひた垂たれ姿の者たちは人間ではない。犬が二匹ひきと、狐きつねと猿さるが一いつ匹ぴきずつ。先ほど見た篝丸よりもずっと大きくて、人間と変わらない背せ丈たけをしている。

「瀬良様、お待たせいたしました」

　鐡の部下が進み出て、瀬良の前で頭を下げる。

　頷いた瀬良は直垂を着た犬たちに卑いやしむような視線を投げ、「その者たちを中へ入れよ」と低く命じる。

　部下の男が牢の鍵かぎを開け、鐡に「行け」と促うながされた犬たちが牢の扉とびらを次々くぐる。立夏のように手を縛しばられたりはしておらず、捕らえられた罪人というわけでもなさそうだ。だが、なぜかこちらを凝ぎよう視ししてくる目の光に嫌いやなものを感じて、立夏は壁かべ際ぎわへ後ずさった。

「どうだ、匂におうか？」

　鐡の発した問いに、猿が「はい」と応じる。

「とても香かぐわしいぃ……、よぉい匂いがいたしますぅ」

「まるで……、天てん女によ様のような匂いぃ……」

　犬や狐が口々に答える。まるで酔よっているかのような舌の縺もつれた口調以上に、その股こ間かんの大きな盛り上がりにぞっと鳥とり肌はだが立つ。

　獣たちが性器の形状を変えている理由を直感した本能が逃にげろと警けい鐘しようを激しく鳴らしたが、逃げる場所などどこにもない。

「好きなように、匂いを確かめるがよい」

　瀬良の言葉を合図にしたかのように、猿たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　避さける間もなく地面の上に身体からだを押し倒たおされたかと思うと、肌はだをなめ回されたり、ジーンズの金具やファスナーを力任せに引きちぎられた。

「──やめろ！　触さわるな！」

　縛られた手と足を滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり回したが、そんな抵てい抗こうなど易やす々やすと封ふうじ込められた。狐が立夏の腕うでを頭の上で押さえつけ、二匹の犬が立夏のジーンズを下着ごとはぎ取り、猿が乳ち首くびを乱暴に弄いじる。

「おお……、何と美しいぃぃ。珊さん瑚ごのようにつややかで、触り心ごこ地ちのよい乳首じゃぁ」

「ひ、ぃ……っ」

　人間に近い指先で乳首を引っ張られたり、捏こねられたりする気色の悪さに、喉のどが痛いほど引きつった。

「魔ま羅らもじゃぁ！　こんなに透すき通った桃もも色いろの魔羅など見たことがない！」

「きっ、菊きく壺つぼは？　菊壺はどうじゃっ！　わしにも見せろ！」

　興奮して涎よだれを垂らす狐が吠ほえると、犬が立夏の両りよ脚うあしを抱かかえて頭のほうへと倒した。身体を二つ折りにされ、狐の眼前で秘所のすべてを晒さらす格好になる。

「おおぉ！　まさに菊じゃ！　大輪の菊のごとき麗うるわしさじゃ！」

　狐は立夏の腕を尻しりで踏ふみつけ、前のめる勢いで窄すぼまりの表面を舐なめた。

「ひっ」

　とんでもない場所をぬめぬめと舌が這はう感かん触しよくに、吐はき気がした。

「う、うぅ……っ」

　丸められた背の向こうで、犬たちが袴はかまを解く気配がする。猿も胸を弄る手をとめて、袴を素す早ばやく脱ぬぎ捨てる。滴したたる淫いん液えきでぐっしょりと濡ぬれた卑ひ猥わいなものをすぐ目の前で見せつけられ、どうしようもない嫌けん悪お感かんが突つき上げてくる。

「──や、やめろ！　放せ、放せ、放せ！」

　立夏は力の限り絶ぜつ叫きようしたが、獣たちの動きは激しくなるばかりだ。

　狐の舌は窪くぼみの中央を突き刺さし、無ぶ遠えん慮りよな出入りを始める。猿は勃ぼつ起きしたペニスで乳首を擦こすりだし、二匹の犬も立夏の背中でぬるつく勃起を擦る。

　手を縛られた格好で前からは秘所を舐め啜すすられ、後ろからも横からも獣の勃起をぐいぐいと押しつけられ、身動きが取れない。獣たちが入ってきた牢の扉は開けられたままなのに、逃げることができない。

「おおぉ……！　おおぉ……！　何という香しさじゃ。魔羅に神秘の力が漲みなぎるようじゃ」

「天にも昇のぼる心地とは、まさにこのことじゃ！」

　獣たちは興奮を深め、何かの冗じよう談だんのように大量の淫液をグロテスクなペニスから垂れ流しているが、立夏の身体は一方的に施ほどこされる刺し激げきにはまったく反応しない。

「やめ……ろっ！　やめろぉ！」

　不自然な体勢で逆さにされて、ぶらぶら揺ゆれているペニスも陰いん囊のうも縮こまっている。性の悦よろこびを何も知らない身体を獣に荒あらされることがただひたすらに不快で、悔くやし涙なみだが出た。

　立夏は首を捩ねじって、格こう子しの向こうに立つ見物人を睨にらみつけ、叫んだ。

「あんたら、何のつもりだ！　今すぐ、やめさせろ！」

　匂いがどうのとか口にしていた瀬良たちに、人と獣とが交わろうとするこの光景を楽しんでいる様子はない。何かを見み極きわめるような、冷めた目つきで立夏を観察している。

「これはどういうことじゃ。獣けもの人びとらはあれほど盛さかっておるのに、あの男、まるで反応しておらぬ。呪じゆ禁ごん師しなのか、そうではないのか……」

「瀬良様。この男、一体、何者でございましょう」

　鐡が不可解そうに言った直後だった。

「やめぬか、お前たち！」

　ふいに鋭するどい制止の声が響ひびき渡わたり、どこからか牢の中へ小さな球が投げこまれる。それと同時に、獣たちが悲鳴を上げて仰け反った。

「ぐ、おおぉ……！」

　いきなり解放された身体が地面に叩たたきつけられる。

　立夏には何も感じられないけれど、テニスボールほどの大きさの球は獣にだけ効く臭しゆう気きでも発しているようだ。犬たちはしきりに目や鼻先を押さえて悶もん絶ぜつしている。

「瀬良、異界からの客まれ人びとがおるそうだな」

　凜とした声こわ音ねを放って近づいてきた誰だれかが、もう一度、球を投げ込んだ。すると、獣たちの苦しみようが目に見えて収まっていった。

　球を投げたのは、指さし貫ぬきに裾すそ長の衣ころもを纏まとい、漆しつ黒こくの髪かみを長く垂らした背の高い男だった。一いつ瞬しゆん、恐きよう怖ふすら感じるのは完かん璧ぺきに整った美び貌ぼうのせいだろうか。おそらく、普ふ通つうなら人前に出る格好ではないはずだし、特に煌びやかな衣を纏っているわけでもないのに眩まぶしいほどに美々しく感じられるその男は頭に雪ゆき豹ひようの耳を生やしていた。

「殿でん下か！」

　瀬良たちが色を失った様子で一斉に跪ひざまずく。

「と、東宮様じゃ……！」

　獣たちも酔いが覚さめたような顔で慌あわてふためいて身み繕づくろいをし、地にひれ伏ふす。

　立夏も急いで上半身を起こしたものの、手を縛られた丸まる裸はだかの状態では身なりを整えることなどできない。せめてなるべくその視線に入らないよう、牢の隅すみへ身を寄せる。

「瀬良。私はこの山奥の退たい屈くつを紛まぎらわせるものがあれば知らせよと言ったはず。なぜ言わぬ」

「……この者は自分は異界人だと申しておりますが、こちらへ来た異界人はこの世のことは何も知らないのが常。にもかかわらず、この者は殿下のことを知っていた上、額に朱しゆの徴がございます。この者の話すことは辻つじ褄つまの合わぬことばかりゆえ、まずは徴が本物かどうかを確かめておりました」

　瀬良は流れるように告げたあと、ちらりと顔を上げた。

「それにしても、誰がこの者のことを殿下のお耳に入れたのでございますか？」

「質ただしているのは私だ、瀬良」

　厳しい口調に瀬良は「はっ」と再び顔を下げる。

「瀬良。私は、か弱き者を虐しいたげるような外げ道どうの行こう為いを禁じたはず。つい先日も念を押したが、まるで覚えておらぬようだな」

「い、いえ……。決してそのようなことは……」

「ならばなぜ、この客人や篝丸を虐げる」

　静かな怒いかりを宿す声を紡つむぎながら、東とう宮ぐうは牢の扉をくぐる。

「殿下っ、お待ちを！　危のうございますっ！」

　鐡が狼狽うろたえたふうに東宮をとめる。

「近づかれてはなりませぬ！　その者は羅ら刹せつの変へん化げやもしれませぬ！」

「そうだとして、私が羅刹ひとりに斃たおされるような男だと思うておるのか？」

「──め、滅めつ相そうもございません！　殿下の優すぐれた武勇には、羅刹が束になっても敵かなうはずもありませぬ」

「本心でそう思っているのであれば、黙だまっておれ」

　言うと、東宮は着ていた裾長の衣を脱いで、隅で蹲うずくまる立夏に掛かけた。

「そなた、大事ないか？」

「は、はい……。ありがとう、ございます……」

　正視できないほどの凄せい艶えんな美貌が眼前に迫せまり、息がとまりそうになる。　>>>♥

　立夏は衣に顔を埋うずめるようにして、何度も頷うなずく。

「そなたらは里の者か？」

　尋たずねられた犬たちが上うわ擦ずった声で「はい」と応じ、さらに深く額ぬかずく。

「あの者たちに無理やり連れてこられたのであろう。もう里へ帰るがよい。鼻は朝には元に戻もどるゆえ、案ずるな」

「も、もったいのうございますっ」

　犬たちは伏したまま転がるような勢いで牢ろう屋やを出て行った。

「瀬良。そなたもこの屋や敷しきから即そつ刻こく立ち去れ。追放する」

「な、なぜでございますか、殿下っ。私わたくしは殿下の御おん為ためを思い、正体の知れぬその者を取り調べただけにございます」

「素す性じようを調べる方法はほかにいくらでもあったはず」

　厳しい声音で言って、東宮は立夏の前に手を差し出す。

　白く美しい、けれども剣けんを日常的に握にぎる者の手だった。今日の経験や幼い頃ころの夢で見た限り、この国は平安京に似ているけれど異なるところも多い。この美貌の東宮は剣に秀ひいでた武人でもあるのだろうか。

　ぼんやりとそんなことを思っていると、不思議そうに顔を覗のぞきこまれた。

「どうした？　立てぬのか？」

「い、いえっ。大だい丈じよう夫ぶですっ」

　飛び上がるようにして立ち上がった立夏は東宮に促うながされて格子の扉とびらをくぐり、牢屋の出入り口の外から心配そうに様子をうかがっている篝丸の姿に気づく。

　無事に戻っていたようだ。ほっとした立夏の前に東宮が立つ。立夏に衣を与あたえたために単衣ひとえと指貫だけになった東宮の腰こしには、つややかな被ひ毛もうに覆おおわれた雪豹の尾おがあった。

「瀬良よ。そなたはこの山さん荘そう付きの家令として、我が僕しもべたちが恙つつがなく働けるよう取り計らうのが仕事であろう。しかも、私は再三、獣人の篝丸がほかの者から狼ろう藉ぜきを受けぬよう注意せよと申しつけたはず。そなたが率そつ先せんして、命を落とすやもしれぬ目に遭あわせて苛さいなむなど、もってのほかぞ！」

「……篝丸めが殿下に陰かげ口ごとを申したのでございますか」

「黙れ、瀬良！　私は、あれば無花果いちじくがほしいと言ったまで。誰が、羅刹が潜ひそんでおるやもしれぬ夜の山に、あのような小さき子を放ほうり出して探しに行かせろなどと申した。そなたの非道ぶりは目に余る。即刻、立ち去れ」

　瀬良はひどく無念な様子で地に爪つめを立てていたが、やがて無言で立ち上がり、肩かたを落として牢から消えた。

「鐡。そなたも二度目はないと心得、配下の者によく言って聞かせよ。この客人と篝丸への狼藉は一いつ切さい禁じる」

「──はっ」

　鐡の返答に短い頷きを返し、東宮は立夏を見る。

「そなた、名は何と申す？」

「市花立夏、です」

「立夏か。凜とした響きのよい名だ」

　言って、東宮は笑う。一目で惹ひきこまれてしまう、穏おだやかな優やさしい笑えみだった。瀬良や鐡とは格が違ちがう気高い品性を感じ、立夏は「あの」と声を上げた。

「俺……、いえ、私は日本から来ました。証明はできませんけど、本当なんです。自分の意志ではなく、事故でここへ来てしまったんです」

　今ここにいる経けい緯いを早口で語り、立夏は東宮の温情に縋すがる。

「帰りたいんです。帰る方法を教えていただけませんか？」

「教えてやりたいが、生憎あいにく、私はその方法を知らぬ」

「……そう、なんですか。あ、あの、でしたら、さっきの方に訊きいていただけませんか？」

「瀬良に？」

「はい。あの人は知っているような口ぶりでしたから」

「そうなのか、鐡」

　東宮に問われた鐡が「いえ」と首を振ふる。

「瀬良様がご存じなのは、帰る方法がある、ということだけです。どのような方法かはご存じありません」

「いかにも瀬良らしい小こ賢ざかしさだな」

　東宮は苦く笑しようして、立夏に「だが、案ずるな」と告げる。

「私はしばらくこの山荘に滞たい在ざいするが、都へ戻ったら大だい学がく寮りようの博はか士せたちに調べさせよう。確か、異界人は先々帝ていの御み代よより現れていないはずだが、元の国へ戻った話は古いにしえより数多く伝わっておる。大学寮はこの国の知識の結集。きっと、誰かが戻る方法を知っているはずだ」

「──ありがとうございます！」

「礼には及およばぬ。これは私の家け人にんがそなたに無礼を働いた詫わびだからな」

　そう言うと、東宮は出入り口に向く。

「篝丸、こちらへ参れ」

「はい、竜楼様！」

　ちょこちょこと走ってきた篝丸が、東宮の前で跪く。

「篝丸。今より、そなたをこの立夏の世話役に任じる。立夏には西の対を与える。そなたにも雑舎からそこへ移ることを許す。心して立夏をもてなせ」

「はい、竜楼様」

　篝丸が立夏と目を合わせ、ほわんと微笑ほほえむ。愛らしい仔こ猫ねこの笑顔に立夏の頰ほおもゆるんだ。

「おそれながら、殿でん下か」

　ふいに鐡が声を強く響ひびかせる。

「素性が不確かな者をお屋敷の中で自由にさせるのは危険です」

「私がよいと言えばよいのだ。そもそも、素性が確かな異界人などおらぬ」

「し、しかし……、殿下っ」

「口出しは無用だ、鐡」

　鋭するどい声で告げられ、鐡は黙る。

「立夏。私が都に戻る際、そなたも伴ともなうゆえ、それまではここでゆっくり過ごせ」

　家へ帰る方法がわかる。すぐにではないけれど、調べてくれると約束してくれたのはこの国の東宮だ。だから、きっと元の世界へ戻れるはずだ。

「ありがとうございます」

　鐡にはまだ相当に怪あやしまれているようだけれど、東宮の庇ひ護ごを得た自分をもう牢に入れたり、襲おそったりはしないだろう。

　ようやく人ひと心ごこ地ちがついて胸むねを撫なで下ろしたとき、ふと何かの香かおりがやわらかく鼻び孔こうをくすぐった。衣ころもに焚たきしめられた香こうの匂においだろうか。

　化け粧しよう品や香こう水すいの匂いは苦手なはずなのに、化学的な加工がされていないせいなのか、なぜかとてもいい香かおりに思えた。そっと衣をかき抱いだき、優しいその香かおりを胸むね一いつ杯ぱいに吸いこむと、何だか幸せな気持ちになれた。

「では、また会おう」

　長い尾を優ゆう雅がにゆらし、立ち去ろうとした東とう宮ぐうを篝丸が「お待ちを」と引き留める。

「先ほど、うっかりお渡わたししそびれておりました。よく熟した実は、これひとつだけでございましたが、どうぞお召めし上がりください」

　篝丸が懐ふところから取り出した無花果を受け取り、東宮はあでやかに笑んだ。

「大たい儀ぎであった。そなたにもあとで褒ほう美びを取らそう」







　篝丸に案内されて中門を通ると、西の対らしい建物へと続いている高こう欄らんつきの廊ろう下かに扇おうぎを持つ雅みやびやかな女によう房ぼうたちが鈴すずなりに並んでいた。

「篝丸。そなたは雑舎へ戻れ」

　一番前に立つ女房が冷ややかに告げる。

「……あの、ですが、私は竜楼様にこちらで立夏様のお世話をする命を授さずかりました」

「聞いておる。なれど、そのような土にまみれた汚きたならしい格好で何のお世話をするつもりぞ。まずは身を清めて、着き替がえて参れと申しておるのだ」

　自分の纏まとう水干を見確かめた篝丸が、しゅんと耳を低く垂らす。

　服の汚よごれは、たったひとりで夜の山を彷徨さまよい歩き、困難な任をみごとに果たした勲くん章しようだ。なのに、篝丸は恥はずかしそうにぺこりと頭を下げ、「すぐに戻もどって参りますので」と来た道を引き返して行った。

「まったく気が利きかぬことよ。これだから、獣けもの人びとは」

　平安時代の資料では猫ねこを愛あい玩がんする貴人の様子が散見されるが、こちらの世界では喋しやべる猫を愛めでる習慣はまったくないらしい。女房たちはただ不ふ愉ゆ快かいそうに頷うなずき合うばかりだ。

「さあ、立夏様はこちらへ」

　廊下の階段を下りてきた女房たちに導かれ、立夏は中へ入る。

「……あの子はまだ子供なんですから、もう少し優しくしてあげてはどうですか？」

　この世界の規律に干かん渉しようしていいものか迷いつつ控ひかえ目に言ってみると、立夏に向く女房たちの目がひどく珍ちん奇きな生き物に遭そう遇ぐうして困こん惑わくしているかのようなものになる。

「とんでもないことでございます。立夏様は異界のお方ゆえご存じないのでしょうけれど、獣人とは前世で大きな罪を犯おかした報むくいとして卑いやしい獣の姿で生まれてきた者たち。この世では奴ぬ婢ひとして苦く役えきに服さねばならぬのです」

　篝丸が特に差別されているわけではなく、獣人という種族全体が人から卑ひ下げされているのだと示す物言いに、立夏は首を傾かしげた。

「でも、都には立派な身なりをした獣人もいますよね？」

　どういうわけか、立夏は夢を通してこの国の現実を見ていた。ならば、あの貴公子の出いで立ちで馬に跨またがっていた裕ゆう福ふくそうな兎うさぎも実在するはずだ。

「羅ら刹せつのせいですわ」

　女房のひとりが忌いま々いましげに声を高くする。

「羅刹？」

　女房たちが次々に口にした説明によると、羅刹とは角を生やし、赤や青や緑の肌はだをした、地底を住処にする亜人らしい。荒あら々あらしい気質で、人に化ける能力を持っているという。

　つまりは「鬼おに」なのだろう羅刹は、上代の昔に朝ちよう廷てい軍に討とう伐ばつされ、地底に封ふうじこめられたそうだ。だが、ここ数十年ほどのあいだに地底から這はい出てくる羅刹が増えたという。

　高く分厚い城じよう壁へきと結界に守られた都の中にはまだ現れていないが、各地で村や町が襲われるなどの被ひ害がいが多発しているらしい。

　そのつど、征せい伐ばつ軍は派は遣けんされているものの、現れる羅刹の数が増えすぎ、朝廷は頭を痛めているという。

　羅刹に大きな町が荒あらされれば街かい道どうが途と切ぎれ、物流が滞とどこおることも珍めずらしくない。羅刹が跋ばつ扈こしていることがわかっている場所など誰だれも通りたくないからだ。

　だが、近年、危険を承知でそうした地域で商あきないをおこなうことで、莫ばく大だいな富を手にする獣人らが現れたそうだ。

「世が乱れたせいで、成り上がる獣人まで現れて……。おぞましいことですわ」

「本当に。困っている者の足もとを見て、法外な値で物を売りつけるなど、何と浅ましい」

「……あの、でも、東宮様も獣人の血を引いておられるのですよね？」

　獣人がそれほどまでに蔑さげすまれているのに、その血を引く皇み子こが東宮であるのはなぜなのだろうか。触ふれていいことなのかわからなかったけれど、好こう奇き心しんが勝まさって立夏は尋たずねた。

　たとえ口にしてはならないことだとしても、この女房たちは鐡らのように刀を向けてくることはないはずだし、異界人だからと大目に見てくれるだろう。

　そう思ったが、女房たちはその眼まな差ざしを刃やいばよりも冷たくして立夏に斬きりかかってきた。

「紫し藤どう様の御おん身みに流れる血は上代のもの。しかも、雪ゆき豹ひようです！」

「雪豹は、普ふ通つうの獣人のような罪人の転生などではありません。上代の昔に神の使いとして、天と地を駆かけるために生まれた者たちの子孫ですぞ！」

　女房たちは立夏を取り囲み、一いつ斉せいに喚わめき立てた。

　皆みなが一度に喋るのでよく聞き取れなかったが、耳に届いた言葉を整理すると、東宮の母親だった秋麗皇后の遠い祖先に美しい雪豹の獣人を婿むこに迎むかえた姫ひめがおり、何百年ものあいだに薄うすまって消えたはずのその血が神の悪戯いたずらでたまたま東宮の身に現れたらしい。

「よいですか、立夏様！　いくらお客人と言えど、紫藤様と獣人を同一視するような不敬極きわまりないこと、二度と口にしてはなりませぬぞ！」

「……はい、すみません」

　納なつ得とくしたわけではなかったが、立夏は肩かたを縮こまらせて謝った。

　同じネコ科なのに神話を根こん拠きよに差別する意識を立夏が理解できないのは、異界人だからだ。そもそもの肌感覚が違ちがうのだから、この女房たちにも立夏の気持ちは通じないだろう。

　機き嫌げんを悪くした女房たちにまず案内されたのは板張りの部屋だった。何だか妙みように蒸むし蒸むしすると思ったら、床ゆかに石が張られた部分があり、湯で満たされた木製の浅い箱が置かれていた。ここは風ふ呂ろ場ばらしい。実はかなりの不衛生都市だった平安京とは違って、こちらの上流社会では湯船に浸つかる習慣がちゃんとあるようだ。

　女房たちは板の間で袿うちぎを脱ぬいで単衣ひとえ姿になると、立夏の羽織る衣も引きはがそうとした。どうやら、風呂の世話まで付きっきりでしてくれるつもりらしいとわかり、立夏は頰を強こわ張ばらせる。

「俺、成人した男ですし、ひとりで入れますから」

「異界の方であっても、徴しるし付きではございませんか。遠えん慮りよされることはありませぬ」

　女房たちは意味不明なことを言いながら力ちから尽ずくで衣を奪うばい、丸まる裸はだかにした立夏を湯船に放ほうりこんだ。頼たのむからひとりで入らせてくれという訴うつたえなどまるで無視され、汚れを洗い落とされたあと、狩かり衣ぎぬを纏わされた。

　そのあと、なかば放心状態で連れて行かれた部屋では、篝丸が食事の用意を整えて待っていた。野菜が中心の、彩いろどりあざやかで食欲をそそる料理が美しい膳ぜんに並べられている。

　清潔な水干に着替えた篝丸はきりりと引き締しまった顔つきになっていたが、凜々しさよりも可愛かわいらしさを感じさせる姿に、辱はずかしめを受けて崩ほう壊かいしかけていた心が癒いやされた。

　健全な二十六歳なら、美しい女房たちに傅かしずかれて食事をすることを喜ぶだろうけれど、異性に免めん疫えきのない立夏は篝丸とふたりきりのほうがずっと落ち着く。

　立夏は、篝丸ひとりで十分だから、と今度は少しばかり強ごう引いんに主張して女房たちを下がらせた。向かい合って座ると、篝丸に謝られた。

「山ではお礼が言えなかったばかりか、失礼なことを口走ってしまい、申し訳ありませんでした」

「そんなこと気にしなくていいよ」

　正気を失った気の毒な方云うん々ぬんの言葉は本気でそう思ったというより、鐡たちに暴力を振ふるわせないためのものだろうから、むしろ感謝している。

「それに、東宮様に俺のことを知らせて助けてくれたのは、君だろう？」

「山で立夏様にお目にかかったあと、一日探しても見つけられなかった熟うれた無花果いちじくをすぐに見つけられたので、立夏様に幸運を運んでいただいた気持ちになりました。でも、帰ってきたら、鐡様の配下の方々が騒さわいでおられ、立夏様のことが耳に入りましたので……」

　瀬良は篝丸が東宮に告げ口をしたと言っていたが、そんなことができる性格なら、そもそも見つけられない可能性が高い無花果を探しに出る前に東宮に泣きついたはずだ。

　篝丸はきっと、自身のことは立夏と会った経緯いきさつを説明するための必要最小限のことしか話していないのだろう。

「ありがとう、篝丸」

　心を込めて礼を言うと、篝丸がふるふると顔を振った。

「立夏様を助けたのは竜楼様です。お礼は竜楼様に」

「もちろん、東宮様にも感謝してるよ。でも、君がいなければ、東宮様は俺を助けに来てくれなかったから、君にもすごく感謝してる。だから、顔を上げて」

　小さな頭がそっと立夏を向く。はにかんだふうな愛らしい青い目と視線を合わせ、立夏は笑う。

「あ。そう言えば、牢ろうや風呂で徴がどうのとか、呪じゆ禁ごん師しがどうのって何度も言われたんだけど、何のことだかわかる？」

　問うと、篝丸が不思議そうな顔をして立夏に鏡を渡わたした。

「徴とは、立夏様の額にあられる徴のことでございます」

　鏡の中を覗のぞきこんで立夏は目を瞠みはった。

　額にくっきりと赤い花模様のタトゥーがあったのだ。川に飛び込もうとしていたあの男の額にあったタトゥーだ。

　瀬良たちが自分を見て「徴」と言っていたものの正体はわかったが、どうしてそんなものが自分の額に刻まれているのか、訳がわからなかった。

「何で……」

　呟つぶやいて擦こすってみたが、徴は消えない。

「あの……、立夏様は異世界の方ほう士し様ではないのですか？」

　不可解そうに尋ねてくる篝丸に、立夏は「方士って？」って眉まゆを寄せる。

「それは『朱しゆの徴』という呪禁師の証あかしです」

　呪禁師とは飛行や隠いん遁とんや変へん化げなどの様々な不思議な術を操る異能者で、「方士」とも呼ばれるらしい。その能力は生来のもので、呪禁師は額に徴を持って生まれてくるという。親や祖先に呪禁師を持つ者もいるが、大たい抵ていは突とつ然ぜん変へん異いなのだそうだ。

　呪禁師として生まれた者はほとんどが中なか務つかさ省しようの所属機関である呪禁寮りように入り、力を磨みがく。能力の強い呪禁師はこちらの世と異世界を自由に行き来できるらしい。

「その能力は、方士様たちのあいだでは額を触さわって移すことができます」

　力のすべてを移すことも、一部のみを移すことも可能だという。

「と言っても、頻ひん繁ぱんにおこなわれるものではなく、亡なくなられる前の方士様が一番弟子でしの方に力をお譲ゆずりされたり、草沢の方士同士が相手の力を奪おうと争ったりするときにしか起こりませんが……。何かお心当たりはおありですか？」

　心当たりと思えるものはひとつだけだ。立夏はそれを篝丸に話す。

「おそらく、その川へ飛び込もうとしていたという方はこちらから異界へ行かれた方士様ではないかと……。立夏様はその方の額を触られたのではありませんか？」

「触ったかもしれないけど……、俺は呪禁師じゃないのに、どうして徴が移ったんだろう？」

　呪禁師が持つ力を、立夏は使えない。ということは、何かの拍ひよう子しに徴だけが立夏の身体に転移してしまったのだろう。

　なぜそんなことが起こったのか疑問を抱いだきつつも、立夏は少し安あん堵どする。川の中ではぐれたあの男のことが気がかりだったけれど、普通の人間でないのなら溺おぼれることはないはずだ。

「そこまでは……」

　申し訳なさそうに篝丸が首を振る。

「私はこのお屋や敷しきの仕し丁ちようとして働かせていただいておりますが、元々は孤こ児じです。山の麓ふもとの道みち端ばたで死にかけていたところを竜楼様に拾っていただいた身なので学もなく、世の中のことをあまり知らないのです」

　牢で立夏が感じた通り、東とう宮ぐうは武人でもあり、羅ら刹せつ討とう伐ばつ軍を自ら率いて各地へ遠えん征せいに赴おもむいていたという。だが、羅刹との戦いで深手を負ったため、父帝ていの命で、湯治をすることになったそうだ。

　東宮と側近の一行がこの山さん荘そうへ向かう途と中ちゆうの路上で、篝丸は行き倒だおれていたらしい。道を塞ふさぐ穢けがれを払はらおうと随ずい行こうの者が川へ投げ捨てようとしていた篝丸を、東宮が救った。ひと月ほど前のことだという。

「せめて、字が読めれば、もう少し東宮様や立夏様のお役に立てると思うのですが……」

　篝丸の耳も髭ひげも、しょんぼりと垂れ下がる。篝丸は生後半年になるかならないかに見える。人間の歳で換算すれば十歳ほどだろう。本当ならまだ親に甘えたり、思いきり遊びたい盛りのはずの小さな仔こ猫ねこの境きよう遇ぐうに胸が痛くなり、立夏は咄とつ嗟さに篝丸を抱だき上げた。

　元の世界では教師なのに、こちらではその知識や資格がまるで意味をなさない。目の前の、知を求める小さな手に何も与あたえられない自分が、歯がゆくてならなかった。

「助けてもらったのに何のお礼もできなくて、俺こそごめん」

　立夏のいきなりの行動に驚おどろいたのか、篝丸は一いつ瞬しゆん、身体からだをぴんと伸のばして硬こう直ちよくさせた。けれども、やがておずおずと強張りは解けてゆき、垂れた尾おがくるくる揺ゆれだした。

「……温こうございます」

　立夏の胸にひたんと頰ほおを当て、篝丸が笑った。

「私は気がついたらひとりでしたので、親を覚えておりません。だから……、あの……、このようなことを申すのは失礼でしょうけれど、山で立夏様にぎゅっとしていただいたとき、このような優やさしい腕が母親の腕なのかもしれないと思いました」

　そこは「お母さん」ではなく「お父さん」と言ってもらったほうが嬉うれしかったけれど、立夏の胸は自分の腕の中で安らぐ顔を見せる篝丸への愛いとおしさでいっぱいになる。　>>>♥

「俺でよければ、いくらでもぎゅっとするよ」

　言って、立夏は篝丸の小さな身体を抱きしめた。







　都の西に聳そびえる埴は生にゆう馬ま山の中腹に建てられたこの山荘は元々は東宮の母・秋麗皇后が所有し、夏の避ひ暑しよ地として利用していたらしい。今の主あるじである東宮は滅めつ多たに訪おとずれないものの、いつでも最高の状態で迎むかえられるように多くの使用人が常時ここに住み込み、山荘の隅すみ々ずみまで日々手入れをしているという。

「じゃあ、東宮様がいらっしゃらなくても、一年中ここに？」

　昨夜、ある計画を立てた立夏は、朝の支し度たくを手伝ってくれた女によう房ぼうたちに大げさに驚いてみせ、それから精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そ笑いを浮うかべた。

　自分の世話係のはずの篝丸を厨くりやへ追いやられてしまったことはむっとしたし、女房たちの袿うちぎから強く漂ただよってくる香こうの匂においも辛つらかったが、ぐっと堪たえた。

「皆みなさんのようにお綺き麗れいでお若い方々には、山暮らしは退たい屈くつなのではありませんか？」

　考えてみれば、異性にお世辞を言うのは初めてのことで頰が少し引き攣つったが、女房たちはまんざらでもないふうだった。

「そうでもありませんわ。ここでは下働きに雇やとっている里の者以外は私たちも含ふくめて皆、官人ですから、春と秋の除じ目もくの際に大抵は都へ戻もどりますので」

「え。じゃあ、瀬良さんは……？」

　東宮と言えど、勝手に任を解いて大丈夫なのだろうかと心配したけれど、瀬良は二年前に亡くなった皇后が生前、私的に雇った者らしい。

「とにかく口が上手くて、皇后様がご存命の頃ころは何かと目を掛かけられていたようですが、東宮様は佞ねい人じんがお嫌きらいですから、自分の地位を危あやぶんで功を焦あせったんでしょう」

「でも、あたくしも蛇へびのような目をした瀬良様は苦手でしたけれど、東宮様のご滞たい在ざい中にどうにかしてお目にとまりたい気持ちはわかりますわ」

　色めいたお喋しやべりに花を咲さかせはじめた女房たちによると、肩に矢傷を負った東宮の湯治滞在はあと半月ほど続くらしい。

　それだけの時間があるのなら好都合だと胸を弾はずませ、立夏は女房たちに字を教えてほしいと頼たのんだ。自分がこちらの字を覚えれば、その知識を篝丸に教えることができるかもしれないからだ。

　いい退屈しのぎだと思われたのか、女房たちは嫌いやがるふうもなく応じてくれた。けれども、用意された手習い本を見て、立夏は驚いた。形はどことなく似ているけれど決して日本語ではないその文字が、はっきりと理解できたのだ。

「……あの、こちらにうっかり来てしまった異界人というのは、俺のように東雲の言葉が話せて、字が読めるものなのですか？」

「さあ……。異界人がいるということだけなら、書物や噂うわさ話ばなしで誰だれでも知っていますが、実際に接した者はそう多くはありませんから」

　首を傾かしげていた女房たちのひとりが「あ！」と声を上げる。

「もしかして、立夏様は上代の東雲の民たみの血を引いておられるのでは？　だから、東雲の夢を見たり、言葉がわかるのやもしれませぬ」

「上代の民？」

「ええ。神々と人がまだ近かったその頃には、呪禁師のほかにも半神半人の不思議な力を持つ者がたくさんおり、東雲と異世界を行き来して、異世界で子孫を残すこともあったそうですから。半神半人の貴公子と異界の姫ひめの悲しい恋こいのお話を、この前読みましたわ」

「そなたは、ちと草紙の読み過ぎじゃ。それはただの神話や物語であろうに」

　年とし嵩かさの女房が眉を寄せる。

　現代日本語風に表現すると、おそらく「漫まん画がやラノベの読み過ぎ」だろう。

「物語のことはともかく、こちらの言葉がおわかりになるのは、異界で会われたという呪じゆ禁ごん師しと関係している可能性が高いのでは？　何らかの理由で、呪禁師の徴しるしや知識の一部が立夏様に移ったのでございましょう」

「そういえば、異界へ行った呪禁師はあちらの人間の身体に触ふれて、瞬しゆん時じにして言葉を修するとか。その逆のことが立夏様に起こったのやもしれませんわ」

「どのような理ことわりが働いたのか、我らには見当もつきませぬが、都へ行けば紫藤様や呪禁寮の方士たちがよきにはからってくれましょう」

「……呪禁師の人たちが、ですか？」

「ええ。異界人を元の世界に戻すのは、呪禁師たちの役目ですから」

　確か、東宮は大学寮の博はか士せたちに調べさせると言っていたはずだ。

　言い間ま違ちがえたのだろうか。

「そのことを考えれば、助けられたお方が沙霧宮様でなくて、立夏様は幸運ですわ」

「本当に。もしあちらの宮様に拾われていれば、元の国へ帰る術すべはなかったでしょうから」

　沙霧宮とは東宮の異母兄にあたる人物らしい。

　沙霧宮の外祖父は左大臣の我が来らい伊い佐さ実み。東宮の外祖父・右大臣の我来伊沙羅の異母弟だという。ふたりは仲の悪い兄弟で、共に自分の孫を次の帝みかどに即そく位いさせようともくろみ、伊沙羅の孫の紫藤が東宮になった今もその争いは続いているのだという。

　女房たちが控ひかえ目に口にした話によると、東宮の母親の秋麗皇后は元々は右大臣の北の方の遠とお縁えんの娘むすめだったそうだ。お忍しのびの静養先でたまたま見かけた秋麗の絶世の美しさに心を奪うばわれた帝は、彼女に獣けもの人びとの血が流れていることを承知の上で妃きさきに強く望んだ。そのため、秋麗は右大臣の養女となって入じゆ内だいしたという。

　秋麗には獣人の血は発はつ露ろしていなかったが、生まれてきた皇み子こには耳と尾があった。それでも、帝は秋麗を皇后に、彼女が産んだ皇子を皇太子に立てるほどふたりを心から愛したが、朝ちよう廷ていには獣人の血を宿す東宮を廃はいし、沙霧宮を新たな東宮に立てるべしと主張する声が根強く存在するらしい。

「呪禁寮りようの方ほう士したちの一番の役目は、羅ら刹せつを地底に閉じこめる封ふう印いんを守ること。けれど、五十年ほど前から生まれてくる呪禁師が減ったせいで封印の力が綻ほころび、羅刹どもが跋ばつ扈こしはじめました。紫藤様どころか、皇后様ですらまだお生まれでない昔からのことなのに、左大臣派は羅刹の出現をまるで紫藤様が東とう宮ぐうになられたことが原因かのように申すのです！」

　その声の中心は左大臣の伊佐実。

　右大臣の伊沙羅と並び、有能で有力な重臣であるがゆえに、まったく無視もできない帝は右大臣と左大臣兄弟の争いの板いた挟ばさみにされ、頭を痛めているという。

「では、東宮様が自ら征せい伐ばつ軍を率いておられるのは、即位に反対する声を鎮しずめるためなのですか？」

「ええ。文武の才に優すぐれ、お人ひと柄がらもこの上なく立派。まこと、日ひの御み門かどに相応ふさわしいお方なのに、戦いくさ場ばで羅刹の汚けがらわしい血にまみれたあげく、療りよう養ようもこのような山奥で人目を忍んでされねばならぬなど、おいたわしい」

　どうやら、東宮が都から遠く離はなれたこの山さん荘そうでひっそりと湯治に専念しているのは、帝や右大臣が沙霧宮派による暗殺を恐おそれたかららしい。

　極ごく秘ひ裏りでの移動だったため、紫藤が都から伴ともなった者はわずか。鐡たちは、警護の数が少ないことを心配した伊沙羅が自身の配下から送りこんできた武官だという。

　各地で起こる鬼おにの襲しゆう来らいに帝てい位い争い、国政の中ちゆう枢すうを担になうべき左大臣・右大臣兄弟の対立。雅みやびやかでメルヘンな平安京ランドだと思っていたけれど、この国の状じよう況きようはなかなかシビアなものらしい。

「あの、それで、俺がもし沙霧宮様に拾われていたら帰る方法がなかった、というのは？」

「左大臣様は呪禁師がお嫌いなのです。所属する方士の数が安定せず、肝かん心じんなときに役に立たないと。沙霧宮様が即位されたあかつきには呪禁寮を廃す案をお持ちらしく、必然的に呪禁師たちも左大臣派を毛け嫌ぎらいしておりますから、沙霧宮様のお願いでは協力などいたしません」

「でも、羅刹を退治するのに、呪禁師は必要なのでは？」

「羅刹は人や獣に化けますし、人と比べれば滅めつしにくいもの。けれど、不死ではありません。ですから、左大臣様は数の安定しない呪禁師ではなく、兵を増やして羅刹を殲せん滅めつさせるべきだとお考えなのです」







「立夏様のお国では猫ねこは動物なのですか。それは……何だかすごく不思議な気分です」

　上げた格こう子しの向こうから夕日の赤が流れこんでくる部屋の中で、膝ひざに乗せていた篝丸が立夏を仰あおぎ見た。

「俺にしてみれば、獣人がいるのに動物もいるこの国のほうがよっぽど不思議だよ」

　立夏は笑い、篝丸の爪つめ切きりの続きをする。

　篝丸はくすぐったそうにひらひらと耳を揺ゆらし、喉のどを鳴らした。

「食事と寝ね床どこを与あたえられ、食べて寝ねて遊んでいればいいだけの生活は夢のようでございますが、私は動物になりたいとは思いません。……でも、立夏様にこうして可愛かわいがっていただくのは、とても心ここ地ちようございます。頑がん張ばる気力が湧わきまする」

　ここにいても獣人として虐しいたげられるだけなら、いっそあちらへ連れて帰ってしまおうか。一いつ瞬しゆん、そんな考えが脳のう裏りを過よぎったが、それはこの世界で懸けん命めいに生きようとしている篝丸の自尊心を踏ふみにじるものだ。

　篝丸は愛あい玩がん用の猫ではないのだ、と立夏は自分に言い聞かせる。

「……そうか。じゃあ、明日あしたも頑張って勉強しような」

　はい、と目を輝かがやかせたあと、篝丸は小さな顔を少し不安げに傾かたむける。

「ですが、よいのでしょうか……。私は立夏様のお世話係なのに、お世話をせずに勉強を教えていただいてばかりで……」

　自分には字が読めるとわかった日から、立夏は篝丸に字を教えはじめた。

　字は読めても、東雲国のことについては当然ちんぷんかんぷんなので、山荘の書庫にある本を手当たり次し第だいに読んだ。そして、そこから得た知識を篝丸に伝えた。篝丸は優ゆう秀しゆうな生徒で、立夏が教えたことをぐんぐん吸収し、すぐに簡単な文字の読み書きができるようになった。

　頼たよる者のいない幼い獣人にとってここは生きやすい国とは言えないけれど、都には財を成した獣人もいる。読み書きができるようになれば、きっと身を立てる手助けになるはずだ。

　東宮と一いつ緒しよにこの山荘を発たつまでのあいだに、できるだけのことをしてやりたい。そう思い、立夏は女によう房ぼうたちが篝丸に雑用を言いつけることを許さず、一日を共に過ごした。篝丸には専用の小部屋が与えられていたけれど、立夏の部屋で寝起きさせている。獣人は人間と同じものを食べるので、食事も一緒だ。最初は目を剝むいていた女房たちも、数日もすると匙さじを投げたように何も言わなくなり、立夏を遠巻きにするようになったが、特に不自由はない。

「いいんだよ。俺がそうしたいんだし、そばにいてくれるだけで心を癒いやしてくれてるんだから、篝丸は十分に俺の世話をしてくれてるよ」

　万ばん世せい一いつ系けいの帝が統治する東雲国は神話の時代から数えて三千年、皇統の祖がこの国を興おこして二千年の歴史を持つという。人間の世界と同様、こちらにもいくつもの国が存在しており、長い歴史と肥ひ沃よくな大地を誇ほこる東雲国は東で一番の大国なのだそうだ。

　今まで立夏が読んだ本の情報や、山荘で働く者たちに聞いたことから判断すると、東雲国は律りつ令りよう国家で政治の仕組みは平安京によく似ている。服装や暦こよみ、時の計り方もほぼ同じだ。

　帝に「日の御門」や「天子」や「皇すめら尊みこと」など多くの異い称しようがあることも。

　けれども、そこで生きる人や動植物、風ふう俗ぞく、技術などはだいぶん異なっている。

　たとえば、東雲国で流通している書物は製本されたものが主流で巻物は芸術的な贅ぜい沢たく品ひんであったり、冠かんむりや烏え帽ぼ子しは宮中以外では必ずしも被かぶるものではなく、頭部を晒さらすことに特に羞しゆう恥ち心しんがなかったり。女性も常に扇おうぎを持ってはいるものの、顔を隠かくす習慣はないようだ。男子に関しては髪かみ型がたも様々で、髻もとどりを結ゆっていなければならない決まりがあるわけではないらしい。

　また、身分にかかわらず、名を直接呼ぶこともタブーではないようだ。

　東宮は「涼すず翔かけの宮みや紫藤」が正式な名だが、女房たちは「東宮様」や「涼翔の宮様」ではなく意外と気軽に「紫藤様」と口にしている。

　ぱっと見が平安京に似ているぶん、違い和わ感かんを覚えることを数え上げればきりがないが、一番不可解に感じたのは獣人と動物の混在だ。基本的に牛や馬などの有ゆう蹄てい類るいと鳥類は喋しやべらない普ふ通つうの動物らしい。

「とりあえずは、呪禁師のことがもうちょっと詳くわしくわかる本があればいいんだけど……」

　書庫には呪禁師を主人公にした物語なら何冊かあったけれど、その実態について学術的に記したものはなかった。

　あの身投げ男から額の徴を吸い取ってしまったらしい、ということは何となくわかったものの、立夏は自分の身に起こったことをもっと正確に知りたかった。それに、こんなものをつけて教きよう壇だんには立てないので、消す方法も調べたい。

　都へ行けばわかるのかもしれないが、一いち抹まつの不安が拭ぬぐえない。女房たちは東宮の聡明さを絶賛していたが、ならば異界人を元の世界へ戻もどす役目は呪禁師が担うことを知っているはずだ。なのに、どうして「大学寮の博士に調べさせる」と言ったのだろう。こちらの世界の「大学寮の博士」とは様々な分野の知識を所有する賢者たちのことで、定員も特にないようだが、不思議な言い回しに感じられた。

　最初は単なる言い間ま違ちがいかとも思ったが、もしかしたら何か理由があるのだろうか。

　確かめたくても、東宮とは助けてもらった夜以来、遠くからその姿を垣かい間ま見みることすらないまま、もう十日以上が経たっている。

　自分はこの国の身分制度に縛しばられない異界人なのだから、何となく気軽に会える気がしていた。けれども、素す性じようの知れない異界人だからこそ、本来は近づくことなど許されないのかもしれない。あの夜、親しく言葉を交かわせたのはまったくの例外的なことだったのだろうか。

「俺みたいな身分のない異界人じゃ、東宮様に会うのは無理なのかな」

　爪切り鋏ばさみを置き、立夏は篝丸を胸に抱だき上げて呟つぶやく。

　篝丸は仰あおのき、口を開こうとしてやめ、何かに気づいた眼まな差ざしで開け放たれていた妻戸のほうを見た。直後、妻戸から直衣のうし姿で閉じた扇を持つ東宮が入ってきた。

　高い位置で括くくっている髪かみと一緒に、美しい雪ゆき豹ひようの尾おが揺れている。

「そのようなことはないぞ、立夏」

「竜楼様」

　篝丸が立夏の腕うでの中から飛び降り、平へい伏ふくする。立夏も慌あわてて額ぬかずく。

「早くそなたの顔を見たかったが、落ち着くまでは私を目に入れぬほうがよいだろうと思うておっただけだ」

　よく意味がわからず、首を傾かしげた立夏の視界に毛並みのつややかな尾が映る。

　触さわりたい、と反射的に思ったとたん、むくむく膨ふくらみだしたその不敬な欲よく望ぼうを腹底へ仕し舞まいこもうとして、立夏は額を強く床ゆかに擦こすりつけた。

「篝丸。常盤ときわのところへ行くがよい。遅おそくなったが、先日の無花果いちじくの褒ほう美びを用意してある」

　常盤とは、追放された瀬良の代わりにこの山荘を取り仕切っている女房だ。

　篝丸は「ありがとうございます」と礼を言って、部屋を出た。

「息災のようで何よりだ。女房たちの話では、こちらの世界にだいぶん慣れたそうだな、立夏」

　言いながら、東宮は立夏の前に腰こしを下ろす。

「はい、おかげさまで……。あの、先ほどの……、殿でん下かを目に入れないほうがいいと仰おつしやったのは……どういう意味でしょうか？」

「そのままの意味だ。あのような目に遭おうたのだから、獣けもの人びとに近づかれるのを厭いとうておるのではないか？」

「あ、いえ……。特にそのようなことは……」

　牢ろうの中で獣人に襲おそわれたことには、確かに衝しよう撃げきを受けた。改めて思い起こすと鳥とり肌はだが立つ。けれども、ほかにも驚おどろくべきことの連続だったせいで、あの件が特に心の傷になっているということはない。

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、大だい丈じよう夫ぶです。あの夜からずっと篝丸と一緒にいますが、平気ですし」

「篝丸が平気なのは、あれがまだ子供ゆえ、色しき香こうが効かぬからであろう」

　また話が見えなくなった。立夏は思わず顔を上げて問う。

「色香、とは何ですか？」

「誰だれもそなたに教えておらぬのか？」

「はい……。聞いていません」

　そうか、と東とう宮ぐうは微び苦く笑しようする。

「呪じゆ禁ごん師しは獣人にしか嗅かぎとれない香かおりを発しておる。それが色香だ」

　要するに、特定の者にだけ効くフェロモンということだろう。

　牢の中で獣人たちがやたらと「いい匂においだ」と言っていたことを立夏は思い出す。無自覚のうちに、自分もその色香を発していたのだろう。

「呪禁師もまた、獣人を求める強い本能を持ち、獣人から色香を感じ取る。ゆえに呪禁師は獣人とひとたびまみえれば、交わらずにはいられなくなり、呪禁師としての力を失う」

　あの夜、紫藤が牢に投げ入れた球は色香の効力を消す薬剤だったらしい。

「どうして、力を失うのですか？」

「呪禁師は純潔であらねばならないからだ。純潔を失えば、力も消える」

　呪禁師は獣人に触ふれられると理性が保てなくなるため、自制することはできないらしい。そのため、力を保持し、研磨したい呪禁師は獣人から守られる呪禁寮りように入るのだという。

「なるほど……。でも、なぜ、呪禁師は獣人と惹ひかれ合うのですか？」

「異能の人間を増やさぬための天の摂せつ理りと言われている」

　優ゆう雅がな手つきで扇を弄もてあそびながら、東宮は笑う。

「天の神と地へたびたび降りてきていた上代の頃ころは、神が人間と交わることが珍めずらしくなく、半神半人の者も多く存在した。神の血を宿す者は大抵が傲ごう慢まんで、己おのれの持つ能力を用いて好き放題に狼ろう藉ぜきを働いたため、神々はそれに懲こりて必要以上に異能の人間を増やさなくなった、と神話には書かれているな」

「ですが、先日、ちょうど本で読みましたけど、半神半人の呪禁師の英えい雄ゆうもいたんでしょう？　天てん馬まに乗って聖なる剣けんで羅ら刹せつを地底に封ふう印いんした、えぇと……」

　名前を思い出そうとして眉まゆを寄せた立夏に、東宮が「真ま城しろだな」と告げる。

「だが、その話を大学寮の博はか士せたちにすれば、真城の話はただの伝説で、実際は朝ちよう廷てい軍が武力で制圧したのだ、と訂てい正せいされるぞ」

「では、つまり、その真城という呪禁師は実際には存在しなかった、ということですか？」

「おそらくな。一応、真城の作と伝わる刀や玉鏡が皇城の宝ほう物もつ殿でんに収められてはいるが」

「伝説の呪禁師が作った刀や鏡ってどんなものなんですか？　何か、特別なことができたりするんですか？」

　獣人という不思議が息づく世界なのだから、魔ま法ほうの剣や鏡があってもおかしくない。好こう奇き心しんを刺し激げきされて身を乗り出すと、苦笑が返ってきた。

「真城の伝説が作られたのは三千年前で、宝物もその当時のものだ。刀は錆さびついて鞘さやから抜ぬけず、鏡は曇くもって何も映さないと聞いているが、私は実物を見たことがない」

　無数にある宝物になど興味がないということだろうかと思ったけれど、少し違ちがった。

　真城の刀と鏡は五年前に盗ぬすまれてしまったらしい。それも、呪禁師に。

「大学寮の博士らはもちろん、呪禁寮の方士たちも半神半人の呪禁師・真城とは伝説の人物だという見解で一いつ致ちしている。だが、神話や古呪じゆ術じゆつを研究していた呪禁師のひとりが真城は実在したと頑かたくなに主張し、その証明に必要だとかで盗み出したらしい」

「盗まれたまま、まだ見つかっていないんですか？」

「古いだけで、とりたてて重要な宝物というわけでもないからな。羅刹に国を乱されている今、些さ末まつなことに割さける人員はない」

「はあ……。あの、ところで、色香は獣人の子供には効かないと仰いましたが、成人していても殿下のように獣人の血を引いているだけの方もそうなのですか？」

「それは個人差がある。お互たがいにまったく無反応の場合もあれば、反応する場合もある。ただ、反応しても理性を失うほどのものではないし、そなたと私の場合は大丈夫なようだ。いきなりそなたに襲いかかることはないゆえ、安心しろ」

　冗じよう談だんめかした口調を向ける東宮は穏おだやかで鷹おう揚ようだ。威い圧あつ的なところなど少しもない。だから、立夏も気安い気持ちになって問いを重ねる。

「あの、もうひとつ伺うかがいたいことがあるんですが、いいでしょうか？」

「かまわぬ。何だ？」

「殿下は、もしかして呪禁師を避さけておいでですか？」

「なぜ、そう思う？」

「女によう房ぼうの方たちに、異界人を元の世界へ戻すのは呪禁師の仕事だと聞きました。でも、殿下は大学寮の博士に調べさせると仰いましたので、色香が理由で避けていらっしゃるのかと……」

「そういう理由もないではない。羅刹は人の手でも斃たおすことはできるが、完全に地底に封ふうじるにはやはり呪禁師の力が必要だ。ただでさえ、呪禁師はかつてないほどに数を減らしている。今はひとりでも欠けると痛い」

　それに、と東宮はその唇くちびるに淡あわい苦笑を乗せる。

「有り体ていに言えば、呪禁師に借りを作りたくないのだ」

「え……？」

「呪禁寮は実質、我が祖父の右大臣・我来伊沙羅の支配下。呪禁師に借りを作ると言うことは祖父に借りを作るも同然。実を言えば、私は即そく位いしたくない」

　そうと告げた声こわ音ねはとても冗談を言っているようには聞こえなかった。

「……なぜ、ですか？」

「理由は色々あるが、獣人の血を宿す私には皇城は息が詰つまる綺き羅らの殿でん牢ろうでしかない」

　言いながら、東宮は視線をゆっくりと空に漂ただよわせる。

「私の母は、私とは違い、外見は人と変わりなかったが、それでも向けられる目の多くには悪意が籠こもっていた。母はそれに耐たえきれず、心を病やんだ。私は羅刹を討とう伐ばつできたあかつきには、皇こう籍せきを離はなれて自由になりたいと思っている。だから、右大臣に借りを作ることをしたくない」

「……東宮様が皇籍を離れられると、帝が悲しまれるのではありませんか？」

「否定はせぬが、陛下が愛しておられるのは私ではなく、私の中の母の面おも影かげにすぎぬ。私自身には、執しゆう着ちやくをお持ちではない」

　重大なことをあまりにさらりと明かされて、何と答えていいのかわからなかった。

　返す言葉に窮きゆうした立夏を眺ながめやり、東宮は優美に笑えんだ。

「案ずるな。そなたを元の世界へ戻もどす方法は必ず見つける」

　決して偽いつわりではないと直感できる力強い眼まな差ざしを向けられ、立夏は頷く。

「その代わり、こちらにいるあいだは、私の話し相手になってくれ」

「あの、でも、殿下に満足していただけるような気の利きいた話ができる自信はありませんが、それでもいいのでしょうか？」

「かまわぬ。ただ私の話を聞いてくれているだけでよい」

　わかりました、と応じた立夏に、東宮は「では、手始めに、私を名前で呼んでくれ」と求めた。

「え？　お名前で……、ですか？」

「そうだ。皆みな、私のおらぬところでは私の名を呼んでおるのに、乳母めのと子ご以外は、私の前では決して名を呼ばぬ。おかしいであろう？」

　不満げに訴うつたえる雪ゆき豹ひようの東宮は美しくて気高く、けれども少し可愛かわいらしかった。

　きっと、東宮にとって立夏は腹の中に閉じ込めた真実をこっそり吐はき出して捨てる穴代わりなのだろう。あとしばらく経たてばこの世界からいなくなる立夏は、そもそもが霞かすみと変わらない存在なのだ。

　それでも、立夏は東宮が自分に心を開いてくれたことが無む性しように嬉うれしかった。

「立夏。私の名を呼べ」

「……紫藤様」

　東とう宮ぐうの顔に、花が綻ほころぶような笑みが浮うかぶ。

「もう一度だ、立夏」

「紫藤様」

「もう一度」

「紫藤様」

　東宮の要求はとまらずに続き、何だかだんだんと気き恥はずかしくなってきた頃、立夏は今いま更さらながらにはたと気づいた。

　東宮は、呪じゆ禁ごん師しは純潔でなければその力を維い持じできないと言っていた。

　その意味を考えて、立夏は息が詰まりそうになる。

「あ、あの、紫藤様。先ほど、呪禁師は純潔を失うと力を失うと仰おつしやいましたよね？」

　言葉を紡つむいでいるあいだも、風ふ呂ろ場ばで自分を男扱あつかいしなかった女房たちの態度が眼前にちらちらと蘇よみがえり、心しん拍ぱく数すうを跳はね上げた。

「それがどうかしたか？」

「……つまり、それって、呪禁師イコール童どう貞ていってことですよね？」

「いこおるどうていが何のことかわからぬが、呪禁師は純潔と決まっておる」

「じゃあ、じゃあ……」

　立夏は自分の額に不本意に浮かぶ赤い徴しるしを両手で押さえて叫さけんだ。

「これって童貞看板……！」

　絶ぜつ叫きようした瞬しゆん間かん、深い絶望感に襲おそわれて立夏は無様にひっくり返った。

「どうした、立夏。大だい丈じよう夫ぶか？」

　怪け訝げんそうに覗のぞきこまれた顔を両手で覆おおい隠かくし、立夏は恥はずかしさのあまり床ゆかの上を転がった。

　顔から火が出るとはこのことだ。今までも、そしてこれからも、この徴が消えない限り、会う者すべてに自分の最大の秘密がモロバレだなんて──。

　こんな屈くつ辱じよく的な看板を顔の真ん中に出す羽目になったのは、あの男のせいだ。呪禁師なら大丈夫だろうけど、溺おぼれていないだろうか、ちゃんと川から上がっただろうかと心配していたが、そんな感情はもう吹ふき飛んだ。ふつふつと沸わき起こる男への怒いかりと猛もう烈れつな恥ずかしさを抱かかえ、立夏は床の上をごろごろ転がりながら震ふるえた。

「立夏、どこか苦しいのか？　薬くす師しが必要か？」

「……いえ。べつに病気ではありませんので」

　一いつ瞬しゆん迷ってから、立夏は心を開いてくれた東宮に自分も本心を明かす。

「童貞看板が恥ずかしくて、死にそうなだけですから」

「徴を持つ者は純潔な男と決まっておる。何も恥ずかしがることはないぞ、立夏」

「……俺は呪禁師じゃありませんから、恥ずかしいですよ。二十六にもなって童貞なんて」

　転がり疲つかれて起き上がり、立夏は膝ひざを抱える。

「呪禁師ではないそなたに徴が移るなど、本来ならあり得ぬこと。理ことわりから外れることが起こったのには、何か意味があるはず。いずれ、その徴が役に立つときが来るやもしれぬ」

　空が飛べたり、念力が使えたりするような魔法の力も一いつ緒しよにあればともかく、ただの童貞看板が何かの役に立つところなど想像できない。

　そんな不満を涙なみだ目で口にしようとした寸前、東宮の掌てのひらがふわりと頭の上に載のった。

「そう悲観するな、立夏」

　むずかる子をあやす手つきで頭を撫なでられる。甘さを感じるほどのその優やさしさに、不本意に童貞看板を掲かかげさせられたことへの不満と恥ずかしさでいっぱいだった心が凪ないだ。

「はい……」

　心ここ地ちのよい東宮の声をもっと聞きたいと思い、立夏は「あの」と言葉を継ついだ。

「ところで、紫藤様はおいくつなんですか？」

「二十一だ」

　決して老ふけてなどいないし、東宮なのだからそれなりの威い厳げんがあって当然だ。それでも、何となく同年代だろうと思っていただけに、そんなにも歳が離れていたことに驚おどろいた。

「う、噓うそ……」

「噓ではないぞ。歳などごまかして何になる？」

　二十一歳の東宮は、立夏の世界では大学生だ。まだ学生の歳の東宮に童貞であることを慰なぐさめられたことに、激しく赤面する。

　頭の中で恥ずかしさが再び炸さく裂れつし、言葉もなく唇くちびるをわななかせる立夏を見つめ、東宮が笑う。

「そなたは面おも白しろいな、立夏」

　本当にそう思っているようで、東宮の背後で長い尾おが揺ゆれていた。

　五歳も年下の東宮に童貞看板を慰い撫ぶされて恥ずかしい。けれども、それよりあの素す晴ばらしくなめらかな毛並みの尻しつ尾ぽを触さわってみたい。

　恥ずかしい。触ってみたい。触ってみたい。恥ずかしい。頭の中で目まぐるしく交こう錯さくする感情に揺られるうちに、何だか胸が熱くなる。内側からじりじり焦こげてゆくような胸を押さえながら、立夏は東宮の美しい尾を見つめた。







「立夏様。額のお徴のあたりが赤くなっておりますが、虫にでも刺さされましたか？」

　翌朝、配はい膳ぜんを終え、立夏の向かいに座った篝丸が不思議そうに首を傾かしげた。

「……うん、まあ」

　額が赤いのは、童貞看板を消すのは無理でもせめて少しでも薄うすくならないだろうかと、一晩中擦こすっていたせいだ。

　だが、そんなことを、まだ小さな子供なので徴の意味を何も知らない篝丸に話せるはずもない。立夏は笑ってごまかす。

「昨夜は蚊かが妙みようにたくさん出たみたいだ。篝丸は刺されなかった？」

　いいえ、と篝丸はふるふる頭かぶりを振ふる。

「でも、あとで山へ行って、蚊か遣やり草をとってまいりましょう」

「山……。そうだ、篝丸。ご飯がすんだら、本を持って一緒に裏の池へ行ってみよう。今日は天気がいいから、外で勉強すると気持ちがよさそうだろう？」

　はい、と元気よく頷うなずいた篝丸は朝食後、「着き替がえてまいりますので、少しお待ちを」と何やら嬉しげな足取りで自室へ向かった。

　山さん荘そうのすぐ裏手にある小さな池までは、門を出てほんの二分ほど。道もなだらかなので普ふ通つうの服装でいいと思っていたが、篝丸は多少汚よごれてもいいものに着替えるのだろうか。

　そう思ったけれど、戻もどってきた篝丸は真新しい衣装に身を包んでいた。

　それは昨日、紫藤から与あたえられた無花果いちじくの褒ほう美びだ。おそらく、普通は水干にはしない上等の絹を篝丸のサイズに仕立てたものだ。

「それを着て、行くのか？」

「はい。立夏様とお出かけでございますゆえ」

　どこも傷いたんでいないぴかぴかの水干と袴はかまを纏まとい、嬉しそうに言う篝丸は、下ろしたての服を着て遠足に赴おもむく子供のようだった。

　その無む邪じや気きな笑え顔がおを見ていると、立夏も幸せになった。

　厨くりやで用意してもらった昼食用の握にぎり飯めしとおやつの果物、そして書を持ってふたりで山荘を出た。

　木々の緑と草花に囲まれた池のほとりで、今日は東雲国の歴史を学んだ。

　楽しい時間はすぐに過ぎ、西の空がほんのり茜あかね色いろに染まり出す。篝丸が見つけた蚊遣り草と薬草を摘つみ、そろそろ山荘へ戻ろうと腰こしを上げようとした矢先、夕立に降られてしまった。

　幸い、木の下で雨宿りができたし、夕立はすぐにやんだものの、道はすっかりぬかるんでいたため、立夏は山荘まで篝丸を抱だいていくことにした。

「あの、立夏様。ひとりで歩けますゆえ、下ろしてくださいませ」

「駄だ目めだよ。こんな道を歩いたら、せっかく紫藤様にいただいた着物が泥どろんこになるよ」

　足もとの水みず溜たまりを避よけ、立夏は薬草を持つ篝丸に笑いかける。

　最初は遠えん慮りよして縮こまっていたけれど、だんだん寛くつろいできた篝丸の身体からだは山荘に着いた頃ころには立夏の腕うでの中でふんにゃり弛し緩かんしていた。

　通用門を入ったところで、鐡の部下の二に色いろという名の男と行き合った。何やら急いでいる様子だった二色は、ぬかるみに足を取られ派手に転んだ。その拍ひよう子しに足首を捻ひねったのだろう。起き上がれずに蹲うずくまっている。

　鐡たちに好意は持てないが、立夏と篝丸に当たりがきついのは意地が悪いからというよりも、それが彼らの仕事であり、この世界の常識だからだ。

　怪け我がをしていい気味だと思うほど憎にくんではいないので、立夏は篝丸を「ちょっとここで我が慢まんしてな」と狩かり衣ぎぬの懐ふところに入れ、二色を助け起こした。その行動を意外に思ったのか、二色が驚いた表情で口を開いたが、漏れ出たのは苦しげな呻うめき声だった。

「詰つめ所まで送りましょう」

　立夏は二色の腕を肩かたに担かつぐ。

　右大臣の伊沙羅が孫の紫藤を心配して送ってきた、いわば押しかけ警備隊の鐡たちは敷しき地ちの西端にある雑舎で寝ね泊とまりをしている。

「……かたじけない」

　髪かみを無造作に括くくり、無ぶ精しよう髭ひげを生やしている二色は自分よりもずっと年上だろうと思っていたけれど、近くで見た肌はだには張りがあった。案外、歳が近いのかもしれない。

　素す直なおに礼を言ってくれたこともあり、少し親しみが湧わいた。

「思いきり凭もたれてもらって大だい丈じよう夫ぶですよ。俺、優やさ男おとこに見られますが、そう見えるだけで実際は頑がん丈じようなので」

「だろうな。なかなかいい身体をしておられた」

　立夏がこの世界へ来たあの夜、二色は牢ろうにはいなかったが、山で半はん裸らだった姿を見られている。それを思い出したのか、二色は小さく笑う。

「異界人は軟なん弱じやくな者が多いと聞くが、市花殿どのは何か武術の心得がおありか？」

「ええ。幼い頃から剣けんを握っていました」

「ほう。それは、いつかお相手願い──っ」

　患かん部ぶに痛みが走ったらしく、二色が顔をゆがめる。

「あの……、二色様」

　ふいに立夏の懐から篝丸が顔を出す。

「これ、姫ひめ房ふさです。先ほど摘んだばかりの新しん鮮せんなものなので、よく効くはずです。どうぞお使いください」

　炎えん症しようを抑おさえる湿しつ布ぷ薬に使えるらしい姫房を、篝丸はおずおずと差し出す。二色はそれを受け取り、少しばつが悪そうに、それでもはっきりと「礼を言う、篝丸」と口にした。

　立夏以外の人間から礼を言われたのは初めてだったのだろう。篝丸は青い目を丸くして何度かまたたき、小さな声で「どういたしまして」と答えると立夏の懐の中へもぞもぞ引っこんだ。懐から垂れた尻尾が照れくさそうにくるくる揺れている。

　部隊が詰める雑舎へ着くと、鐡たちが剣けん術じゆつの訓練をしていた。

「二色、どうした」

　木刀を持った鐡が怪け訝げんそうな顔で近づいてくる。

「は。常盤様のご用が長くかかり、夕刻の調練に遅おくれてしまうと急いでいたせいでぬかるみに足を取られ、この有様です。誠に面めん目ぼくありません」

　二色は立夏から身を離はなし、頭を下げる。

「そうか。おい、誰だれか、二色を中へ運んでやれ」

　鐡の言葉に駆かけ寄ってきた男が二色を担いで雑舎へ向かう。

「二色が世話になったようで申し訳なかったな、市花殿」

「いえ……」

　鐡の口調はあからさまに口先だけだとわかるものだったけれど、特に不ふ愉ゆ快かいにはならなかった。木刀が激しくぶつかり合う音に懐なつかしさを覚えていたせいだ。

　平安時代の武芸の基本は馬上から弓を射る騎射で、剣術はあまり重視されていなかったが、こちらでは剣もしっかり訓練されているようだ。

　勇ましく響ひびき合う音やかけ声が立夏の血をざわめかせた。

「鐡さん。俺も少し稽けい古こに交ぜてもらってもいいですか？」

　問うと、鐡は一いつ瞬しゆんの間を置いて薄く笑んだ。

「我々は遊びで剣を振り回しているのではない。手加減などいっさいできないが、それでもよければ」

「ええ、かまいません」

　立夏は篝丸を懐から出し、そばの庭木の上に座らせた。

「少し待っていてくれ、篝丸」

「はい……。あの、でも、大丈夫ですか？」

　心配げな篝丸の額を「大丈夫だよ」と撫なでて笑い、立夏は渡わたされた木刀を握る。

　手の中に馴な染じむ重みに高こう揚よう感かんが身体を包む。

「市花殿、お相手を」

　鐡と向かい合い、木刀を構える。山で初めて会った夜はそれどころではなく、わからなかったが、こうして木刀を持って対面すると鐡が相当の使い手であると感じられた。それは鐡も同様のようだった。

　数秒睨にらみ合ったあと、先に動いたのは鐡だった。振り上げられた剣筋を読んで躱かわし、鐡に向けて切っ先を打ちこむ。こちらも躱されたが素す早ばやく身を翻ひるがえして体勢を立て直し、一いち撃げきをさらに送りこむ。今度は捉とらえた鐡の木刀を払はらい落とす。

　久しぶりに身体を思いきり動かした爽そう快かい感かんに、心がすっと軽くなる。

「……お見事だ、市花殿」

　鐡の部下たちが驚きよう愕がくのざわめきを広げるさなか、「あれ、異界のお方」と野菜の入った籠かごを抱かかえた雑ぞう仕し女めののんびりした声が響く。

「こんなところにおいででしたか。東とう宮ぐう様がお呼びだそうで、対たいの屋やの女によう房ぼう様たちがお捜さがしでございますよ」







「昨日はそなたがあまりに愉快であったゆえ、大事なことをうっかり失念してしまった」

　人ひと払ばらいをした自室で扇おおぎ片手に寛ぐ紫藤がそう言って、あでやかに笑む。紫藤は温泉から上がったばかりとかで、長い髪を下ろし、単衣ひとえだけを纏まとっている。

　誰でも目にできるわけではない、東宮がのんびりと憩いこう姿を見せてもらえたことが嬉うれしかったり、童どう貞てい看板を慰なぐさめられたことを思い出したり。

　何だか妙みように胸が熱くなり、立夏は赤面した顔を伏ふせる。

「……どのようなことでしょうか？」

「私の家人が無礼を働いた詫わびを改めてするつもりだったのだ。ただ、私には異界人のそなたが望みそうなものの見当がつかなかったゆえ、訊きくつもりだった。欲しいものがあれば、遠慮せず何でも申すがよい」

　突とつ然ぜん欲しいものを問われて戸と惑まどったが、ふとある考えが脳のう裏りを過よぎる。

「あの……、物ではないのですが、紫藤様にお願いしたいことがふたつあります」

「ふたつ？」

　紫藤の眉まゆが面おも白しろがるふうに軽く持ち上がる。

「はい。ひとつは篝丸のことです。通りすがりの異界人の俺が、こちらの世界の秩ちつ序じよを乱すような干かん渉しようをすべきではないかもしれません。でも、でもどうしても頼たよる者のいない篝丸の行く末が気がかりなんです。だから、篝丸に勉強をさせて、身を立てるチャンス──機会を与あたえてやってもらえませんか」

　お願いします、と立夏は紫藤の前に額ぬかずく。その頭上から笑い声が降ってくる。

「いいだろう。私も篝丸をここへ残していくべきか否いなか、迷うておった。都へ発たつときはそなたと一いつ緒しよにつれて行くことにしよう」

「ありがとうございます」

「それで、もうひとつの望みは何だ？」

「もうひとつは、何というか、あの……すごく殿でん下かに失礼なことかもしれませんが……」

「かまわぬ。申してみよ」

　促うながされ、立夏は頭を上げて言う。

「尻しつ尾ぽを──、殿下の尾おを触さわらせていただけませんか？」

　あの美しくつややかな尾を撫でてみたい。頰ほおずりがしたい。そして、もし可能なら一瞬だけでいいので、マフラーにさせてほしい。

　出会った日からずっと胸の奥に抱えていたそんな願望をわくわくと、けれども控ひかえ目に口にした瞬しゆん間かん、紫藤の表情が目に見えて硬かたくなった。

「……私の尾？」

　確かく認にんする声も硬い。怒おこらせてしまったようだ。

　寛かん容ように接してくれるのでつい調子に乗って本心を晒さらしてしまったが、やはり皇族の身体からだに触ふれるなどとんでもない不敬だったのだろう。立夏は慌あわてて額ずき、詫びる。

「あ、あの……、殿下。申し訳ありません。向こうの世界にも雪ゆき豹ひようはいるんですが、すごく数が少なくて、テレビでしか──あ、テレビって動く絵が入った箱なんですけど、それでしか見たことがなくて、本物の雪豹を知らないんです。それで、いつかは見たいなと思っていたものですから、殿下に初めて会った日に、何というか綺き麗れいな尻尾に一ひと目め惚ぼれしてしまって……。あ、あの、一目惚れって変な意味じゃないんですけど、すごく美しいものに感じられて、触ってみたいと思ってしまって……」

　しどろもどろに立夏は弁解する。

「それで、その……、殿下……。本当に申し訳──」

　ありませんでした、と続けようとした立夏の額が、ふいにふわふわとしたもので軽くはたかれた。額に触れた肌はだ触ざわりのいいものが紫藤の尾だと理解するまで、数秒かかった。

「私の名は殿下ではない」

　座していた畳たたみの上で尾の先をたんたんと不満げに弾はずませながら紫藤が言う。

「昨日言ったはずだ。私のことは名で呼べ、と」

「は、はい……、紫藤様」

　答えた立夏を見つめる目がふと甘くたわむ。

「もう二度と私を殿下などと呼ばぬのであれば、好きなだけ触ってもよいぞ」

「本当……ですか？」

「ああ、本当だ」

　言って、紫藤は立夏に背を向けてごろりと横おう臥がして肘ひじを突つく。

　単衣の腰こしの辺りから長く伸のびる美しい尾の全ぜん貌ぼうをあらわにされ、立夏は興奮した。誘さそうように長い尾が揺ゆれ、昂たかぶる気持ちを煽あおられた。最初は少しずつ指先でそっと触れてみるつもりだったのに、立夏は尾に飛びつき頰ずりをした。

　尾の付け根から先まで、なめらかな毛並みを存分に楽しんだ。そして、一応、紫藤に煩わずらわしげな様子がないことを確かめてから、首に巻いてみた。

　さらさらした毛の感かん触しよくがどうしようもなく心ここ地ちいい。立夏はあとからあとから湧わいてくる笑えみを擦こすりつけるように、首に巻いた尾に顎あご先を埋うずめた。

「何がそれほど嬉しいのだ、そなたは」

「ふわふわでつやつやの感触が堪たまりません。一度触ると、十年分くらい幸せになれる気がします」

「そなたは本当に変わっておるな」

　静かな声で紫藤は笑う。

「そうですか？」

「ああ。私が即そく位いすることを望まぬ者はもちろん、望む者ですら皆みな、心の中では私の中に流れる獣けもの人びとの血を蔑さげすんでおるのに」

「……でも、雪豹は神の使いのとても高貴な獣だと聞きましたが」

「どう言い繕つくろおうと、獣は獣だ。母上でさえ、この耳と尾を厭いとうておられた」

　悲しむでもなく、腹を立てるでもなく、紫藤は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

　即位すれば、この国のすべてを手に入れられる身でありながら、紫藤は決して幸せではない。とても孤こ独どくなのだ。

「──俺は大好きですよ、紫藤様の尻尾」

　もうすぐ消えていなくなる自分の言葉など、何の慰めにもならないかもしれない。そもそも、興奮するあまりほとんど這はいつくばって首に尾を巻きつけたふざけた格好で口にするものでもないだろう。

　けれども、立夏は告げずにはいられなかった。　>>>♥

「ずっと触っていたいくらい、好きですよ」

「ずっとは困る」

　笑った紫藤の尾が、するりと首から外れる。

　反転させた身を起こして胡座あぐらをかいた紫藤が穏おだやかな目を立夏に向ける。

「だが、ここにいるあいだは好きなときに触るとよい」













　それからの一週間ほどは酷ひどく蒸むし暑い日々が続いた。

　思いがけず、紫藤の尾を好きなだけ触る権利を得た立夏は暑気中あたりなどしている暇ひまもなく幸せだった。二十六にもなる男が尾と戯たわむれて顔面を崩ほう壊かいさせる様子が物もの珍めずらしいらしい紫藤も、機き嫌げんがよさそうだ。けれども、山荘の者は皆「これも羅ら刹せつの仕し業わざ」と嘆なげきながら暑さに項うな垂だれていた。

　毛皮の上に服を着ている状態の篝丸などは特にへたっている。夜はとても寝ね苦ぐるしそうにしていたので、氷水を入れた角つの盥だらいを女房たちに用意してもらい、篝丸が寝ねつくまでのあいだ、立夏は毎晩、扇おうぎで冷風を送ってやった。

　紫藤が都へ発つ日が明後日あさつてに迫せまったその夜もいつものように人間クーラーとなり、立夏は扇を振ふっていた。ほかに誰だれもいない部屋なので、寝ね間ま着きを脱ぬいで仰あお向むけに伸びたへそ天猫ねこの格好になった篝丸の寝ね息いきが聞こえ出した頃ころ、ふいに人の気配がした。

　妻戸を開けて紫藤が入ってくる。紫藤は単衣ひとえと袴はかま姿すがたで、琵び琶わに似た楽器を持っていた。

「紫藤様」

「篝丸は随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくな寝方をしておるな」

「こうしてやらないと、暑くて眠ねむれないようなので……。こんな時間にどうかされましたか？」

「私も眠れぬので釣つり殿どので涼すずもうかと。ひとりではつまらぬので、そなたもつき合ってくれ」

　篝丸はもう眠ってしまったので、扇を置いても大だい丈じよう夫ぶだろう。立夏は紫藤とふたりで釣殿に向かった。

　夜咲ざき品種の白い睡すい蓮れんが満開の池の上にある釣殿は、部屋の中よりも少し涼しかった。凜とした睡蓮の香かおりが辺りにうっすらと漂ただよっている。

　高こう欄らんの上に腰こし掛かけた紫藤の足もとに立夏も座る。紫藤が楽器をつま弾びき始める。胡こ箏そうという名のその楽器の音色は琵琶よりも、ウードに近いようだ。エキゾチックでどこかもの悲しく、だがとても美しい音色に立夏は耳を傾かたむけた。

　垂れていた長い尾を胸に抱だき寄せ、その感触と雅みやびやかな音楽を楽しんでいると、ふと紫藤が指の動きをとめた。

「そなたといると愉ゆ快かいであったが、それも明日までか」

　名な残ごり惜おしそうな声が頭上から落ちてくる。

「都に着くと、紫藤様とはもうお目にかかれないのですか？」

「元の世界へ戻もどる方法がわかるまで、そなたには東とう宮ぐう舎に滞たい在ざいしてもらう。だが、私は羅ら刹せつ討とう伐ばつ軍の指揮に当たらねばならぬ。そうそう皇城にいることは敵かなわぬ」

　現在、都の北へ馬で半日ほどの場所にある街の付近に羅刹が多く出しゆつ没ぼつするそうで、紫藤は帝みかどに挨あい拶さつしてすぐ討伐に向かうという。

「私がおらずとも、心配はするな。東宮舎は私の乳母めのと子ごが管理しておるゆえ、そなたに不自由はさせぬ。篝丸にもな」

　元いた世界へ帰りたい。けれども、紫藤や篝丸と別れがたい気持ちも強くある。

　複雑な思いが満ちて曇くもった胸につややかな尾をかき抱いだくと、「立夏」と呼ばれた。

「はい」

　返事をした立夏の顔を、紫藤がまじまじとのぞきこむ。

「昼間も思うたが、何やら額が妙みように……赤くないか？」

　指し摘てきされ、顔に濃こい朱しゆが散る。

「これは……、あの……、擦ったら少しは薄うすくならないかなと思いまして……」

「徴しるしは純潔を失うか、力を奪うばわれるかしない限り、消えることも褪あせることもない。教えたであろう？」

　おかしげに言う紫藤が身体を立夏のほうへ傾ける。距きよ離りが近くなったせいか、紫藤の衣ころもの香りを強く感じた。

　頭の芯しんが甘く痺しびれるような心地のいい香りを。

「徴付きが何歳であろうとこの世界には気にする者などおらぬのに、それほど消したいのか？」

　感じる香かおりが濃くなり、立夏は軽い目め眩まいを覚えた。

「消したいです。俺にとって……童どう貞てい看板はやっぱりすごく恥はずかしいものですし、それに額の真ん中にこんなものをつけたままだと、元の世界に帰れても……、生活できなくなってしまいますから……」

「なぜだ？」

　紫藤が首を傾かしげた拍ひよう子しに長い髪かみが肩かたから流れ落ち、そこからもふわりと芳ほう香こうが散った。

　頭がじわじわ疼うずく。けれども、少しも嫌いやな匂においではない。

　東雲国へ来た夜に初めてこの香りを嗅かいだときは、化学的な刺し激げきがないからかと思ったが、女によう房ぼうたちの香りはやはり苦手に感じる。

　なのにどうして、紫藤から香ってくる匂いはこんなにも甘くて優やさしいのだろう。

「向こうでは……、身体からだに彫ほり物があると色々問題視されるので……。今の職場は確実に解かい雇こされ、ます。あの……、この徴、向こうへ帰る前に消して……もらえるんでしょうか？」

「私には何とも言えぬ。許せ」

「いえ、そんな……」

「そなたがこの国の人間なら武官として取り立て、栄えい華がを与あたえられたものを」

「……武官？」

「そなた、剣けんで鐡を負かしたのであろう？　常盤からそう聞いたが」

　言って、紫藤は微笑ほほえむ。

「鐡の剣を薙なぎ払はらう剛ごう腕わんの持ち主とは、道理で私の尾おを握にぎって離はなさない力が強いはずだ。人は見かけによらぬものだな」

　揶揄からかうように笑った紫藤の指が、立夏の額にそっと触ふれる。

　指はひんやりと冷たかった。なのに、触れられた場所がじんじんと熱くなった。その熱で、頭の中がとろりととろけたような気がした。

　心臓も痛いほどに鼓こ動どうを速めている。

「それにしても、これほど赤くなるまで擦こするとは。擦ったところでどうにもならぬのだから、もう触れるでないぞ」

「──じゃあ、紫藤様が消してくださいませんか？」

　胸を灼やく熱に浮うかされるように口走ってから、立夏ははたと我に返る。

　自分が口にした言葉の意味が──五つも年下の紫藤に純潔を捨てさせてくれとねだってしまったことが、猛もう烈れつな羞しゆう恥ちとなって押し寄せてきた。

　風船が弾はじけたように、火ほ照てっていた肌はだが一気に冷える。色を失って慌あわてる立夏に、紫藤が艶えん然ぜんとした微笑を滴したたらせて言った。

「私がか？　それは吝やぶさかではないが」

「え……」

「だが、前にも申したであろう？　そなたに徴がついたのは、何か意味があることやもしれぬと。それがはっきりするまでは、消すべきではない」

　そう告げて、紫藤は「それに」と静かに言葉を継ついだ。

「私は近々妃きさきを迎むかえる身。どこの誰とも知らぬ相手だが、不義理になることは避さけたい」

「……お妃？」

　そうだ、と憂ゆう鬱うつげに紫藤は息を落とす。

「私は兄上に東宮位を譲ゆずりたい。そのときに子がおれば、後々また争いの火種になるやもしれぬゆえ、妃を娶めとる気はなかったが……」

　祖父の右大臣がある皇族の姫ひめ宮みやの入じゆ内だいを強ごう引いんに決めたそうだ。

　その姫宮のことを、紫藤は何も知らないという。

「……そんな方をお妃にしてもいいのですか？」

「もう帝の勅ちよつ許きよが出たことだ。私にはどうしようもできぬ」

　言いながら、紫藤は楽器の弦げんを指先で弾はじく。

「せめて、そなたのように楽しい者であればよいが」

　こんなにも近くにいて、その尾に──身体の一部に触れているのに、紫藤は途と方ほうもなく遠い存在だ。

　立夏は咄とつ嗟さに胸の中の尾をきつく抱きしめた。

　先ほどの奇き妙みような熱とも羞しゆう恥ち心しんとも違ちがう何かが胸をちりちりと焦こがしていたが、それが何なのか立夏にはわからなかった。

　山さん荘そうを発たつ日の朝、立夏は新しい発見をした。乗馬の経験は一度もないはずなのに、馬に乗れるのだ。どうやら、あの身投げ呪じゆ禁ごん師しから移った能力のようだ。

　最初は、篝丸と乗る牛ぎつ車しやが用意される予定だったが、立夏にも馬が与えられた。そして、太た刀ちも。

「万が一に備えての用心だ。使うことはないであろうがな」

　立夏に太刀を渡わたした紫藤が口にした「万が一」とは、沙霧宮派の刺し客かくのことだ。とは言え、都からはそうした動きは見られないとの報告が来ているそうなので、立夏は狩かり衣ぎぬの懐に篝丸を入れ、初めてなのにそう感じない山下りの乗馬を楽しんだ。篝丸は都へ行けることが嬉うれしくてならない様子で、立夏の懐から垂らした尾をふりふり揺らしている。

　生い茂る木々の葉が杣そま道みちに濃こい影かげを落として涼すずしい。

　都へは、四時間ほどで着くはずだった。

　翠すい微びに潜ひそみ、待ち伏せしていた羅ら刹せつの集団に襲おそわれなければ──。







「立夏様！」

　四方で飛び交かう怒ど号ごうや刀と刀の打だ突とつの音を縫ぬって、篝丸の甲かん高だかい悲鳴が上がる。

　三本角を生やした羅刹の急所に突つき刺さした刀を引き抜ぬいて振ふり向くと、篝丸が赤い肌の羅刹に捕とらえられていた。

　その羅刹は、自身の掌てのひらよりも小さな篝丸を顔の前に摘つまみ上げている。食くらうつもりなのか、大きく口を開けた羅刹を、篝丸が手にしていた小枝で「えいっ、えいっ」と必死に叩たたく。だが、細い枝が鼻先をかすめるだけの攻こう撃げきなど、羅刹は気にもとめていない。

「篝丸！」

　立夏は地面に累るい々るいと転がる羅刹の骸むくろを踏ふみ越こえ、渾こん身しんの力を込めて刀を投げつけた。

　切っ先が羅刹の心臓に命中する。羅刹は断だん末まつ魔まの声を上げて絶命したが、その巨きよ体たいは篝丸を放さないまますぐ後ろの崖がけから川へと落ちた。

　篝丸の放つ細い悲鳴が崖の下へと消えてゆく。

「──篝丸！　篝丸！」

　咄嗟にその方向へ走ろうとした背後で、重い音がした。首を巡めぐらすと、美しい狩かり衣ぎぬを返り血で染めた紫藤の足もとに羅刹が斃たおれていた。

　背後から狙ねらわれたところを助けられたのだと、立夏はぼんやりと理解する。

「気を散ずるな、立夏！　ここで死にたいのか！」

　厳しく叱しつ咤たされ、立夏はすぐそばに落ちていた血まみれの太た刀ちを拾う。人用のものではないどっしりとした作りの柄つかを握って血ち糊のりを払い、前方から襲おそいかかってきた羅刹を斬きった。

　赤、青、緑に紫むらさき。まるで絵の具で染めたかのような色の肌に、角を生やした醜しゆ悪うあくな顔。木立や地表を塗らす血から立ち上る耐たえがたい臭しゆう気き。

　至る所に転がる屍しかばねは羅刹のものだけではない。そこには見知った顔がいくつも交じっている。ほんの少し前まで、立夏を乗せていた馬の姿も。

　嗚咽おえつするのはあとだと懸けん命めいに自分に言い聞かせ、立夏は白はく刃じんを振るった。

「えぇい、何をしておる！　東宮を！　早く東宮を殺すのじゃ！」

　どこかで喚わめき立てている瀬良に、鐡が怒号を返す。

「見下げましたぞ、瀬良様！　このような卑ひ劣れつな裏切りなど！」

「黙だまれ、鐡！　私の忠信を無下にした東宮が悪いのじゃ！」

　羅刹の集団に襲われたのは、山荘を出てしばらく経たった頃ころだった。驚おどろいたことに、羅刹を率いていたのは瀬良だった。紫藤に追放されたことを恨うらんで、寝ね返がえったのだ。

　優に五十人を超こえる羅刹たちに対して、紫藤が従えていたのは立夏を含めても二十人にも満たない数だった。選よりすぐりの精せい鋭えい揃ぞろいとは言え、圧あつ倒とう的な数の差を埋うめることは難しかった。

　山荘を発つ際、太刀を渡されたときには、まさか本当に使う事態になるとは思っていなかった。何の心構えもなかったし、立夏は真しん剣けんの扱あつかいには慣れていても、生き物を斬った経験はもちろんない。

　それでも、躊躇ためらう暇ひまなどなかった。誰だれもが自分の身を守る以外の余よ裕ゆうがない中で、立夏は篝丸を守らねばならなかったからだ。

　何とかそうするだけの技ぎ倆りようがあったことは幸いだった。

　羅刹は痛みに鈍どん感かんで、急所を外せば怒いかりと興奮によって剛ごう力りきが増して厄やつ介かいになる。確実に斃すには心臓か頭を狙うしかない。紫藤のその教えと篝丸のことだけを考えて、立夏は戦った。肉を斬り、骨を断たつ感かん触しよくや血の臭においにぞっとしている場合ではなかった。

　気がつけば味方は半減し、馬はいなくなり、昼でも薄うす暗ぐらい木立の中で斬り合ううちに立夏たちは山道から大きく外れた絶ぜつ壁ぺきへと追い込まれていた。

　そして、篝丸とはぐれてしまっていた。

「私が捧ささげた忠信が気に入らなかったのであれば、あの場で手打ちにすべきだったのだ。己おのれの中ちゆう途と半はん端ぱな慈じ悲ひの愚おろかしさを悔くやむがよい、けだものの東とう宮ぐうよ！」

　向かってくる羅刹の凶きよう刃じんを避けてその胸に突き込んだ剣を抜きながら、立夏はヒステリックに叫さけぶ瀬良の姿を捜さがした。

「あの小生意気な猫ねこ共々、人知れず山で死ね！　まこと、卑いやしいけだものに似合いの死にざまよ！」

　声のする方向へ視線を走らせ、見つけた瀬良に立夏は躍おどりかかった。

「瀬良ぁ！」

　盾たてのように立ちはだかったふたりの羅刹の首を続けざまに刎はね飛ばし、立夏は瀬良目め掛がけて太刀を振り下ろした。怒りに任せた太刀筋すじがわずかにぶれて、瀬良を逃のがした。

「ひいぃ」

　瀬良は後あと退ずさりながら刀を闇やみ雲くもに振り回した。ろくに刀を握ったことがないと丸わかりの手つきだ。立夏は難なく瀬良の刀を薙ぎ払う。

「よくも、こんな真似まねを……っ」

「ま、待て！　待ってくれ！　私の話を聞いてくれ！」

　胸の前で手を激しく擦り合わせ、瀬良は命いのち乞ごいをする。

「わ、私だって、本当はこんなことをしたくなかったんだ！　だが、放ほう逐ちくされて、ひとり惨みじめに都へ戻もどる途と中ちゆうで羅刹に捕らえられたんだ。都には子供がいる。どうしても子供に会いたかったんだ。助かるためには、東宮のことを教えるしかなかった。仕方がなかったんだ！」

　子供に会いたかったと涙なみだながらに訴うつたえる瀬良は、羅刹ではない。自分と同じ人間だ。

　──殺していいのか。

　そんな迷いが生じた瞬しゆん間かん、瀬良が懐ふところから出した短刀を突き出した。

　飛びすさってどうにか躱かわしたものの、バランスが崩くずれて脚あしが縺もつれた。咄嗟に踏ん張ろうとしたところに足場はなかった。

　しまった、と思ったときには、立夏の身体からだは崖から落ちていた。

「立夏！」

　叫んだ紫藤が瀬良を斬ったのが視界の端はしにかすかに見えた。







　身体の節々が痛い。けれども、ふわふわと温かい。

　重い瞼まぶたを押し上げると、月明かりに照らされた獣けものがこちらを覗のぞきこんでいた。宝石めいた輝かがやきを宿す金色の双そう眸ぼうに、花の模様のような黒い斑はん紋もんが散る真っ白の被ひ毛もう。

　つややかな毛先が月光を纏まとって淡あわく輝いているその美しい生き物は雪ゆき豹ひようだ。

　間近にしても恐おそろしいという感情は少しも湧わかなかった。形も色も違うけれど、向けられる眼まな差ざしにはっきりと見覚えがあるからだ。

「……紫藤様」

　ぼんやりとまたたいて、立夏は雪豹の気高い顔に手を伸のばしてそっと触ふれた。

「目が覚めたようだな、立夏」

「……紫藤様、雪豹に変身できるんですね」

「ああ。この姿には滅めつ多たにならぬがな」

「じゃあ、どうして……」

　言いながら視線を揺ゆらして、気づく。

　そこは川岸から少し離はなれた場所の、木の根元だった。立夏は一糸纏わぬ姿で、雪豹と化した紫藤に身体を包まれていた。

　紫藤の体長は二メートル近い。雪豹は肉にく食しよく獣じゆうの中ではそれほど大きくないはずだが、こちらの世界ではそうではないようだ。

「火を焚たくわけにはゆかず、冷え切って意識のないそなたを温めるにはこうするしかなかった」

　近くの木の枝に、紫藤と自分の服が掛けられているのが見えた。

　あの崖から川に落ちた自分を紫藤が救ってくれたのだ。そう理解して、一いつ瞬しゆん湧わきかけた安あん堵どを払はらいのけ、別の感情が突き上げてきた。

「──篝丸！　篝丸は？　篝丸！」

　目を凝こらして辺りを見回しても、周囲にはほかに誰もいない。

「そなたを川から引き上げる以外の余裕はなかった」

「じゃあ、早く捜さがしに行かないと！」

　立ち上がろうとした身体を、大きな脚で押さえつけられる。

「朝まで待て。今行っても、何もできぬ」

　立夏は首を振ふり、のし掛かってくる紫藤を押しやろうともがく。

　羅ら刹せつたちと戦っていたのは昼で、今は夜。かなりの時間が経っている。

「篝丸はあんなに小さいんです！　早く見つけてやらないと死んでしまいます！」

「落ち着け、立夏」

「落ち着いてなんかいられません！　だって、俺のせいです！　俺が篝丸をつれて来たのに……、なのに、守ってやれませんでした！」

　勉強させて、身を立てるチャンスを摑つかませてやりたい。そう考えたのは、篝丸のことを思ってだった。けれども、あの山荘で働いていれば、大きな幸せを摑むことはできなくても、きっとこんな危険な目に遭あわずにすんだ。

　自分の勝手な同情で篝丸の運命を狂くるわせてしまったことへの悔くいが後から後からこみ上げてきて、堪たまらず叫んだ直後だった。

　人の姿に戻った紫藤に強く抱だきしめられ、柔やわらかいものに唇くちびるを塞ふさがれた。続けざまにぬるりとした感触に口こう腔こうを侵おかされる。

　唇を甘あま嚙がみされ、口こう蓋がいを舐なめられ、搦からめ捕とられた舌をきつく吸われる。──これはキスだ。口づけられているのだとわかったとき、紫藤といるといつも感じるあの甘い香かおりが鼻び孔こうを突ついた。紫藤も全ぜん裸らで、しかも川から上がったあとだ。香こうなど纏っているはずなどないのに、どうしてこんな匂においがするのだろうか。

　不思議だった。けれども、そんな疑問は激しい口づけを受けるうちに溶とけてしまった。

　頭の芯しんがじんじんと甘く疼うずいて、何も考えられなくなる。口を塞がれて上手うまく息ができなくて苦しいのに、どうしようもなく気持ちがよくて、肌はだが火ほ照てる。

　立夏は生まれて初めてのキスにただ恍こう惚こつとして、紫藤の逞たくましい腕うでに身をゆだねた。

　やがて、紫藤の唇が静かに離れていった。

「……少しは落ち着いたか、立夏」

　紅潮した立夏の頰ほおをそっと撫なで、紫藤が問う。

「は、い……」

「聞け、立夏。篝丸は強運の持ち主だ。親を失った獣けもの人びとの子は普ふ通つうはそのまま死す運命。だが、篝丸は私の行く手に行き倒だおれた上に、親以上の慈悲を与あたえてくれるそなたと出会った。あの者には神の加護がある。きっと大だい丈じよう夫ぶだ。朝まで待て」

　諭さとす口調で言われて頷うなずいた立夏は、下がった視界に映ったものにぎょっとした。

　いつの間にか、立夏はゆるく勃ぼつ起きしていた。膨ふくらんだペニスが、中途半端な角度で空に突き出ている。

　紫藤のそこに変化はない。けれども、立夏は童どう貞ていであるがゆえに、キスだけでこんなにもあからさまな興奮をしてしまった。それを恥はずかしいと思った気持ちを吸収するかのように、立夏のペニスはまたむくんと反って膨ぼう張ちようした。

　堪らなく恥ずかしい。だが、男同士なのに隠かくすのは、よけいに童貞っぽい反応だろうか。

　こんなときにどう対処するのが正解なのかまるでわからず、立夏は深く狼狽うろたえた。激しく戸と惑まどう心と連動して、勃起がぶるぶるとくねり揺れた。

　あまりの恥ずかしいさまに泣きたくなる。だが、情けない嗚咽おえつを嚙かみ殺すと、その代わりのように先せん端たんの秘ひ裂れつが割れて涙の雫しずくめいた淫いん液えきが糸を引いて滴したたった。

「──あ、あのっ、これは……っ」

　もう耐たえられず、咄とつ嗟さにそこを覆おおい隠そうとした。けれども、そんな間もなく、紫藤に勃起を強く握にぎられた。その衝しよう撃げきで、透とう明めいの蜜みつがにゅぴゅっと細く飛び散る。

「あっ。な、何を……っ」

「このままでは困るであろう？」

　淡く笑えんだ紫藤が、立夏の勃起を扱しごき出す。

　張りつめた肉にく茎けいをぎゅうっと押しつぶされながら擦こすり上げられ、目の眩くらむ快感が全身を駆かけ抜ぬけた。

「ああっ！」

　甘く痺しびれた背が倒れそうになり、反射的に後ろ手を突いた拍ひよう子しで腰こしが高く浮うく。手しゆ淫いんをねだるかのように卑ひ猥わいに迫せり上がった勃起を紫藤がさらに扱く。

「あっ、あっ……」

　とめどなく漏もれ出てくる淫液ごと勃起を上へ下へと擦り潰つぶされる。充じゆう血けつした幹を掌てのひらで揉もまれ、亀き頭とうのくびれを指で引っかかれた。

　にゅちゅう、ぐちゅうと淫いん靡びに粘ねばる水音に、羞しゆう恥ち心しんと快感がない交ぜになった歓かん喜きを増ぞう幅ふくされる。紫藤の手の動きはひどく巧たくみで、立夏はあっけなく達した。

「ああぁっ」

　紫藤の長い指を絡からみつかせたまま、びくびくと跳はね躍おどったペニスが白はく濁だくをまき散らす。

「あ、あ、あ……」

　自分の放った精のにおいが混ざったせいだろうか。感じていた香りが急に強くなった気がした。

　吐と精せいをしたのに肌を火照らす熱は収まるどころか、高こう揚よう感かんがますます膨れあがった。紫藤の手の中のペニスも硬かたさをまだ保っている。

　呼吸をするごとに深くなっていく下か肢しの疼きに戸惑っていたとき、立夏は身体からだの異変に気づく。双そう丘きゆうの割れ目が何だかいやにぬるぬるする。自分の体液が掛かかったにしては、窄すぼまりの奥のほうにまではっきりとしたぬるつきを感じる。

「あ……」

　粘ねん液えきに肌を舐められる感かん触しよくが甘あま痒がゆく、ペニスがまた膨らんだ。

「もう一度、したほうがよさそうだな」

　そう言った紫藤のペニスも猛たけっていた。立夏の放った精液を太い幹に纏わりつかせ、雄お々おしく反り返っている。

　立夏のそれとは比べものにならない長大さを誇ほこる威い容ようと甘い艶つやを帯びた声にぞくぞくして内うち腿ももを戦慄わななかせると、そこから熱いものがとろりと滴ったのを感じた。

「……あ、ま、待って……。俺、身体が……、変です」

　上うわ擦ずる声で告げて紫藤の手を押しやり、自分の手を会え陰いんの奥へ伸のばす。自じ慰いめいた行こう為いを恥ずかしいと思う余よ裕ゆうはなかった。それよりも、身体の異変を確かめたかった。

　指先でそろりとぬるつく表面をまさぐると、襞ひだの奥からじゅわりと新たな蜜が溢あふれ出た。

「え……、どう、して……」

　男なのだからそうなるはずなどないのに、濡ぬれている。慌あわてて指先を少し差し込んで確かめてみると、中はまるで蜜みつ壺つぼのようにぐっしょりと潤うるんでいた。

「少しまずいことになったようだ」

　紫藤が微び苦く笑しようして、立夏の指を後こう孔こうから引き抜く。

「そなたは、私の獣人の血に反応しているようだな」

「反応……？」

「ああ。呪じゆ禁ごん師しは獣人に触ふれると身体が交わる準備を始める」

　このようにな、と立夏の濡れた指を紫藤が舐めた。

　ほんの一いつ瞬しゆん、舌が触れただけなのに、身体が発火したように熱くなる。その熱を吸収したかのように、立夏のペニスはびくんと膨らんだ。

　紫藤の勃起も、昂たかぶりを増している。どっしりとした幹には太い血管が幾いく本も浮き上がり、先端からはしとどに淫液が溢れだしている。

　どこから香るのかわからないあの匂いがまた強くなっている。それを吸いこむと、身体がさらに熱くなった。じくじく疼いて苦しい。激しく飛び跳はねている心臓が痛い。

　欲しい。あれが欲しい、と頭の中で何かが叫さけんでいた。

「散々そなたに尾おを弄もてあそばれても、そなたも私も互たがいに反応することがなかったゆえ、そなたは徴しるしが移っただけで呪禁師のようにはならぬと思うておったが違ちがったようだ」

「……紫藤様も、俺に反応しているんですか？」

　天を衝ついてそそり立つ肉にく杭くいの裏筋を、立夏は撫で上げた。

　そんな大だい胆たんな行動を取る自分が信じられなかったが、何かに操あやつられるように手が勝手に動いた。これが、呪禁師を狂わせるという獣人を求める本能なのだろうか。

「ああ。今まで感じなかったそなたの色しき香こうを感じる……」

　月光を反射して煌きらめく紫藤の目は、文字通り獣のそれになっていた。色は金に変じ、瞳どう孔こうが縦長になっている。

「色香を感じるのは初めてだが、なるほど、抗あらがいがたいものだ」

　唇を啄ついばまれ、力の抜けた身体を押し倒される。

　立夏の脚あしを紫藤が押し広げ、そのあいだに身を進める。ぐっしょりと濡れる窪くぼみに逞しい熱ねつ塊かいが近づいたのを感じて、立夏は足先を震ふるわせた。

「紫藤様……」

「立夏」

　滾たぎる本能と紫藤の声に導かれるように、立夏は腰を浮かせる。脚の広がりに連動して、窄まりもその口を開いて淫液を滴したたらせた。

　自おのずと割れて、内側の媚び肉にくを見せつけるそこへ、熱くて硬いものが宛あてがわれる。

　次の瞬しゆん間かん、ぐちゅうぅと爛らん熟じゆくした果肉が拉ひしやげるような音と共に、凄すさまじい圧力で肉にく環わが引き伸ばされた。初めて体内に他人を受け入れる痛みのせいなのか、紫藤の怒ど張ちようがはらむ熱のせいなのか、肌が灼やけてしまいそうで眉まゆ根ねがきつく寄る。

「ああぁっ」

　笠かさを凶きよう暴ぼうな形に張り出した亀頭の尖せん端たんが窄まりの襞をめりめりと捲めくり上げ、肉の環わをくぐる。だが、侵しん入にゆうは一番太い部分でとまってしまった。中の粘ねん膜まくが未知の異物を恐おそれ、きつく収縮したせいだ。

「……っ、立夏、狭せますぎる。もう少し力を抜けるか？」

「どうやったら、いいのか……、わかり、ません……」　>>>♥

　立夏は首を振ふる。何も知らない肉襞に丸々とした亀頭を咥くわえこまされて、苦しい。そこがたまらなく熱い。けれども、気持ちがいい。脳のう髄ずいが震えるような甘美な痺れが、そこから確かに生まれている。

　全身の血が紫藤を求めて滾っているのがわかる。

「いいから、入れて……、ください」

　突ついて、と譫うわ言ごとのようにこぼした直後、紫藤が荒あら々あらしく腰を進めた。粘膜の収しゆう斂れんを跳ね返し、亀頭がずぼっと隘あい路ろに埋うまる。

　分厚い笠のふちで浅い場所の内ない壁へきを掘ほりえぐられた瞬間、脳のう裏りで火花が弾はじけた。

「ああぁっ」

　目が眩む深い歓喜に襲おそわれて、立夏は激しく腰を躍おどらせる。動きが激しかったせいで、埋まっていた亀頭がぐぽっと抜けた。

　ぐうっと引き伸ばされた肉環が内側から大きく捲れ上がった尖とがった衝撃に、立夏は射精した。

「あ、あ、あ、……」

　びゅっ、びゅっ、びゅっと間かん歇けつ的に精を散らす腰が、びくんびくんと跳ねる。全身を息苦しいほどの快感に包まれて、我知らず涙なみだがこぼれた。

「立夏、許せ。悪かった」

　立夏を抱だき起こした紫藤は、どこか慌てたふうだ。金色だった目も、人のものに戻もどっている。

　何を詫わびられているのかわからず、立夏はまたたく。

「そなたを愛いとおしいと思う気持ちが抑おさえられなかった。許せ……」

　愛おしいと思う気持ち──。告げられた言葉の意味を考え、立夏は胸を高鳴らせた。

「あの、それって……」

「初めて会ったときから愉ゆ快かいな者だと思うておったが、私はいつの間にかそなたに心を囚とらわれていたようだ」

　淡あわく笑んで、紫藤は立夏の頰ほおを撫なでる。

「そなたがこちらの世界の者ならば、無理やりにでも私の妃きさきにするものを」

　それが決して戯たわむれの告白ではないとわかる声こわ音ねが嬉うれしかった。

　どうしようもなく嬉しいと思い、気づく。紫藤のそばにいることがこんなにも心ここ地ちよい理由を。──自分も、紫藤が好きなのだと。

　告白をされたのも、人を好きになったのも初めてのことだ。初めて知った恋こいの喜びに舞まい上がりかけた心を、理性が冷たく刺さした。

　想おもい合っていても、自分たちに幸せな未来はない。都へ到とう着ちやくすれば、紫藤はどこかの姫ひめ宮みやを妃に迎むかえ、自分は元の世界へ戻るのだから。

　この初はつ恋こいは夢と消えてしまう。男の自分を妃にしたい、と言ってくれた紫藤の睦むつ言ごとも。

「……俺、男だから、妃にはなれませんよ？」

「そんなことはない。もちろん多くはないが、過去に何人か男の妃が立ったことがある」

「え……。そうなんですか？」

　元の世界へ戻っても、家族もおらず、職場では簡単に換かえのきく駒こまでしかない。誰だれにも必要とされていないあちら側で生きる意味は特にない。

　──いっそ、ここに残ろうか。

　ふと湧わいた愚おろかな考えを、立夏は首を振って振り払はらう。必要とされない世界から逃にげるためにこちらに残るなど、誤った選せん択たくだ。そもそも、紫藤も立夏が残ることを望んではいない口ぶりだった。

　気を落ち着かせるために息を吸いこんで、ふとあることを思い出す。

「あの、額の徴、消えてますよね？」

　いや、と紫藤は淡い笑えみを静かに湛たたえる。

「どうして……」

　変則的なかたちで移ってしまった徴は、法則に従っても消えないのだろうか。

　あるいは、自分が呪禁師ではなく、紫藤も純じゆん粋すいな獣けもの人びとではないことが関係しているのだろうか。呪禁師と獣人ならば交わりたい欲よつ求きゆうを理性で制することはできないはずなのに、自分たちはそうではないようだ。

　いずれにせよ、このままでは向こうへ戻っても失業してしまう、と焦あせった立夏に、紫藤が「そなたはまだ純潔を失ってないからだ」と告げる。

「でも、紫藤様のものが俺の……」

　中に入りました、とはっきり言葉にできず口ごもると、紫藤が笑った。

「呪禁師の純潔が失われるのは、魔ま羅らのすべてを埋うめるか埋められるかしたときだけだ」

　呪禁師にも性せい欲よくを持つ者はいる。そのために、純潔が失われる境界線がちゃんと調べられているらしい。

「じゃあ、全部入れてください」

　今度は自分が紫藤を押し倒たおして告げる。

「徴は今、紫藤様に消してほしいです」

　初めて好きになった人だから、と吐と露ろしかけた気持ちを、立夏は寸前で吞のみこむ。

　愛おしんでくれる心に偽いつわりはなくても、紫藤は立夏をこの世界に留め置く気はない。しかも、もうすぐ妃を迎える身だ。本気の告白をしても、きっと困らせるだけだ。

　ならば、身体からだだけでいい。一度だけでいい。せめて紫藤との思い出がほしかった。

　そのチャンスは今しかないのだから、時間を無む駄だにしたくなかった。羞しゆう恥ち心しんをかなぐり捨てて、まだ硬かたいままの紫藤の勃ぼつ起きを握にぎってねだると、いつの間にか薄うすくなっていたあの匂においがまた強く香かおった。

　吸いこんだとたん、細さい胞ぼうがざわめいて肌はだが火ほ照てり、立夏のペニスはまた硬こう度どを持った。その熱に浮うかされるようにして、紫藤の腰こしを跨またごうとした。だが、身を起こした紫藤に抱きとめられる。

「駄だ目めだ、立夏。移るはずのない徴がそなたに移った理由がわかるまでは、そなたを抱だくことはできぬ」

「でも、俺は紫藤様としたいです」

　充じゆう血けつしたペニスを、紫藤のそれに擦こすりつけて誘さそう。

　紫藤は困ったように笑んで立夏を立たせると、目の前の木に手を突くように言った。

「脚あしを閉じよ」

　その通りの体勢になると、背後に立った紫藤に腰の両りよう脇わきを押さえられた。あ、と思ったときには、閉じた脚のあいだを剛ごう直ちよくで穿うがたれていた。

　肉の杭くいの切っ先が、立夏の陰いん囊のうをどすりと突き潰つぶす。全身に響ひびいた強い快感に嬌きよう声せいを散らすと、分厚い亀き頭とう冠かんで会え陰いんを深くえぐりながら後退した熱ねつ塊かいがまたずんと前進して、痙けい攣れんする陰囊を弾はじき飛ばす。

「あっ、あっ！」

　肌を灼く抜ぬき差しは荒々しい。手をしっかり木に突っ張らせていても、身体が大きく揺ゆさぶられてしまう。身体と一いつ緒しよにペニスと陰囊も激しく揺れ回る。

　凄まじい勢いで前後に動く太い漲みなぎりは、立夏に大きな悦えつ楽らくをもたらした。けれども、望んでいるものはそれではない。

「あ、あ、あ……、紫藤様……」

　湧き出る快感と切なさに戦慄わななく腿もものあいだで律動する紫藤が、いきなりぐぐっと膨ぼう張ちようして容積と形を猛たけらせる。ぐぼっと伸のびてきた先せん端たんに陰囊の付け根を突き刺され、立夏は射精した。

「ひ、あ、ぁぁ……」

　脳髄を痺しびれさせる極きわまりの感覚に背をしならせたとき、紫藤も粘ねん液えきを噴ふん出しゆつさせた。ふたりぶんの精液が、地面にぼたぼたと落ちて溜たまりを作る。

「立夏……」

　首筋を優やさしく撫でられ振ふり向くと、口づけられた。

「んっ、ふ……」

「立夏。私はそなたを愛おしいと思う。だから、そなたのためになるのかわからぬことを軽々にできぬ。今はこれで堪こらえてくれ」

　胸の奥でうねる切なさを抑えつけ、立夏は黙だまって頷うなずいた。







　寄り添そって眠ねむった夜が明けた。火は起こさず、見つけた木の実を朝食にして、篝丸の痕こん跡せきを探して下流へ向かって歩く。

「昨夜、俺が川に落ちたあと、どうなったんですか？」

「わからぬ。私も瀬良を斬きってすぐ、そなたを追ったゆえ」

「……瀬良さんの子供、どうなるんでしょう？」

　立夏も瀬良に殺意を抱いだいた。けれど、その子供に罪はない。これからの生活を案じて小さくこぼすと、紫藤が淡く笑った。

「そなたは人がよいの。瀬良に子供などおらぬ」

　あの懇こん願がんが噓うそだったとわかり、腹は立ったが、だからと言って死んで清々したとも思えず、複雑な気持ちで立夏は息をつく。

「篝丸も皆みんなも、無事だといいですね……」

　そうだな、と紫藤が返した声に、茂しげみが蠢うごめくかすかな音が重なった。反射的に抜ばつ刀とうし、紫藤と背中合わせになって周囲に視線を走らせる。

　木の陰から鹿しかが現れて、立夏たちに驚おどろいて逃げていく。

「不思議なものだな」

　紫藤が太た刀ちを収めながら苦笑を漏もらす。

「最初はそなたに殺されてもいいつもりでおったはずが、このように心を繫つなげる関係になるとはな」

「……え？」

　耳に届いた言葉の意味がすぐには把は握あくできず、立夏は首を傾かしげた。

「私の母上が心を病やんでおられたことは話したであろう？」

「はい……」

「獣人の血を引くことを蔑さげすまれて心を病んだ母上は、私を即そく位いさせ、国こく母もとして権力を手中にすることを望んだ。おそらくは、母上を辱はずかしめた貴族たちに復ふく讐しゆうするために……。そして、養父である右大臣と謀はかり、私の異母兄弟たちを殺あやめていった。巧こう妙みように事故や病に見せかけて」

　その中には、五つにも満たない異母弟もいたそうだ。

「ほかの兄弟たちとは交流はなかったが、あの者はなぜか私に懐なついて、よく私のあとについてきた。親鳥を追う雛ひなのように」

　紫藤の声は優しい。その弟宮を深く慈いつくしんでいたのだろう。

「母上は貴族たちに疎うとまれていたが、母上もまた私を疎んじられた。だから、私は母上にあまり近寄ることもなく、異変に気づけなかった。私がもう少し早く気づいていれば、あの幼い命が消えることもなかったはず」

　静かに歩む紫藤の声こわ音ねは淡たん々たんとしていた。けれども、そこに湛えられている深い後こう悔かいを立夏ははっきりと感じた。

「血を分けた兄弟たちの骸むくろの上に築かれた玉座など、私は望まぬ。沙霧宮の刺し客かくの手に掛かかっても、羅ら刹せつに斃されても、それは無む垢くな命を守れなかった私に天が下す報むくいだ」

　まるで、罰ばつせられることを望んでいるかのような声だった。

　紫藤が東とう宮ぐうでありながら羅ら刹せつ討とう伐ばつ軍の指揮を自ら執とるのも、正体の不確かな自分をそばに置いたのも、天の鉄てつ槌ついを進んで受けようとしているためなのだろうか。

「……紫藤様は、もし皇こう籍せきを離はなれられたら、どうされるおつもりですか？」

「翡ひ翠すいを──異母弟おとうとを弔とむらって、誰だれも来ぬ山奥で静かに過ごしたい」

　命を絶つつもりではないことに立夏はほっとした。

　けれども同時に、紫藤の抱かかえる孤こ独どくの大きさに胸が痛くなった。

　綺き羅らの殿でん牢ろうと呼んだ皇城を離れ、山奥に籠こもることを望む紫藤には、きっと本当に心を許せる者がいないのだろう。誰ひとりとして。

　この孤独な東宮の支えに自分がなれればいいのに、と強く思ったときだった。

　遠くから男の声が聞こえた。ひとり、ふたりではなく、もっと大勢いる。澄すました耳には、刀同士がぶつかる硬い金属音も届く。

　紫藤と視線を合わせて頷き、声のする方へ走り出す。

　数分走った先で、鐡たちが羅刹と戦っていた。一いつ旦たん立ち止まり、状じよう況きようを確かく認にんする。鐡たちは十人ほど。昨夜の人数とおそらく変わっていない。だが、羅刹らは三十人ほどに減っていた。

「立夏。篝丸だ」

　紫藤の視線が示す方向に、篝丸はいた。怒ど号ごうを発して刀を振ふるう二色の背中に括くくりつけられている。篝丸は二色のもうひとつの目となり、背後の様子を叫さけんで伝えている。

　二色が助けてくれたらしい篝丸が元気なことを確かめ、立夏は大きく安あん堵どの息を落とす。

「立夏、行くぞ」

　紫藤が刀を抜く。

「はい、紫藤様」

　立夏も抜刀し、紫藤と走り出る。

「おおぉ！　けだものの東宮じゃ！」

「東宮の首を取れ！」

　気づいた羅刹たちが、一いつ斉せいに向かってくる。

　飛びかかってきた羅刹が振り下ろした刀を立夏は薙なぎ払はらい、胸を狙ねらって切っ先を突つき出す。狙いはわずかに外れて、刀は羅刹の脇わき腹ばらを斬った。直後、羅刹の身体が風に吹ふかれる砂が崩くずれるように霧む散さんする。

　立夏は啞あ然ぜんとした。けれど、目の前の光景を不思議に思う間もなく襲おそいかかってきた羅刹を斬り突くと、その羅刹も立夏の手に肉を断たつ重い感かん触しよくだけを残して消え去った。

「方ほう士しじゃ！　方士がおるぞ！」

　狼狽うろたえたように叫びはじめた羅刹たちが次々に地中に飛び込み、姿を消した。







　東宮舎の庭はたくさんの花で溢あふれていた。色とりどりに咲さき誇ほこる美しい花々。陽光を弾いて瑞みず々みずしく輝かがやく木々の緑。睡すい蓮れんのあいだを縫ぬって水鳥が遊ぶ池。

　ここからそう遠くない場所で多くの血が流れていることなど想像もさせない眩まぶしい夏の盛りの景色だ。与あたえられた部屋の前で目を細めた立夏は周りに誰もいないことを確かめてから、飛び上がってみた。

　身体からだは重力に逆らうことなく、すとんと簀すの子この上に落ちる。

「やっぱり、駄だ目めか……」

　立夏は小さく呟つぶやき、欄らん干かんに凭もたれて座る。

　羅刹の身体を霧散させるのは、呪じゆ禁ごん師しの力のひとつだという。童どう貞てい看板を掲かかげて色しき香こうを発し、性的アピールをするだけだった身体が、何らかの理由で呪禁師としての能力を目覚めさせたのかと最初は思った。紫藤や鐡たちもそう考えたようだった。

　だが、立夏は飛行や変へん化げといった術を何も使えなかった。もう一度、羅刹で試ためしてみるというわけにもいかず、結局あの時に発揮できた力がその場限りのものだったのかどうかも確かめられないままだ。

　自分の身体がどうなってしまったのかわからないもどかしさに、細く息をついたときだった。

「立夏様！」

　教書を抱えた篝丸がちょこちょこと走り寄ってくる。

「ただいま戻もどりました」

「お帰り。今日はどんな勉強をしたんだ？」

　篝丸の頭を撫なでながら立夏は問う。

「詩を習いました。難しい漢字ばかりでございましたが、ちゃんと覚えました！」

「じゃあ、聞かせてくれるか？」

「はい！」

　誇らしげに頷いて篝丸が諳そらんじた詩は、漢詩に似たものだった。

　都に到とう着ちやくして半月あまり。紫藤は到着したその日のうちに羅刹の討とう伐ばつに向かった。

　東雲国の都は、青せい鱗りん川の河口に作られた巨大な街だ。青鱗川では、東雲国の富の源泉のひとつとなっている青い天然ガラスが採れる。元々はその採掘管理のための役所だった青鱗城に、紫藤は陣を構えているそうだ。

　立夏は篝丸と東宮舎に残された。大学寮りようの博はか士せらが、元の世界へ戻る方法を調べてくれているとのことなので、連れん絡らくを待つようにと告げられて。

　方法がわかれば、大学寮から使いがあるらしい。しかし、半月経たっても何の音おと沙さ汰たもない。夏休みもあと二週間ほどで終わってしまうので、このままただ待っているだけの日々に焦あせりを覚えないと言えば噓になる。

　だが、今は元の世界へ戻ることよりも、戦場にいる紫藤の安否のほうに心が向いている。

　できることなら、あちらへ帰る前にもう一度紫藤に会いたい。

　自分を愛いとおしいと言ってくれた初めての恋こいの相手の顔をもう一度見たい。

　どうせなら、童貞看板ではなく、飛行能力が移ってくれればよかったのに。そうすれば、もし突とつ然ぜん帰る日が訪おとずれたとしても、紫藤に別れを告げに行くことができたのに。

　そんなことを思ってつきかけた恋しさのため息を吞のみ込み、立夏は詩の暗あん誦しようを終えた篝丸を抱だき上げる。

「すごく上手だったぞ、篝丸」

　立夏は篝丸に頰ほおずりをして褒ほめる。

　山さん荘そうでは場ば所しよ柄がらか、皿数は多かったものの精しよう進じん料理のような質素な食事ばかりだった。けれども、ここでの食事には肉や魚や卵などのタンパク質がふんだんに使われている。

　すっかり毛づやがよくなった篝丸を撫でながら、立夏は部屋に入る。

　東とう宮ぐう舎では篝丸も立夏と同じ部屋で寝ね起おきしている。紫藤の計らいで、篝丸には教師もつけてもらえた。大学寮から派は遣けんされた文もん章じよう博士はかせが篝丸に個人教授をおこなっているのだ。

　やっかむ声や獣けもの人びとを厭いとう目はもちろんある。けれども、山荘で紫藤から贈おくられた上等の衣ころもを纏まとい、毎日勉学に励はげむ篝丸はへこたれることなく、楽しそうだ。その姿を見ていると、将来、篝丸はきっと立派に身を立てられるだろうと確信でき、立夏は安堵する思いだった。

「さっき、お菓か子しをもらったんだ。おやつに食べよう」

「はい、立夏様」

　会って間もない頃ころとは違ちがい、最近は人目がなければ篝丸は立夏が抱くと、ぴたりと身を寄せてくる。そのさまが立夏は可愛かわいくて仕方がない。こうして共に過ごせるのも残りわずかだろうから、可愛がり方にもついつい力が入ってしまう。

　女によう房ぼうたちから美味おいしいものをもらえば、自分より先に篝丸に食べさせずにはいられない。

　立夏は座って膝ひざの上に篝丸を乗せる。とすんともたれてきた篝丸に、瑠る璃り製の高たか坏つきから砂糖菓子を取って渡わたす。

「いただきます。──あ、立夏様。お聞きになりましたか、竜楼様のこと」

　砂糖菓子を頰ほお張ばりながら、篝丸が仰あおのいて立夏を見る。

「還かん御ぎよなされたそうですよ。先生がそう仰おつしやっていました」

「戻られたのか？」

「はい、今朝方。でも、陛下にご挨あい拶さつをされたあと、兵ひよう部ぶ省しようにずっと詰つめておられるとか。先生は、もしかしたら羅刹との大きな戦いくさが起こるかもしれないと仰っていました」

　篝丸は心配そうに三角耳を垂らして言う。

「……あの、立夏様。私に剣けんを教えていただけませんか？」

「剣を？」

「はい。私は竜楼様に拾っていただき、命を救われました。そのご恩返しとして、一いつ所しよ懸けん命めい勉学に励み、剣の腕うでを磨みがき、竜楼様をお守りする近この衛えとなりとうございます」







　朝と夜に剣の稽けい古こをつける約束を交かわしたあと、篝丸は午後の授業に出かけた。ひとりになった立夏は何だかそわそわしてしまい、部屋を出て、目的もなく舎しや殿でんの中を歩いた。

　そうしていると、紫藤に会えるかもしれないと思ったのだ。山荘でのように、紫藤は時間ができれば召めしてくれるだろうけれど、じっと待ってはいられなかった。

　時折、すれ違う女房たちが恭うやうやしく立夏に頭を下げる。皇城の中の北に位置する東宮舎には、山荘よりも人ひと影かげが少ない。紫藤の希望で仕える者を少なくしているのだという。

「あら、立夏様。どちらへ？」

　廊ろう下かで行きあった高位の女房たちのひとりが尋たずねてくる。

　べつに閉じこめられているわけではないけれども、立夏は東宮舎から出られない。

　どのような種類の寵ちよう愛あいであれ、帝みかどや東宮に目を掛かけられる者は嫉そねみの対象にされたり、宮中の謀はかりごとに巻きこまれたりする。それを心配した紫藤は、立夏のことを必要最小限の者にしか伝えていないようだ。そして、立夏は、東宮舎から出ないようにと忠告も受けている。

　女房たちもそれを知っている。退たい屈くつに飽あきて脱だつ走そうするとでも思われたのか、険しく光る目を向けられ、立夏は苦く笑しようを漏もらす。

「ただの散歩です。部屋でじっとしていると、身体がなまってしまいますので」

「では、私たちの局つぼねで異界のお話を聞かせてくださいな」

　返事をする前に局へ引き入れられてしまう。わらわらと寄ってきたたくさんの女房たちに質しつ問もん攻ぜめにされる。女房たちもかなり退屈していたようだ。

「あら。その扇おうぎの模様、紫し紺こん蘭らん花か？」

「そうよ。やっと手に入ったの」

　しばらく経った頃、女房たちの輪の中でそんな話が始まった。

　問われた女房が何やら自じ慢まんげに見せつけるような動作で扇をゆっくりと揺ゆらす。

「なあに、紫紺蘭花って」

「いやだ、知らないの？　紫紺蘭花は夕ゆう星づつの姫ひめ宮みやが大陸から取り寄せられた花よ。兵ひよう部ぶ卿きようの宮様のお屋や敷しきは今、紫紺蘭花が満開で、都中でこの蘭の柄がらが流行はやっているのに」

　兵部卿の宮の娘むすめ・夕星の姫宮は、もうすぐ紫藤の妃きさきとして入じゆ内だいする。

　歳は十八。とても美しく、楽の才に溢れた姫宮だという。公式な発表はまだなされていないものの、入内の噂うわさはすっかり都中に広がり、夕星の姫宮はすっかり時の人らしい。彼女の身につけた物や使った物、好む物が都では大流行しているそうだ。

　東宮舎で過ごすこの半月のあいだに、そうした話を女房たちから幾いく度ども聞いた。そのつど、立夏の心は乱れた。

　紫藤と愛し合っているのは自分なのにと嫉しつ妬として、けれどもすぐに惨みじめになる。

　紫藤は自分にこちらへ残れとは求めてくれなかった。紫藤にとって、自分はやがては消えていなくなる通りすがりの異い邦ほう人じんでしかない。身体からだを繫つなげかけたあの夜、自分を愛おしんでくれた気持ちに偽いつわりはないはずだ。だが、それは、立夏がこの世界から消えるときに一いつ緒しよに消えてしまううたかたの恋なのかもしれない。

　悪い評判は何も聞こえてこない夕星の姫宮は紫藤と同じ東雲の住人で、歳も近い。夕星の姫宮が心優やさしい姫宮ならば、紫藤はいつか自分のことを忘れて彼女を愛するようになるかもしれない。

　たぶん、自分はこの初めての恋をいつまでも忘れられないだろうけど──。

　そんなことを考えているうちに、濁にごった水が溜たまっていくように胸が重くなった。紫藤の還御を知り、弾はずんでいたはずの心が冷えて暗くなってゆく。

「立夏様、どうかなさいましたか？」

「いえ……。あの、俺の国では男女が身を固めるときには式を挙げるんですが、こちらでも？」

「ええ、もちろんですわ。七夜に渡って華か燭しよくの典てんが催もよおされます」

「最近に催されたのは、紫藤様のお母上であられた秋麗皇后が入内なされたとき。私の母によると、それはそれは煌きらびやかな華燭の典だったそうですわ」

「紫藤様と夕星の姫宮のお式も、きっと豪ごう華かでしょうね。楽しみですわ！」

「……へえ。俺も、見てみたいですね」

　顔が歪ゆがみそうになるのを堪こらえて、立夏は笑った。そして、ふと思った。もし、紫藤の結けつ婚こん式を目にすれば、この儚はかない夢のような恋を終わらせる踏ふん切りをつけられるだろうかと。

「夕星の姫宮はいつ入内されるのですか？」

「本当はもうなさっているはずでしたけれど、紫藤様がお怪け我がをなされたことで延期されたまま、まだ具体的な日取りが決まっていませんの。夕星の姫宮も兵部卿の宮様も気を揉もんでおられるでしょうね」

「でも、右大臣様が大だい膳ぜん職しきや縫ぬい殿どの寮りようの長官を頻ひん繁ぱんに召して、ご準備を進められている様子ですから、きっと近々のことでしょうけれど」

「そうですわね。ここ最近、人口に膾かい炙しやするのは暗い話ばかりですから、その日が待ち遠しいですわ」







　その日はいくら待っても、紫藤から声が掛かることはなかった。

　紫藤の還御を知ったときには、当然のようにすぐに召されるものだと思ってしまった。けれども、よく考えてみれば、療りよう養ようのために滞たい在ざいしていた山荘とは違い、ここでは紫藤は東宮として果たさねばならない役目がある。立夏のために割さく時間はなかなか取れないだろう。

　理性ではそうわかっていても、夕星の姫宮の入内が近いと知り沈しずんだ心は紫藤を恋しがり、暗く濁るばかりで、篝丸が唯ゆい一いつの慰なぐさめとなった。

　篝丸は東宮舎に入った日に初めて口にして以来、すっかり鯛たいの虜とりこになっている。そして、今日の夕食のメインは鯛だった。やんわり注意はしたものの、初めての剣けん術じゆつの稽古でたくさん身体を動かしたあとだったこともあってか、あまりにもりもり食べ過ぎ、大きく膨ふくれた腹の重みでひっくり返ったまま動けなくなってしまった。そして、そのままうとうとしはじめた。

　しっかりしているようで、こういうところはまだまだいとけない仔こ猫ねこだ。その微笑ほほえましい姿に、ささくれた心がじんわり凪ないだ。

　立夏は膳を下げてもらい、篝丸を寝しん台だいへ運んだ。今夜も蒸むし暑い。着こんでいた水干を脱ぬがせて、満足そうな寝ね息いきを立てる篝丸を扇であおぐ。

　そうしてどのくらいの時間が経たった頃だろうか。ふいに立夏を呼ぶ女房の声がした。

「立夏様、まだ起きておいでですか？」

「はい、起きてます」

　返事をすると、ひとりの女房が部屋に入ってきた。仙せん川かわという名の、紫藤の乳母めのと子ごだ。

「紫藤様がお呼びでございます」

　そのまま部屋を飛び出ようとした背後から「立夏様、お召し替かえを」と制される。山さん荘そうでは自由に行動できたけれど、ここは宮中だ。東とう宮ぐうである紫藤と会うには正装でなければならないと注意をされたのかと思った。だが、仙川に着せられたのは袍ほうや直衣のうしではなく、単衣ひとえと袴はかまの上に青と銀の衣ころもを羽織らされただけだった。

　なぜか髪かみまで整えられて、仙川に案内されたのは大きな机と椅い子すが置かれている執しつ務む室のような部屋で、髪を下ろした夜着姿の紫藤が何かの書類を読んでいた。

　紫藤は立夏を見て目を細め、仙川に下がるように命じた。

　半月ぶりに顔を合わせるせいか、ふたりきりになったとたん、心臓が早はや鐘がねを打ち出した。

「……お、お帰り、なさい。ご無事で、よかったです」

　紫藤は穏おだやかな顔で鷹おう揚ように頷うなずく。

「そなたも変わりないか？」

「はい、おかげさまで」

　そうか、と紫藤が浮うかべた笑えみは高こう雅がで、吸いこまれそうに澄すんでいた。帝てい位いを望んでいなくとも、まさに万ばん乗じようの君となるに相応ふさわしい風格だ。

　まだ二十一の年若さを少しも感じさせない鮮せん烈れつなまでの優ゆう艶えんさに眩まぶしさを覚え、立夏は目を細めた。

「だが、こうもまるで変わりがないのも考えものだな。ここへ戻もどってくるときには、そなたはもうこの世にはおらぬやもしれぬ覚かく悟ごをしていたが、大学寮りようの者たちも案外頼たよりない」

　紫藤は苦笑して、立夏を元の世界へ戻す方法がまだ見つからないことを告げた。

「半月も待たせて悪かったが、どうやらまだしばしここに留とどまってもらわねばならぬようだ」

「はい」

　嬉うれしいような、辛つらいような、複雑な気持ちで立夏は頷く。

「あまり長くそなたをここに置いておくわけにはいかなくなったゆえ、私も早く何とかしたいものだが……」

　机の隅すみに置かれていた扇を手にして、紫藤が思案げに呟つぶやく。

　心を通わせる前なら、右大臣に借りを作りたくないという紫藤の心情を知っていても、だったら呪じゆ禁ごん師しに頼たのんでほしいと必死に懇こん願がんしただろう。元の世界へ帰りたい自分の気持ちだけを優先して。

　今はそうは思わない代わりに、べつの気持ちが胸を占しめている。

「夕星の姫ひめ宮みやとのお式の日が決まったから……、ですか？」

　立夏の存在を知るこの殿でん舎しやの女によう房ぼうたちは、立夏のことを単なる滞在客だと思っている。実際にはそうではないが、だからと言って正式な愛人でもない。たとえ肉体関係があったとしても、身分のない異界人では、関係を公おおやけにすることができない。

　きっと、夕星の姫宮にも隠かくしておくしかないことだろう。

　そんな曖あい昧まいな立場の立夏を、右大臣が準備を進めていたという夕星の姫宮の入内の日が決定したことで、東宮舎には置いておけないと紫藤は考えたのだろうか。

　それはとても誠実で健全なことだ。紫藤は東宮なのだから、秘密の愛人を囲っていても許される。なのに、そうしないのは紫藤の真しん摯しさの証あかしだ。

　山荘でうっかり初体験の相手になってほしいと頼んだとき、紫藤が立夏を拒こばんだ理由が夕星の姫宮だった。ほとんど事故のように身体を繫げかけたあの夜も己おのれを律して立夏を抱だかなかった紫藤は、為ひと人となりが誠実なのだ。

　だからこそ、紫藤と結ばれることができる夕星の姫宮を立夏は心の底から羨うらやましいと思い、問う声が我知らず低くなった。

　まだ十八の少女相手にそんな嫉しつ妬と心を抱いだく自分をひどく情けないと思ったけれど、遅おそすぎる初めての恋こいを知ったばかりの心に立つ波を抑おさえることができなかった。

「夕星の姫宮？　誰だれだ、それは」

　立夏に向けられる紫藤の眼まな差ざしに不思議そうな色が宿る。

「え……。誰って、紫藤様がお妃きさきに迎むかえる方でしょう……？」

　そう告げると、紫藤はようやく「ああ」と合が点てんのいった顔になる。

「兵部卿の宮の姫のことか」

「……ご存じなかったのですか？」

「私はかの姫宮のことなど何も知らぬ。名前も入じゆ内だいの日も。そう申したであろう？」

「ええ、でも……、舎殿の女によう房ぼう殿どのたちがひっきりなしに噂うわさしていましたから、紫藤様ももうそれくらいはご存じなのかと……」

　口ごもる立夏を見やり、紫藤が笑う。

　椅子から垂れた長い尾おが、なぜか妙みように楽しそうに揺ゆれている。

「なるほど。今のその浮かぬ顔は、かの姫宮への嫉ねたみ心ゆえか？」

「……すみません」

　紫藤の声こわ音ねは責めたり、呆あきれたりしているようなものではなかったが、立夏は恥はずかしくて俯うつむいた。

「いい年をしてみっともないことなのは、わかってるんです。でも……」

　ぼそぼそと言葉を紡つむいでいたさなか、頤あごの先を持ち上げられた。

「私もみっともない嫉妬をしたぞ」

「──え？」

　誰に何の嫉妬をしたのだろうと不思議に思って、立夏はまたたく。

「私が羅ら刹せつ共の血を浴び、無数の骸むくろと耐たえ難がたい臭しゆう気きに取り囲まれているときに、篝丸はそなたの膝ひざの上で甘えてごろごろ喉のどを鳴らしているのかと想像したら、あのような幼き子供相手に妬と心しんを覚えた」

「……じゃあ、紫藤様も乗りますか？」

　嬉しさと驚おどろきとで思考が縺もつれ、ついそんな提案をすると、紫藤は「私がそなたの膝の上に乗れば、睦むつみ合いではなく曲芸になるな」と笑った。

「まあ、それはともかく、そなたを長くここに置いておけなくなった理由はかの姫宮ではなく、羅刹だ」

　地底に住む亜人である羅刹は、綻ほころんだ結界の穴から地上へ這はい出てくる。これまで各地で見つかった結界の綻びはごく小さなものだったが、数日前、青鱗城の近くで、今までのものとは比ひ較かくにならない巨きよ大だいな穴が発見されたという。

「急ぎ呼び寄せた呪禁師たちが塞ふさぎはしたが、もうすでにかなりの数の羅刹がこちらへ出てきただろう形けい跡せきがあった」

　都へ攻せめ入るための大軍を結成している可能性もあることから潜せん伏ぷく先を探したものの、見つけられなかったそうだ。羅刹は様々なものに変へん化げしたり、大地や木々に同化したりするため、身を潜ひそませている限り、呪禁師ですら気配を感じにくいのだという。

　紫藤の還かん御ぎよは、その対策を話し合うためらしい。

「これまでは、羅刹の集団と言っても数は知れていた。だが、今回は規模が違ちがう。都が戦火に晒さらされる可能性が出てきた以上、そなたを長々とここに留まらせておくわけにはいかぬ」

　兵ひよう部ぶ省しようではしばらく連日会議が続き、紫藤も出席する。そのあいだに必ず立夏を元の世界へ戻す方法を探す、と紫藤は言った。

「……戦せん況きようは紫藤様たちに不利なのですか？」

「何とも言えぬな。大量の羅刹が地底から這い出したらしいということはわかっても、正確な数も居場所も把は握あくできておらぬからな」

　羅刹の出しゆつ没ぼつは呪禁師の数が減り、封ふう印いんの力が弱まったため。

　紫藤は立夏に呪禁師の徴しるしが移ったことに何か意味があるはずだと繰くり返すが、もし本当にそうならば何か少しでも紫藤の役に立ちたい。なのに、そうできないことが無念でならなかった。

「そんな顔をするな、立夏。私の前では笑っていてくれ」

「……はい」

　無理やり笑みを貼はりつけた頰ほほをそっと撫なでた紫藤が椅い子すから立ち上がる。

「伝えねばならぬことは伝えたゆえ、もう部屋へ戻ってよいぞ」

　未来がなくても一応は恋こい人びと同士で、こんな夜よ更ふけの逢おう瀬せだ。当然それらしい展開があるものだと期待していただけに、立夏はがっかりした。

　大いにがっかりしたけれど、こんなときにどうすればいいのかわからなかった。

　少しは甘えても許されるのか、それははしたない行こう為いなのか。

　夕星の姫宮のように若ければ素す直なおに抱きつけたかもしれないが、紫藤より五歳も年上だということが感情にブレーキを掛かけた。

　立夏は俯き加か減げんに立ち上がり、紫藤と並んで扉とびら口へ向かう。

「ところで、その衣ころもは仙川の見立てか？」

「ええ、そうです」

「月つき冴ざえ姫ひめかと思うた」

　月冴姫とは東雲国版かぐや姫のような物語の主人公のことだ。確か、月に帰るときの豪ごう華かな衣装が青と銀だったので、その色を組み合わせた衣を纏まとった美女を東雲国では月冴姫に喩たとえるようだ。

　だから、羽織っている衣のことを揶揄からかわれているのかと思った立夏に、紫藤が微笑ほほえんで言った。

「今まではそなたをただ愉ゆ快かいな者だと思うだけだったが、綺き羅らを纏うそなたは美しいな。どんな美び姫きも、そなたの前ではきっと霞かすむ」

「……ど、どうも」

　眦まなじりがじわりと熱くなる。

　容姿で得をした経験が一度もないせいか、これまでは外見を褒ほめられても嬉うれしいと思ったことはないが、紫藤のくれた甘い囁ささやきには胸が弾はずんだ。

「それにしても、仙川には敵かなわぬな」

　扉を開けて、紫藤が笑う。

「私がそなたを愛いとおしく思うておることは誰にも言っておらぬ。なれど、仙川には私の心が透すけて見えたようだ」

「どうしてですか？」

「その衣は脱ぬがせやすい」

　眼前で湛たたえられた艶えん然ぜんとした笑えみから、胸をかき乱すあの香かおりが漂ただよってくる。

　濃のう密みつな芳ほう香こうが肌はだに沁しみこんで、血潮をざわめかせる。

「今こ宵よいはそなたを寝しん台だいへ引きこむために呼んだわけではないのに、うっかりその気になりそうだった」

　告げながら唇くちびるを重ねるだけのキスをして、紫藤は離はなれる。

「また明日会おう」

　美しい笑みを湛えた紫藤が、立夏の眼前で扉を静かに閉める。

　その直後、身体からだが勝手に動いて閉まった扉を押し開けた。そして、驚いたように肩かた越ごしに首を巡めぐらせた紫藤の長い尾を、立夏はぎゅっと摑つかんで抱だきしめた。

「会えないあいだ、ずっと辛つらかったんです。その気になってください」

　きっとまた、自分は今、獣けもの人びとの血に反応する額の徴に操あやつられている。

　大だい胆たんな行動と言葉に自分でも驚いて、全身が朱しゆに染まった。どうしようもなく恥ずかしかったが、動き出した舌はとまらなかった。

「俺は、紫藤様の寝台に引きこまれたいです」

　尾を抱いだく腕に力を込めて叫さけんだ立夏を見る目が、淡あわい金色の光を帯びる。胸の中の尾も、ぼわっと膨ふくらんで熱くなる。

「私の持つ位に魅みせられた者たちに閨ねやを襲おそわれかけたことは何度もあるが、こんなふうに尾をぎゅうぎゅう引っ張られて迫せまられたのは初めてだ」







「ああぁっ。あっ、あぁ……！」

　腿ももの付け根のあいだを、ぬらぬらと淫いん液えきを纏った太い熱ねつ塊かいが凄すさまじい速度で行き来する。その肉の杭くいのはらむ熱に会え陰いんが灼やかれ、圧あつ倒とう的な質量に陰いん囊のうが荒あら々あらしく捏こね潰つぶされる。

　最初は寝台の真ん中で四よつん這ばいになって責められていた。だが、脚あしの隙すき間まをぬりゅっぬりゅっと前後する逞たくましい雄おすに膨らんだペニスを突つき上げられるうちに全身の力が抜ぬけ、いつの間にか俯うつぶせの状態で背後から繰り出される紫藤の激しい腰こし遣づかいに翻ほん弄ろうされていた。

「し、紫藤、様……っ。もっと、ゆっくり……、してっ」

「文句を言うな、立夏。私は堪こらえる努力をしたのに、それを無にしたのはそなたぞ」

　律動の速度がさらに急になる。

　分厚く張り出した亀き頭とうのふちで会陰と陰囊をごりごりとえぐられて、眼前で火花が散った。

「あっ、は……っ。うっ、あ、あ、あ……っ」

　初めての夜と同じように後こう孔こうは勝手に濡ぬれて蜜みつを滴したたらせ、肉環をひくつかせている。

　なのにそこに触ふれてもらえないことが切なくて腰を持ち上げた刹せつ那な、ずりんと会陰をすべってきた硬かたい雄が今までとは角度を変えて立夏の陰囊を突き潰した。

　やわらかい蜜の袋ふくろがいびつに歪ゆがみ、尖とがった歓かん喜きが脳のう髄ずいを強く震ふるわせた。

「ひうぅっ！」

　びくんびくんと下か肢しが痙けい攣れんし、敷しき布ふと自身の下腹部の狭はざ間まで根元からくねり躍おどったペニスが弾はじけた。

「ああぁっ！　くっ、ふぅ……」

　わなないて大きく開いた秘ひ唇しんが、精液をびゅるびゅると噴ふく。勢いよく流れ出る白はく濁だくが敷布にぶつかる感覚が秘唇へと跳はね返ってくるのが堪たまらず、立夏は腰を揺ゆすり上げて悶もん絶ぜつした。

「立夏……」

　耳じ朶だを甘あま嚙がみされながら双そう丘きゆうを揉もみしだかれ、吐精を終えた直後の蜜口がまたびゅろりと淫液を漏もらした。

「あ、あ、あ……」

　小刻みに跳ねる身体を紫藤が背後から抱き上げる。

　紫藤の脚のあいだに座る格好になり、立夏は背後の逞しい胸にもたれかかって荒あらい息を繰り返した。

　高灯台がひとつだけ灯ともされた部屋の中は薄うす暗ぐらい。夜着を脱ぎ捨てた紫藤の身体はよく見えないけれど、鋭するどく引き締しまった筋肉の硬さをはっきりと感じる。

　そして、頭の中を搔かき回し、興奮を煽あおるあの香りも。

「少しは落ち着いたか、立夏」

　立夏の耳元で紫藤が優やさしく囁く。

　耳朶を撫でる声も鼻び孔こうをくすぐる芳香もひどく甘くて、目め眩まいを誘さそわれる。額の徴しるしがじんじんと疼うずき、波打つ花はな襞ひだの奥から蜜が糸を引いて滴したたったのを感じた。

「ま、だ……、です」

　深い悦えつ楽らくに意識をなかば吞のみこまれ、朦もう朧ろうとしながら、立夏は身を捩よじる。紫藤はまだ射精をしていない。硬い熱塊を臀でん部ぶで探さぐり当て、双丘の割れ目に挟はさみこむ。

「中で、紫藤様を感じたい……」

　熱に浮うかされるようにして立夏は掠かすれた声を紡つむぎ、花襞から垂れ落ちる蜜を紫藤の漲みなぎりに強く擦こすりつけた。接せつ触しよくした圧力で肉環がにゅちゅうっと拉ひしやげて、襞がわずかに捲めくれる。あらわになった粘ねん膜まくが勃ぼつ起きの皮ひ膚ふに絡からみつき、歓喜の目眩が深くなる。

「んっ、うぅ……」

「立夏。頼たのむから私を誘ゆう惑わくしてくれるな。そなたに徴が移った理由がわかるまで、そなたの純潔は散らせぬと申したであろう？」

「でも、こんな徴、あっても何の役にも立ちません。早く……、今、消してほしいです」

　ぐっしょりと潤うるんだ花襞で熱い皮膚を舐なめ上げながら、立夏は腰を浮かせた。

　蜜の雫しずくを滴らせる窪くぼ地ちの中央に杭の先せん端たんを当てた刹那、両腿の下から差し入れられた腕うでに身体を高く持ち上げられた。

「駄だ目めだと申すに」

「でも……っ」

　年下の紫藤に苦く笑しよう混じりに諭さとされていることや、親に用足しを手伝ってもらっている幼児のような格好を恥はじらう余よ裕ゆうなどもうなかった。

　蜜をとろとろと垂らしてみだりがわしい開閉を繰り返す花襞が熱く疼いて、切なくて堪らないのだ。

「紫藤様、お願いです……っ」

　身を激しく捩り、杭の上に腰を落とそうとしたときだった。

　何かが肉環をぐにゅりと貫つらぬいて体内へもぐり込んできた。

「ああっ」

　ずるるるっと隘あい路ろの奥深くへ侵しん入にゆうしてきたそれは紫藤の尾おだった。

「ひっ、あっ……！」

　紫藤の指よりもずっと太くて長い、だが硬さがなくて柔じゆう軟なんな尾が、愛液を分ぶん泌ぴつして潤んでいる肉にく筒づつの中をなめらかに這はいながら奥へと進む。

　その動きに合わせて粘膜がにゅうっと引き攣つれ、立夏は足先をきつく丸める。

「あ、あ……っ。噓うそっ……。尻しつ尾ぽっ、紫藤様の尻尾が、中にっ……！」

「そなたは私の尾が好きであろう？」　>>>♥

　問う紫藤の尾が内部でぐるぐる回転する。

　媚び肉にくが搔き回されて蕩とろけてゆく感覚が堪らず、脚のあいだで萎なえていたペニスが再び角度を持ってにゅっと空に突き出た。

「あっ、は……。好きっ、……好きっ！　でも、こっちも……っ」

　立夏は背後へ手を伸のばして、紫藤の棍こん棒ぼうめいた屹きつ立りつを握にぎってねだる。

　火傷やけどしそうに熱く、ぱんぱんに張りつめた表面に指先を絡めて上下に動かすと、その先端から淫液がしとどにしぶいたのがわかった。

「──っ、立夏」

　甘く窘たしなめる口調と共に尾がずりんと立夏の奥を刺さした。

　速い速度の突き上げに、立夏の勃起は根元からしなって淫液を飛ばした。

「あぁっ」

「今はこれで我が慢まんせよ、立夏。私とて辛いのだ」

　抱かかえ上げていた立夏の腰を自身の脚の上に下ろすと、紫藤は尾を荒々しいほどの激しさで抜き挿さしして立夏を責めた。

　ずぼっずぼっと奥深くまで太い尾を突き立てられ、粘膜を擦られ、捏ねられる。肉筒の中で攪かく拌はんされて泡あわ立だった淫液が捲れ上がった花襞の奥から漏れてきて、ぷちぷちと弾けながら肌はだの上をすべり落ちてゆく。

「ああぁあっ！」

　体内を奥深くまで侵しん略りやくされる快感を初めて知り、立夏は眦まなじりに涙なみだを浮かべて悶もだえた。

　結合部から突き上がってくる甘美な衝しよう撃げきが気持ちよくて堪らない。腰を躍らせて背を大きく反らせると、両りよう脇わきから這ってきた手に乳ち首くびを摘つままれた。

「ひうぅっ」

「そなたのここは、珊さん瑚ごの粒つぶのようだな。つやつやとなめらかで、触さわり心ごこ地ちがよい」

　尖とがり勃たっていた乳首をぐにゅっと指の腹で押しつぶされ、こりこりと転がされて、感電したような痺しびれが四し肢しの先へ走る。　>>>♥

「ああぁんっ」

　嬌きよう声せいを高く散らした唇くちびるに、紫藤のそれが重ねられる。

「ふっ、う……ぅんっ」

　肉環を力強く貫かれ、隘路をぐいぐいと奥まで押し広げられながら、乳首を捏ねられ、舌を吸われる。あらゆる場所で感じる強きよう烈れつな愉ゆ悦えつに脳のう裏りが白く霞かすんでゆく。

　穂ほ先さきを卑ひ猥わいに揺らすペニスからは、びゅるびゅると淫いん液えきが垂れていた。

「んっ、うぅ……っ。んっ、ん、う……っ」

　立夏は大きく腰を振ふって、快楽を全身で吸収した。

　その淫いん猥わいさが、獣けもの人びとの血に反応せずにはいられない額の徴に操あやつられているのか、恋こいを知らなかった自分の中に秘ひめられていた本ほん性しようなのかわからないままに。







　それからはほぼ毎晩、紫藤と睦むつみ合った。

　理性を溶とかす熱が引くと、いつも堪らない恥ずかしさに襲おそわれるけれど、後こう悔かいはしない。初めての恋の相手と過ごせる時間は限られているのだから、羞しゆう恥ち心しんに囚とらわれている場合ではない。立夏にとっては、紫藤との思い出をたくさん作るほうが大切だ。

　銀の刃やいばのような細い月が出ていたその夜も、立夏は篝丸が眠ねむったあと、紫藤の寝しん所じよで過ごした。紫藤の尾に突つき立てられ、激しく乱れすぎたせいで足もとがおぼつかなくなってしまったので、夜よ更ふけに部屋まで送ってもらうことになった。

「それにしても、こんな尾の使い方など今まで考えたことがなかったが、そなたがいなくなったあとも、自分の尾を見るたびに淫みだらな気分になりそうだ」

　濡れ縁えんの長い廊ろう下かを歩いていたさなか、ふと紫藤が月を見上げて笑った。

「そなたも、あちらで雪ゆき豹ひようを見るたびに発情するようになるのではないか？」

「……俺は大だい丈じよう夫ぶです。向こうの世界では雪豹って普ふ通つうに生活していたら、まず見られるものじゃありませんから」

　共に過ごす夜を重ねれば重ねるだけ、紫藤への情は深まる。けれども、紫藤は決してこの世界に立夏を留とどまらせる言葉を口にしない。

　それは立夏も同じだ。こちらへ来てしまった直後はただ反射的に帰りたいと思った。だが、よく考えてみれば、元の世界へどうしても戻もどりたい理由などない。自分の帰りを待つ者が誰だれもいないあちらには守りたいものがない。何ひとつ。しかし、この世界ではそうではない。篝丸の成長を見守りたいし、紫藤をそばで支えてその孤こ独どくを癒いやす存在でありたい。未いまだに使い方がわからない呪じゆ禁ごん師しの力はともかく、多少は役に立つらしい剣けんの腕をこの国を守るために使いたい。

　そう思いはしても、もうすぐ妃きさきを迎むかえる紫藤のもとに残る決断はできない。紫藤がそれを求めてくれないのなら、なおさらだ。

　紫藤に恋などしなければよかったとは思わない。この初めての恋は、立夏にとっては間ま違ちがいなく何にも代えがたい喜びだ。けれども、遅おそい初はつ恋こいが実った幸せを胸に、それが終わる日を待つしかないのは辛つらい。

　こぼしそうになったため息をこらえ、立夏は夜空の月を見上げた。

　冴さえた刃のような月を見ているとふと、羅ら刹せつの件は何か進展があったのだろうかと気になり、尋たずねかけたときだった。

　どこからか微かすかな啜すすり泣きが聞こえてきた。

「……聞こえますか？」

「ああ。誰ぞ、泣いておるようだな」

「こんな時間に、どうしたんでしょう……」

　深夜、権けん謀ぼう術数渦うず巻まく宮中でひっそりと響ひびく泣き声。一いつ瞬しゆん、幽ゆう霊れいでも出たのかと思ったが、声の主を探してみると柱の下に蹲うずくまって泣いていたのは篝丸だった。

「篝丸、どうしたんだ？」

　慌あわてて駆かけ寄った立夏に、篝丸が「立夏様！」と飛びついてきた。

「立夏様、立夏様……」

　篝丸はまるで立夏の存在を確かく認にんでもするかのように、何度も立夏の名を呼びながら涙に濡ぬれた顔を胸にぎゅうぎゅうと押し当てる。

　自分にきつく抱だきつく小さな仔こ猫ねこの背を、立夏は撫なでてやる。

「どうした？　怖こわい夢でも見たのか？」

　はい、と篝丸が頷うなずく。

「立夏様が異界へ帰られる夢を見ました。悲しくて目が覚めたら、立夏様がいらっしゃらなくて……。外で涼すずんでおられるのかと思って捜さがしに行ったのに、どこにもお姿がなく、本当に異界へ帰ってしまわれたのかと思ったのです……」

「寂さみしい思いをさせてごめんな。でも、お前に黙だまって帰ったりはしないよ。約束する」

「本当でございますか？」

「うん、本当だよ」

　寝ね起おきだからか、いつもより甘えてくる篝丸に頰ほおずりをして立夏は微笑ほほえむ。

「では、今までどちらにおいでだったのですか？」

　一瞬、言葉に詰つまった立夏の代わりに、紫藤が「私のところだ」と答える。

　そこで初めて紫藤に気づいたらしい篝丸は、慌てて立夏の腕うでから飛び下りて平へい伏ふくする。

「竜楼様……。お見苦しいところをお見せして、申し訳ありません」

「篝丸、私も立夏を好いておる。そなたは昼、立夏と一いつ緒しよであろう？　夜は立夏が私のもとで過ごしても、我慢してくれ」

　おそらく意味などわからないままに「はい」と額ぬかずいた篝丸を、なぜか紫藤が抱き上げた。

　どこかぎこちない手つきで自分の両脇を持つ紫藤を、篝丸は驚おどろいたように見やる。突とつ然ぜん紫藤に触ふれられて、相当緊きん張ちようしているのだろう。全身の毛がもわっと膨ふくらみ、尻尾もピンと反っている。

「篝丸。そなた、私の近この衛えになりたいそうだな」

「は、はい……」

「そのために、立夏に剣を習っておるとか」

「はい。立夏様には筋がいいと褒ほめていただきました……」

「そうか。それは何より」

　やわらかに笑えんで、紫藤は「だが」と続ける。

「近衛は宿直とのいをせねばならぬ。夜に母親を恋しがって泣く子供には務まらぬぞ」

　笑って言って篝丸を立夏に渡わたすと、紫藤は自分の部屋へ帰っていった。

「……びっくりしました」

　立夏の腕の中で篝丸が呆ほうけたように呟つぶやく。

「竜楼様が仰おつしやったこと……あれはどういう意味でしょう？」

「篝丸が大人になったら、近衛に取り立ててくださるってことじゃないかな？」

　だから、自分にあまりくっつくな、という嫉しつ妬とも多少は混じっているのかもしれないと思いつつ、立夏は微笑む。

「頑がん張ばって出世しろよ、篝丸」

「はい、頑張りまする！」

　篝丸は笑顔で頷く。

　自分には紫藤と幸せになれる未来はない。この先にあるのは、別れと悲しみだ。だから、せめて篝丸には幸福な人生を歩んでほしくて、立夏は小さな身体からだを力ちから一いつ杯ぱい抱きしめた。







　それから三日ほどが経たった日の朝のことだ。篝丸を午前の授業に送り出し、部屋で寛くつろいでいると、ひとりの女によう房ぼうが現れた。

「立夏様。紫藤様のお召めしでございます」

　いつもなら、紫藤の言葉を伝えに来るのは仙川だけれど、見覚えのない女房だ。

「今、ですか？」

「はい、お急ぎくださいませ」

　こんな時間なので、まさか寝所へ呼ばれているわけではないはずだ。元の世界へ帰る方法がわかったのだろうか。

　その場でいきなりあちらへ帰されることはないだろうが、念のために篝丸への書き置きを残しておきたかったが、女房にやけに急せかされてできなかった。

　戸と惑まどいつつ部屋を出かけたところへ、篝丸が慌てた様子で駆けこんできた。

「あ、立夏様。どこかへお出かけですか？」

　篝丸は女房にちょこんと頭を下げてから、立夏に問う。

「うん。紫藤様のところへ。篝丸はどうしたんだ？」

「教書を間ま違ちがえてしまったんです」

　言いながら文ふ机づくえの上に並べていた教書を取り替かえていた手がふととまり、篝丸が首を傾かしげた。

「どうしたんだ、篝丸。本がないのか？」

「さあ、立夏様。お急ぎくださいませ」

　また急かしてきた女房を、篝丸がじっと見上げる。

「失礼ながら、あなた様はどちらの舎しや殿でんにお仕えされている女房様ですか？」

「おかしなことを。この東とう宮ぐう舎に決まっておる」

「私は東宮舎の女房様たちのお顔を覚えておりますが、あなた様は知りませぬ」

「何を無礼な。獣けもの人びとふぜいが」

　紫藤の意向が隅すみ々ずみまで行き届いている東宮舎に仕える女房ならば、心中はどうであれ、篝丸に対して「獣人ふぜい」などと言うはずがない。

　立夏も怪け訝げんに感じて、眉まゆ根ねを寄せた。

「それに、今朝は廟びよう議ぎが紛ふん糾きゆうして長引いていると先生が言っておられました。紫藤様もその廟議に参加しておられるはず。あなた様は本当に紫藤様のお使いの方ですか？」

　篝丸が毅き然ぜんと尋ねた直後、女房が広げた掌てのひらに光の玉が浮うかんで弾はじけた。

　網もう膜まくを刺さした閃せん光こうに頭の中が搔かき回される。ひどい目め眩まいを覚えながら膝ひざを突ついた立夏の隣となりで、篝丸がぱたりと倒たおれる。その身体を無造作に拾い上げた女房の姿の輪りん郭かくがぼやけるように歪ゆがんで、白い衣ころもを纏まとった男に変わる。額には朱しゆ色いろの徴しるしがあった。

「呪、禁師……？」

　立夏の意識が持ったのは、そこまでだった。







「──この者が、東宮の寵ちよう愛あいを受けているとはな。まあ、確かに見た目はよいが、男ではないか」

　知らない男の声が頭上から降ってくる。

　重い瞼まぶたをどうにか持ち上げると、烏え帽ぼ子しを被かぶった直衣のうし姿の男が視界に映る。知らない顔だ。五十前後だろうか。こちらを見下ろす目は気品があり、そして冷たい。

「お目覚めかな、異界の呪禁師よ」

　跳はね起きた場所は、簡素な寝しん台だいの上だった。

　烏帽子の男の背後には、ふたりの男が控ひかえていた。あの呪禁師と鐡だ。呪禁師は鏡を、鐡は弓矢を持っている。

　立夏はぼんやりと視線を彷徨さまよわせる。見覚えのない部屋だ。腕が通るか通らないかの細長くて小さな格こう子し窓がひとつしかないせいで、外は明るいのに部屋の中は薄うす暗ぐらい。

　部屋で襲おそわれてから、どのくらいの時間が経ったのだろう。

「……鐡さん。ここ、どこですか？」

　問いながら寝台から下り、立夏は篝丸が見当たらないことに気づく。

「篝丸は？　篝丸はどこですか？」

「あとで会わせよう。私の頼たのみを聞いてくれたらね」

　烏帽子の男が平へい坦たんな声で言う。

「あなた、誰だれですか？　ここ、どこですか？」

「このお方は右大臣の我来伊沙羅様だ」

　そう答えたのは鐡だった。

　都へ着いた日から一度も会っていなかったのですっかり忘れていたが、鐡は右大臣・伊沙羅の配下の者だ。

「右大臣……。紫藤様のお祖父じい様の……？」

　いかにも、と伊沙羅は冷ややかに笑む。

　紫藤の母親の秋麗皇后は伊沙羅の養女で、元々は伊沙羅の正妻の遠とお縁えんだった。血が繫つながっていないので当然なのかもしれないが、伊沙羅は紫藤と似たところが少しもない。

「ここがどこかは、そなたには関係のないことだが、宮中のとある場所とだけ言っておこう」

「俺に何の用ですか？」

　伊沙羅の目配せで呪じゆ禁ごん師しが前に進み出て、立夏に鏡を見せる。呪禁師が指先で鏡面に触れると、焼け落ちた街の光景がそこに映る。ひどい有様の死体も多く、立夏は思わず目をそらす。

「二日前、羅ら刹せつに襲われた街だ。無残だと思わぬか？」

　悼いたむ気持ちなど欠片かけらも感じられない声で伊沙羅が言う。

「この美しい都も、遠からずこうなる」

「え……」

「今までにない羅刹の大軍が突とつ如じよ現れ、都を目指して進軍している」

　先ほど篝丸が、今朝の廟議が紛糾していると言っていた。おそらくその原因が、羅刹の進軍なのだろう。

「物見によると、羅刹の数は五万。だが、都を守る兵はその半数にも満たぬ。各地の軍勢を招集してはいるが、間に合わぬやもしれぬ」

　一気に告げてから、伊沙羅が声を潜ひそめて続けた言葉を聞いて、立夏は目を見張る。

「今朝方、東宮の暗殺が図はかられた」

　東宮舎を出て、廟議のおこなわれる朝ちよう堂どう院いんへ向かう途と中ちゆうの回かい廊ろうで刺し客かくに襲われたという。

「殿でん下かはご無事なんですよね？　廟議に参加していらっしゃるのでしょう？」

「刺客は衛え士じがその場で切り捨てたゆえ、東宮にお怪け我がはない。だが、今後、羅刹襲しゆう来らいの混乱に乗じて、同じことが企くわだてられるのは必定。東宮は衛士をつけられず、おひとりでの行動を好まれるゆえ、私は心配でならぬのだ。そこで、そなたに頼みたいことがある。東宮をお守りするために」

「……何を、ですか？」

「東宮暗殺の首しゆ謀ぼう者しやを先に暗殺することだ」

「首謀者って……」

「東宮の兄宮、沙霧宮じゃ」

　伊沙羅は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「沙霧宮は母親である女によう御ごが夏なつ風か邪ぜで寝ね込こんでおるため、平へい癒ゆ祈き願がんに行っておる。夕刻には皇城に戻るゆえ、そこを狙ねらって殺せ」

「できるわけないでしょう、そんなこと！」

「東宮を──ひいてはこの国を守るためぞ！　たとえ羅刹を滅めつしても、沙霧宮が生きている限り、この国に安あん寧ねいは訪おとずれぬ。東宮は常に沙霧宮派に命を狙われ、いずれは帝てい位いを巡めぐっての争いで国が二分される。そなたは東宮の寵ちよう愛あいを受けておきながら、東宮の身を案じぬのか。東宮を呪のろう沙霧宮が憎にくくないのか」

　立夏の一番の願いは紫藤の支えになることだ。紫藤のために役立ちたいと常に思っている。だが、それとこれとは話が別だ。

　紫藤からは何度か沙霧宮や伊沙羅の話を聞いた。その言葉の端はし々ばしから、紫藤が伊沙羅を快く思っていないことは感じ取れた。だが、紫藤は沙霧宮への感情を滲にじませたことは一度もない。

　親しみを覚えてはいなくても、特に憎ぞう悪おもしていないといった様子だった。だから、紫藤の暗殺を企てた首謀者が沙霧宮本人なのか、その取り巻きの誰かなのかもわからないのに、沙霧宮への殺意など抱いだきようがなかった。

「俺は異界人です。よく知りもしないあなたたちの国の事情に安易に関かん与よすべきではないと思いますし、そもそもたとえ関かかわりたいと思ったとしても不可能です。俺には暗殺の技術なんてありませんから」

　立夏は声を荒あららげる。すると、ふいに呪禁師が立夏の手を取り、自分の額に触ふれさせた。手は一いつ瞬しゆんで離はなされたが、指先が感電したように痺しびれている。

「──っ。な、何したんですかっ」

　狼狽うろたえる立夏に、鐡がなぜか弓矢を差し出す。

「あの燭しよく台だいの火を矢を射て消してみよ、市花殿」

　できるわけないでしょう、と立夏は眉まゆをひそめる。

「俺、弓になんて触さわったことがありませんから」

「とにかく、やってみよ」

　強ごう引いんに弓矢を押しつけられる。一体何を期待されているのか、訳がわからないまま、剣けんと違ちがって弓は扱あつかえないことを証明するつもりで弓と矢を握にぎったときだった。

　身体からだが勝手に動いて弓を引いた。空を切って飛んだ蠟ろう燭そくの芯しんに命中して火を吹ふき消し、壁かべに突き刺さった。力などほとんど入れていなかったのに、まるで剛ごう力りきの者が放ったかのように矢は深く壁に埋うまっている。

　言葉もなく驚おどろいた立夏の隣で、呪禁師が手をかざす。壁に刺さった矢がひとりでに抜ぬけて、呪禁師の手の中へ飛んでくる。

「そなたには私の弓の技ぎ倆りようを分け与あたえた。どのような場所からでも、狙った標的に矢を命中させられる」

　立夏の手から弓を奪うばってそう言った呪禁師に続き、伊沙羅が再び口を開く。

「市花立夏、沙霧宮を殺すのじゃ。さすれば、今夜にも元の世界へ戻してやろう」

「……お断りします。俺は、殿下に帰していただくので」

　それは無理じゃ、と伊沙羅が小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「東とう宮ぐうはよほど私に借りを作りたくない様子で、そなたのことを私に隠かくして、何やら懸けん命めいに大学寮りようの文もん章じよう博士はかせらに調べさせているようだが、異界人を異界へ戻すのは呪禁師にしかできぬこと。このままでは、そなた、いつまで経たっても帰れぬぞ。それでもよいのか？」

「殿下は……お兄さんを殺すことなんて望んでおられないはずです」

「東宮はその御おん身みに現れた古いにしえの獣けもの人びとの血を生まれたときより蔑さげすまれ続けたせいで、厭えん世せい的になられ、帝位を望まれておられぬからな。だが、東宮と沙霧宮とでは、すべての面において東宮が勝まさっておる。あの愚ぐ鈍どんな沙霧宮が帝位に就つけば、この国は滅ほろびる！　東宮ご自身のお考えがどうであろうと、この国のためには東宮に玉座に座っていただかねばならぬのだ！　それが、后きさい腹ばらの第一皇おう子じとして生まれた方の運命さだめじゃ！」

　伊沙羅は激情を立夏に投げつけるようにして叫さけぶ。

「わかったであろう。沙霧宮を殺すのじゃ」

「……俺は殿下に拾われた身です。殿下以外から命令を受ける筋合いはありません」

「あの小こ汚ぎたない猫ねこの仔この命は、そなたの返答次し第だいだと申してもか？」

「──篝丸をどうするつもりだっ」

　かっとして叫んだ立夏を見やり、伊沙羅はしたり顔で笑えんだ。

「あの猫を助けたくば、沙霧宮を殺せ。嫌だと申すのであれば、そなたの前であの猫の皮を生きながら剝はぐが、それでもよいのか？」

　卑ひ劣れつな脅おどしに立夏は両手を握りしめ、唇くちびるを嚙かむ。

「俺よりも、もっと手慣れた相応ふさわしい人がいるでしょう？　たとえば、あの人とか」

　呪禁師を一いち瞥べつして立夏はあがく。

「さっきも言いましたが、俺は暗殺なんてしたことがありません。たとえ弓の技術だけを移してもらっても、暗殺はもちろん、人を殺した経験がそもそもないんですから、緊きん張ちようして失敗するかもしれませんし、捕つかまってあなたに脅きよう迫はくされたことを話すかもしれません。それでも、俺にやらせるんですか？」

「そうじゃ。そなたしかおらぬゆえな。誰だれにやらせたところで、失敗する可能性がつきまとうのは同じ。万が一、し損じた場合、下手人が呪禁師では我らにとって不都合なのだ。皇族暗殺は企てるだけで大逆ゆえ、極きよつ刑けいは免まぬがれぬ。下手をすれば、呪禁師と市し井せいのまじない師の区別もつかぬ左大臣を勢いづかせて、呪禁寮の廃はい止しに持ち込まれるやもしれぬ。しかし、羅刹と戦っている今、ただでさえ少ない呪禁師はひとりたりとも減らせぬ。その点、そなたなら、し損じたとわかった時点で異界へ戻してしまえばいいだけのこと。気のふれた異界人の仕し業わざとなれば、誰もが仕方ないと諦あきらめる」

　勝手な要求ばかりを突つきつけられ、頭が怒いかりで煮にえ立っているせいで、返す言葉がなかなか見つからない。握りしめた掌てのひらに爪つめを食いこませ、冷静になれと自分に言い聞かせていたさなか、部屋の扉とびらが開いた。

「失礼いたします」

　武官らしい格好の男が慌あわてた様子で入ってきて、伊沙羅に何事かを囁ささやく。

　忌いま々いましげな低い舌打ちが耳に届く。何かあったらしい。

「私が戻ってくるまで覚かく悟ごを決めておけ。ここまで話した以上、首を縦に振ふらぬのなら斬きる。あの猫共々な」

　居い丈たけ高だかに言い放ち、伊沙羅たちは部屋から姿を消した。







　複数の気配が扉の向こうから近づいてきたのは、それからいくらも経たないうちだった。

　立夏は持っていた紐ひもの片かた端はしを右手の甲こうに括くくりつけて引っ張り、強度を再度確かめる。寝しん台だいの敷しき布ふを裂さいて作ったものだ。がらんどうのこの部屋で作れた唯ゆい一いつの武器だ。

　最初に入ってきた者が伊沙羅なら、素す早ばやく首に巻きつけて人ひと質じちに取り、外へ出る。兵士が最初に入ってくれば、縊くびり殺すことも辞さない覚悟で剣を奪い、戦うつもりだ。

　従う振りをして渡わたされた弓矢で戦うことも考えたが、一いつ矢し必中しか許されないことを考えれば手に入れられる矢は一本だけだろうから、冒おかす危険は同じに思えた。

　成功するかどうかはわからないが、行動するなら今しかない。伊沙羅はここは宮中だと言っていた。騒さわぎを起こせば、きっと誰かが気づき、紫藤にも伝わるかもしれない。そのとき、自分は生きていないかもしれないが、紫藤の兄を殺して紫藤の心に影かげを落とす存在になるくらいなら、そのほうがましだ。それに、自分が行動することで、篝丸が逃にげ出すチャンスを作ることができるかもしれない。

　解かい錠じようされる扉の脇わきで、立夏は息を潜ませた。開いた扉の影が、立夏の姿を隠す。

　入ってきた人ひと影かげに飛びかかろうとした寸前、立夏は目を見開いた。

「お祖父じい様、立夏はどこです？」

「やや。これは何としたこと。あの異界人はどうした？　お前たち、ちゃんと見張っておったのか？」

　憤ふん慨がいする伊沙羅に、誰かが「はっ。ここに出入りした者は誰もおりませぬ。確かです」と狼狽えた声で返す。

「……紫藤様」

　扉の後ろから出て、立夏は声を震ふるわせる。

　振り向むいた紫藤が立夏の手に巻かれた紐を見て、片眉を跳はね上げた。立夏が考えていたことがわかったらしく、美しい唇から苦く笑しようが漏もれる。

「兵を縊り殺して、武器を奪うつもりだったのか？」

「ええ、まあ……」

「優やさしげな顔をして、そなたはなかなかのつわものよの」

「必死でしたので……」

　顔を赤らめて俯うつむいたとき、下がった視界の端はしから篝丸が現れた。

「篝丸！」

　人目など気にする余よ裕ゆうもなく、立夏は篝丸を抱き上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「はい、この通り、無事にございます」

「どこも怪け我がをしてないか？　酷ひどいことをされなかったか？」

　はい、と屈くつ託たくなく笑って再度頷うなずいた篝丸を、伊沙羅が睥へい睨げいする。

「人聞きの悪いことを。その猫に酷い目に遭あわされたのは、我が僕しもべのほうぞ」

「その原因を作ったのは、お祖父様でしょう」

「……殿でん下か。私はこの者を元の世界へ帰してやるのと引き替かえに、殿下の御おん為ためにひと働きさせたかっただけにございます。すべては、殿下とこの国のためです」

　恭うやうやしく頭を下げた伊沙羅を、紫藤は冷たい目で見下ろす。

「とにかく、立夏と篝丸は返してもらいます。いいですね」

　強い声こわ音ねで言い放つと、紫藤は立夏を篝丸ごと抱だきしめた。誰にはばかることのない力強さに、胸の中で篝丸が「ふぎゃ」と呻うめいた。

　紫藤は少しだけ力を緩ゆるめ、篝丸の鼻先を軽く弾はじいて「許せ」と笑った。

「立夏、不安な思いをさせて悪かった」

　伊沙羅や兵士たちが驚いている気配が伝わってきたが、紫藤は気にしたふうもなく立夏を抱く腕うでを放さなかった。

　その息苦しいほどの力強さと、布越ごしに感じる体温が、紫藤の愛情深さを教えてくれた。そして、自分自身がどれほど紫藤を愛しているのかも、改めて実感できた。

「何があろうと、そなたは私が守る。必ずだ。だから、案ずるな」

「はい……」　>>>♥

　立夏が軟なん禁きんされていたのは、内だい裏り内の呪じゆ禁ごん師しの詰つめ所だった。呪禁寮りようはほかの政せい庁ちよう官かん衙がと同じく内裏の外の皇城内にあるが、この建物は日ひ替がわりで内裏の警護をする呪禁師たちの詰め所だという。

　紫藤は伊沙羅と何か話があるらしく、そこに残ったが、立夏と篝丸は先に東とう宮ぐう舎へ戻もどっているように言われた。前後左右を警護する武官つきで。

　東宮舎へ戻る道すがら、紫藤に立夏が伊沙羅に軟禁されたことを報しらせに走ったのが篝丸だったことを聞いた。

「皆みな、私が何もできない小さな猫だと思い、油断しておりましたので、剣けんを奪うばうのは容た易やすいことでございました」

　立夏様に教えていただいた剣けん術じゆつが役に立ちました、と篝丸は立夏の腕の中で誇ほこらしげな笑顔を作る。

「それに、運もようございました。あの建物を飛び出したところで、ちょうど評議を終えられて朝堂院から出てこられた紫藤様のお姿が見えましたので」

「そうか……。ありがとう、篝丸。お前には初めて会ったときから、助けられてばかりだな」

「少しでも立夏様のお役に立てたのなら、嬉うれしゅうございます」

　照れくさそうにしながら、耳と尻しつ尾ぽをくるくる揺ゆらす篝丸に立夏は頰ほおずりをした。

　安心すると、ふたりして空腹になった。東宮舎で遅おそい昼食を食べたあと、篝丸は「立派な近この衛えになるためには、こういうときこそ平常心が大切ですから」と授業を受けに出かけた。

　立夏もなるほどと思った。気がかりなことはたくさんあるが、今ここで自分が焦あせっても何もできることはない。

　夕方に戻ってきた篝丸といつも通り剣の稽けい古こをして、夕食を食べ、風ふ呂ろに入る。さすがに疲つかれてしまっていたのか、湯船の中でうとうとしはじめた篝丸を立夏は慌てて掬すくい上げる。身体からだを拭ふいて乾かわかすあいだも、篝丸の頭はこっくりこっくり揺れていた。

「今日は大だい活かつ躍やくで疲れたな、篝丸」

　寝台に寝ねかせてやった篝丸が「はい」と眠ねむそうな声を返す。

「たくさん寝て、大きくなるんだぞ」

「……はい。早く大きく、なって……、立派な近衛になり、とう、ございます……」

　あくび混じりの将来の夢のあとに、すぐに寝ね息いきが聞こえ出す。

　あどけない中にも少し凜り々りしさが加わった気がする寝ね顔がおを眺ながめるうち、ふと昼に紫藤に抱きしめられた感かんし触よくが蘇よみがえった。

　篝丸と紫藤への愛いとおしさを深めながら、立夏は決意した。

　篝丸が立派な近衛になる未来を守りたい。紫藤の役に立ちたい、その孤こ独どくな心の支えになりたい。だから、この世界に残ろう、と。

　その思いはこのところずっと頭の片かた隅すみにあった。けれども、口にはできなかった。

　紫藤が妃きさきを迎むかえたあとに、自分はどうなってしまうのか不安だったから。何より、居い心ごこ地ちのいいこの世界に残ることは、己が無価値な歯車のひとつでしかない現実からただ逃げている気がして、本当に正しい選せん択たくなのだろうかという迷いが払はらえなかったからだ。

　だが、何があっても篝丸と紫藤のために生きようと決めた今、躊躇ためらいはもう微み塵じんもない。自分の居場所はここなのだと──篝丸と紫藤のいるこの世界でしか自分は生きられないのだとはっきりと悟さとった気分だ。

　紫藤の隣となりに夕星の姫ひめ宮みやが妃として寄り添っているのを見るのはとても辛つらくて苦しいだろうが、たぶん耐えられるはずだ。二十六年間、恋こいを知らなかった心は、紫藤に愛された喜びの思い出でいっぱいだから。

　それで十分だ。明日からは紫藤の恋人ではなく、ただの一兵卒になってもかまわない。立場など何でもいい。紫藤のために、そして篝丸の未来を守るために、この国に残って戦おう。

　あちらの世界では剣の技ぎ倆りようは生活の足しにはならなかったけれど、こちらでは多少なりとも役立てられる。きっとそれが、代々剣術を生なり業わいにしてきた家に生まれた自分がこの世界へ来た意味なのだ。

　──そう思うと居ても立ってもいられなくなり、立夏は部屋を飛び出して紫藤のもとへ向かった。

　通い慣れた部屋を訪ねると、紫藤はふたりの武官と何かを話しこんでいた。邪じや魔まをしてしまっただろうかと思い、慌あわてて踵きびすを返そうとした立夏を紫藤が呼びとめる。そして、武官たちに下がるように告げる。

「どうした、立夏。何かあったか？」

　こちらの世界に残って羅ら刹せつ討とう伐ばつ軍に入りたい気持ちを伝えると紫藤は驚おどろいた顔をしたあと、「駄だ目めだ」と首を振ふった。

「でも、羅刹の大軍が都に攻せめてきているんでしょう？　そんなときに、自分ひとりだけ安全な世界に帰るなんてこと、できません」

「羅刹の進軍は本当だが、右大臣がそなたに聞かせた話はかなり誇こ張ちようされている。今のところ、数では確かにこちらが劣おとるものの、それほど大きな差ではない。招集した各地の軍が到とう着ちやくすればこちらが上回るし、我らは決して負けはせぬ」

　だから案ずるな、と紫藤は立夏の頰を撫なでる。

「だとしても、俺は残ります」

　紫藤の美しい目をまっすぐに見み据すえ、立夏は告げる。

「紫藤様はずっと、俺に呪禁師の能力が移ったことには何か意味があるはずだと仰おつしやっていたでしょう？　その意味がこれだと……ここに残って、紫藤様とこの国のために戦えということだと思うんです」

　こちらを見返す双そう眸ぼうが細くなる。反論が聞こえてくる前に、立夏は続けて口を開く。

「俺、昼に俺を拘こう束そくした呪禁師から弓の技倆を移されたんです。今は剣だけでなく弓も使えますから、ちゃんと戦力になるはずです」

「駄目だ。そなたを戦場には出せぬ」

「どうしてですか？」

「そなたを危険な目に遭わせたくないからだ」

「俺も、紫藤様に危険なことをしてほしくありません」

「無む茶ちやを申すな。国を守るのは私の務めだ」

「だから、俺も一いつ緒しよに戦いたいんです。俺は、国を守るために戦う紫藤様を守るために戦いたいんです」

　ならぬ、と紫藤は再び首を振る。

「駄目だと言われても、俺はもう決めたんです。紫藤様が軍に加えてくださらないのでしたら、俺は東宮舎ここを出て、自分で軍に雑ぞう兵ひようとして志願して入ります。数において優勢でないのなら、多少素す性じようがあやふやでも雇やとってもらえるでしょうから」

「立夏。そなたは……」

　淡あわくため息をついた紫藤の腕が伸のびてきて、その胸の中に抱き寄せられた。

　腰に紫藤の尾おがきつく巻きつき、芳香がふわりと鼻孔をかすめた。

「こちらに残るというのであれば、妃きさきとしてだ。それ以外は許さぬ」

　思いがけない言葉に耳を打たれ、立夏は大きく目を見開く。

「……紫藤様のお妃なんて、俺には無理です」

「俺は一夫一婦制の国で育ったので、結けつ婚こんに関してはそれが俺の中の常識です。でも、紫藤様は東宮ですから、お妃がひとりだけというわけにはいかないでしょう？　もし、いつかこの先、本意ではなくても、帝てい位いに就つかれるようなことがあったときにはなおさら……」

「私が兵ひよう部ぶ卿きよう宮家の姫宮の入じゆ内だい話を放置していたのは、興味がなかったからだ。だが、そなたを妻として迎むかえるのに必要とあらば、陛下に即そつ刻こく、入内の取り消しを願い出る」

　強い意志を感じさせる声音に感極きわまって胸が痛くなり、立夏は泣き笑いの顔で答える。

「紫藤様こそ、無茶なことを言うんですね……。俺、何の身分もない異界人ですよ？　紫藤様のお妃になんて、なれるわけないじゃないですか」

「立夏。そなたは私を見み縊くびっておる」

　少し憤ふん慨がいしたように紫藤が語調を厳きびしくする。

「私が、自分で望む者を妃に迎えられぬと思うておるのか？　貴族共から蔑さげすまれるけだものの東とう宮ぐうでも、その程度の力はあるぞ」

　確かに、誰だれを妻とするかについては紫藤の意志が通ることなのかもしれない。だが、異界人の平民、それも男の妃など、誰が歓かん迎げいするだろう。

　獣けもの人びとの血を引く紫藤の立場は、ただでさえ危うい。もし、左大臣派と右大臣派の政争から逃のがれきれず、意に反して即そく位いした場合、立夏も東宮妃から皇后となる。けれども、そうなれば立夏は宮中内ない紛ふんの新たな火種や、下手へたをすれば紫藤から東雲の民たみの心が離はなれる原因になってしまうかもしれない。

　紫藤の足あし枷かせになどなりたくなくて、立夏は首を振ふった。

「俺は妃より兵士のほうがいいです。元々、代々剣けん術じゆつを生業にしてきた家の生まれですし……」

「まったく、強情だな、そなたは」

　眉み間けんに皺しわを寄せた紫藤がいきなり立夏を抱だきかかえた。

「こちらに残るのであれば、私の妃となれ」

　感じる香かおりが濃こくなって戸と惑まどううちに、隣となりの寝しん所じよへ連れて行かれ、寝しん台だいに下ろされる。

　瞬またたく間まに狩かり衣ぎぬを奪うばわれて袴はかまの紐ひもを解ほどかれ、慌あわてて身を捩よじったが、脚あしのあいだに荒あら々あらしく差し込まれた手が陰いん囊のうを弾はじくように持ち上げ、指先がその下の会え陰いんを秘所に向けてすべった。

　燭しよく台だいに灯された火が明るいからか、指が場所を覚えているからなのか、紫藤は立夏のそこを迷いなく捕とらえて貫つらぬいた。

「あっ」

　最初から二本だった指が、窄すぼまりを強引にこじ開ける。閉とじていた肉にく環わの襞ひだがぐうっと引ひき伸のばされてゆく感覚に、内うち腿ももが引き攣つる。

「あ、ぁ……」

「立夏。私はそなたに剣けんや弓ではなく、この世の宝玉を持たせたい。綺き羅らの衣ころもで飾かざり立て、何よりも大切にしたいのだ」

　甘い声こわ音ねで囁ささやく紫藤の指が根元まで深くもぐりこんできて、肉にく筒づつを突つく。

　粘ねん膜まくをぐいぐいと擦こすり上げつつ、二本が別々の方向へと閃ひらめいて内ない壁へきをえぐる指ゆび遣づかいは大だい胆たんで濫みだりがわしく、狂くるおしさを煽あおられた。

　たちまち染しみ出てきた愛液で肉筒は潤うるみ、速い出入りを繰くり返す指の律動に合わせてぐちぐちと水音が響ひびきはじめる。

「あっ、あっ……！」

　体内を侵おかす指が官能の凝りを捕とらえ、捏こね潰つぶす。そこから生まれる疼うずきが熱い波となって、全身へ広がった。

　立夏は息を弾はずませて首を振り、崩くずれかけている思考回路に意識を集中する。

「し、紫藤様……っ。俺は、真ま面じ目めに、話をしているんです……っ」

「私も真面目に話しておる」

　強い声音で言い放ち、紫藤は蜜みつ壺つぼを穿うがつ指をさらに増やす。

「ふっ、くう……」

　三本の指に情熱的に捏ね突かれた媚び肉にくはひとたまりもなく蕩とろけ、歓かん喜きにうねった。上の衣の裾すそに隠かくれているペニスも角度と芯しんを持って頭を擡もたげ、びくびくと跳はねているのがわかる。

「私の妃になれ、立夏」

　左手で器用に立夏の単衣ひとえの帯を解き、紫藤が言う。

「なれ、ません……っ」

「なぜだ。私はそなたひとりを愛しておるし、そなたもそうであろう」

「だ、だから、です……っ。紫藤様、指……、指をっ、抜ぬいて、くださいっ」

　紫藤が与あたえてくれる快楽の味を知っている身体からだは、期待を膨ふくらませて肌はだを火ほ照てらせている。このままでは理性が快楽に吞のみこまれ、話ができなくなってしまう。

「紫藤様っ。お願い、ですからっ」

　声を高くして懸けん命めいに訴うつたえると、ようやく指が引き抜かれた。中は一体どれだけ濡ぬれているのか、指が抜け出る瞬しゆん間かん、ぐぷぷっと卑ひ猥わいに粘ねばりつく音が鼓こ膜まくを刺さした。

　消えた圧あつ迫ぱく感かんを恋こいしがるように肉環の襞が波打ったが、それには気づかない振りをして立夏は息を深く吸う。

「は、ぁ……、んっ……」

　立夏に覆おおい被かぶさっていた紫藤の身体が後ろへ下がる。落ち着いて話をする気になってくれたのかとほっとしたのは、一いつ瞬しゆんだった。

　紫藤が自身の直衣のうしと指さし貫ぬきを脱ぬぎ捨てて単衣姿になる。そして、開かれた単衣の下から現れた長大な怒ど張ちようの根元を握にぎると、その切っ先を下げた。

　獲え物ものに狙ねらいを定めた蛇へびのように立夏に向いて、ぐぐっと伸びた先せん端たんから淫いん液えきがぼたりと滴したたった。鼻び孔こうを突いた雄おすの匂においの濃さと、凶きよう暴ぼうに張り出した笠かさの太さと大きさに肌を粟あわ立だたせた立夏を、紫藤が美しい獣の顔で見下ろす。

「立夏、私の妃になるのだ」

　逃にげる暇ひまもなく、熱い切っ先が濡れた窪くぼ地ちの中央に宛あてがわれた。

　目の眩くらむ圧力をそこに感じると同時に、窄まりの襞がめりめりと押し開かれる。

「──ひうぅっ！」

　太い亀き頭とうが肉環をずぼっとくぐり、立夏の中に沈しずみこんでくる。息がとまりそうになるほどの重い衝しよう撃げきにおののいた隘あい路ろはきつく収縮していたが、紫藤はその抵てい抗こうをものともせずに腰こしを進めてきた。

「あっ、あ……。噓うそ、噓……っ」

　愛液を含ふくみ、すでに蕩けていた粘膜は侵しん入にゆうを拒こばんで狭せばまり、太々とした亀頭に必死で絡からみつく。けれども、そんな抵抗は容よう赦しやなく跳ね返されてしまう。強い力と熱で媚肉をすり潰しながら、亀頭のすべてがぐぽっと埋うまる。

　浅い部分の隘路の肉が大きく拉ひしやげた振しん動どうが、視界を揺ゆらす。

「いや……。紫藤、様……っ、いや……っ！」

「こんなに絡みついてくるくせに、嫌いやはないであろう」

　わずかに上うわ擦ずる声で笑って、紫藤が挿そう入にゆうを深める。一番太い部分をもう吞みこんでしまったせいで、脈動する血管を浮うかび上がらせた杭くいがぬるぬると中へ沈む。

「あ……」

　──このままでは力が消える。

　紫藤と繫つながって溶とけ合い、額の恥はずかしい徴しるしを消したいとずっと望んできたけれど、そうしてほしいのは今ではない。

　肉の杭を根元まで突きこまれる前に、立夏は逃げようとした。

　のし掛かかってくる紫藤の胸に両手を押し当てる。肩かたから単衣がすべり落ちるのもかまわずに腕うでを思いきり突っ張り、身体からだを反転させる。その勢いで、半ばまで埋まっていた雄のペニスを押し出すつもりだった。けれども、ぬるうっと抜けかけたそれは、外へ出る寸前でとまった。

　張り出した笠のふちが、肉環に引っかかったのだ。

「ひうぅっ」

　接合部の皮ひ膚ふが内側から紫藤の雄お々おしい形に盛り上がり、引っ張られた襞が捲めくれて外気に晒さらされた。尖とがった快感が背を駆かけ抜けて、堪たまらず息を詰つめたときだった。

　腰こし骨ぼねを強く摑つかまれた。そして、危ういバランスで繫がったままの身体を元の体勢に戻もどされながら立夏は貫かれた。

　体内を一気に串くし刺ざしにする苛か烈れつな一いち撃げきだった。その重い衝撃が脳のう髄ずいを震ふるわせる。

「──あああぁ！」

　今まで感じたことのない深い愉ゆ悦えつの波が全身を包みこむ。肌をざわめかせる快感に揺すられるように根元からぶるっとしなったペニスが弾はじけて、精液を噴ふき上げる。

「あっ、あっ、あああぁ……」

　空を蹴けり、ぴゅるぴゅると白はく濁だくを撒まき散らす立夏の痴ち態たいを満足げに細めた双そう眸ぼうで眺ながめやり、紫藤が単衣を脱ぐ。

「そなたの中は狭せまくて熱いな、立夏」

　きつく収しゆう斂れんする肉筒の締しめつけを愉たのしむかのように、紫藤がゆっくりと腰を回す。

「はっ、ぁ……ん」

　絶頂の余よ韻いんにぞろぞろと波打っていた粘膜を大きく捏ねられ、鮮せん烈れつな快感が突き上げてきた。吐精して、脚のあいだに力なく垂れていたペニスの穂ほ先さきからにゅうっと透とう明めいな蜜みつが漏もれる。

　細い糸を引いて垂れ落ちるそれを紫藤が指先に絡ませる。そして、そのぬめりを立夏の額にゆるゆると擦りつけて笑えんだ。

「喜べ、立夏。そなたの望み通り、童どう貞てい看板が消えたぞ」

「──い、今、消すなんて、ひどいです、紫藤様っ」

　強引な突き挿いれだったけれど、陵りよう辱じよくされたとは思わない。身体は確かにはっきりと悦よろこんでいるし、こうして愛されることを渇かつ望ぼうしていた相手を本気で詰なじりたいわけでもない。

　それでも、困こん惑わくが大きくて、返す声が震えた。

「私は謝らぬぞ、立夏。強情なそなたが悪い」

　紫藤は凜りん然ぜんと言い放って身を屈かがめ、立夏にそっと口づけた。

「ふ……、う……っ」

「呪じゆ禁ごん師しの異能はもう消えた。諦あきらめて、私の妃きさきとなれ」

「……でも、剣の技ぎ倆りようまで消えたわけではありません」

　迷いながら異議を唱えた唇くちびるを、何度も啄ついばまれる。紫藤の熱い充じゆう溢いつを吞みこまされたまま、優やさしいキスを繰り返されるうちに混乱が凪なぎ、頭の芯までもが溶けてしまいそうになる。

「立夏。私が望んでいるのはそなたを兵にすることではない。妃になると申せ」

　わずかに残った理性と頷うなずきたい気持ちとが胸の中でせめぎ合う。

　答えに迷って視線を泳がせた直後、紫藤がいきなり腰を使いはじめた。

「あっ」

「そのように強情を張り続けるのなら、私にも考えがある」

　太くて長いペニスが抜け落ちる寸前まで引き出されたかと思うと、次の瞬間には分厚い亀頭のふちで痙けい攣れんする粘膜をずるるるっとえぐりながら体内へ戻ってくる。

　熟うれた媚肉の狭いあわいを、圧あつ倒とう的な質量を誇ほこる楔くさびの丸々とした亀頭が力ちから尽ずくで押し広げる。隘路の奥を荒あら々あらしく掘ほりこまれ、立夏は高い悲鳴を迸ほとばしらせた。

「ああぁ！」

「立夏。私の精力は獣けものと同じ。そなたが無意味な抗あらがいをやめるまで、こうしてそなたを責め抜いて啼なかせ続けるぞ」

　紫藤が突きこみの角度を変えて、立夏の中を激しく穿うがつ。

「あ、あ、あ、あ、あ……！　そんな、の……っ、卑ひ怯きよう、ですっ」

　抗こう議ぎをしたつもりの声は蕩とろけきっていて、ぬかるんだ肉にく筒づつは雄の責めを誘さそうように粘ねん膜まくを淫いん猥わいに蠕ぜん動どうさせた。

「卑怯でもかまわぬ。私はどうしても今こ宵よい、そなたを妃にしたいゆえ」

　言って、紫藤が抽ちゆう挿そうを速める。

「ああぁっ」

　極太のペニスが凄すさまじい速度で出入りを繰くり返す。前へ後ろへ、右へ左へと獰どう猛もうに動き回る熱くて長い剛ごう直ちよくに、媚び肉にくがごりんごりんと突つき刺される。

　猛たけ々だけしい律動のつど、紫藤の大きな陰いん囊のうに汗あせで湿しめった肌をびたっびたっと強したたかに叩たたかれる。時折、紫藤が立夏の名を呼んで口づけてくると、密着した腹部のあいだでペニスが押おし潰つぶされた。鋭するどい快感に悶もだえて背を反らせば、空に突き出た乳首を舌先で弾はじかれ、転がされる。

「ひぁっ、あああ……。紫藤様……っ」

「立夏。兵は諦めて、私の妃になるか？」

　甘く掠かすれた声で問いかけ、紫藤が腰の動きを大きくする。

　うねる粘膜を硬かたい亀頭のふちでずぼずぼと深く掘りこまれ、身体の芯が痺しびれた。身体の内でも外でも、鮮あざやかな歓かん喜きが爆はぜていた。あまりに強きよう烈れつな感覚に、いつしか再び勃ぼつ起きしていたペニスが限界を訴えて蜜口をわななかせる。

　もう、快感を追うこと以外、何もできなかった。

「あっ、あっ！　紫藤様、駄だ目めっ、駄目……っ」

「強情な。まだ嫌いやだと申すのか」

　立夏のこぼした言葉の意味はわかっているはずだ。なのに、意地の悪い肉にく食しよく獣じゆうの顔つきで笑んだ紫藤が、腰こし遣つかいをさらに速めながら立夏の陰囊を尾おの先で刺さした。

　丸く膨ふくれて張りつめていた皮膚の表面がぐぼっとえぐれ、立夏の脳のう裏りに閃せん光こうが走る。

「──あああぁん！」

　あられもない喘あえぎと共に、立夏は白い精を飛ばした。

「……っ。よく、締しまる」

　痙攣して収縮する肉筒を何の手加減もなしに掘りこむ雄の形が、変化しはじめた。大きく脈動した幹が一層膨れ上がって容積を増し、その太い切っ先がずずずっと伸のびてくる。

「あっ、そんな……っ。おお、きっ」

　体内で直に感じたあからさまな変化に本能が怯おびえた。反射的に腰を捩よじったものの逃げられるはずもなく、信じられない奥深くへどすりと亀頭を突き立てられた。

「ああっ！」

　立夏は空を蹴った足先をきつく丸め、悶もん絶ぜつした。

「そなたの欲しがっていたものだ、立夏。受けとめよ」

　ぶしゅっと音がしそうな勢いで噴き出て逆巻いた礫つぶてのような粘ねん液えきに、爛らん熟じゆくした肉を叩かれた。

「ひううぅ！」

　ねっとりと重い粘液をびゅうびゅうと迸らせるあいだも、紫藤は腰こしの動きをとめなかった。

　吐精後も逞たくましく漲みなぎったままの硬かたいペニスで、ぐっしょりと濡ぬれた隘あい路ろをごりんごりんと突かれ続ける。肉と肉とが荒々しく擦こすれて縺もつれる狭はざ間まで、立夏の滲にじませる愛液と大量に撒かれた白濁とが混ざり合って、じゅぷじゅぷと淫猥に泡あわ立だっているのがわかる。

　ぐずぐずに溶かされた粘膜は雄々しいペニスにぴったりと絡からまりつき、奥を捏こね突いた紫藤が腰を引くたび、一いつ緒しよに持っていかれてぐぼっと捲れる。そして、その拍ひよう子しに泡立った白濁が漏れ飛んだ。

「あ、あ、あ……」

　自分のこの姿に欲よく情じようしている雄おすのペニスの大きさと太さ。情熱的な抽挿を繰り出す腰遣いの強きよう靭じんさ。体内をずっしりと満たす白濁の重さや、中から漏れたそれが肌はだをすべり落ちていくこそばゆさ。

　何もかもが気持ちがよくて愛いとおしく、立夏は息がとまりそうな歓喜の波に襲おそわれた。

「紫藤、様……。もう、駄目……。とまって……、とまって、ください」

　広い背に腕を回し、立夏は弾はずむ吐と息いきのあいだから懇こん願がんする。

「私の妃になるのであれば」

　紫藤が突き上げの速度を落とし、腰をゆっくりと回しながら笑えんだ。蕩けた肉襞をぬちゅうと捏ねられ、立夏は眦まなじりを熱くする。

「……本当に俺でいいんですか？」

「何度もそう申しておる。そなたは私の妃だ。ただひとりの伴はん侶りよだ」

　鼓こ膜まくに深く沁しみこんできた優しい囁ささやきが、どうしようもなく嬉うれしかった。

　込み上げてきた喜びで声が詰つまり、立夏は何度も何度も頷うなずいた。　>>>♥







　頰ほおを優しく撫なでる指に誘われて瞼まぶたを上げると、片かた肘ひじを突いて横おう臥がする紫藤がこちらを見つめていた。寝しん台だいを囲む帳とばり越ごしに明るく透すき通とおった陽ひの光を感じる。

「朝陽を浴びて微睡まどろむ我が妃きさきは、天人のように麗うるわしい」

　目覚めるなり贈おくられた賛辞に少し面食らい、立夏は淡あわく苦笑する。

「麗しいのは紫藤様だと思いますけど」

　愛し合って初めて迎むかえた朝の光が何だか面おも映はゆくて、紫藤の胸に頰をすり寄せたとき、どこからか仙川の声が聞こえた。朝あさ餉げの準備の指示をしているらしい。ほかにも幾いく人にんかの女によう房ぼうたちの気配がする。紫藤の部屋の周りの格こう子しを上げているようだ。

　女房たちは間もなく、紫藤の更こう衣いのために寝しん所じよへ入ってくるだろう。その前に服を着て、自分の部屋へ戻もどらねばならない。紫藤にとって立夏は妃でも、仙川たちにとっては単なる居い候そうろうの異界人にすぎないのだから。

　急いで身を起こした立夏に紫藤が長い尾を巻きつけ、甘く微笑ほほえむ。

「そう狼狽うろたえずともよい。そなたを妃にしたことは、もう仙川に伝えてあるゆえ」

　その言葉通り、ほどなく寝所に現れた仙川も女房たちも顔色ひとつ変えずに、立夏の身み支じ度たくを手伝った。傅かしずかれ慣れている紫藤は平然としていたが、立夏は濃こい情事の痕あとを見られることへの動どう揺ようが抑おさえきれなかった。

　湯ゆ殿どのにだけはどうにかひとりで入り、仙川が用意してくれていた直衣のうしと指さし貫ぬきを纏まとう。

　着き替がえたあとはそのまま紫藤の部屋で朝食をとることになり、篝丸も呼ばれた。

「今日はめでたい日ゆえ、無礼講だ。いつものように寛くつろぐがよい」

　紫藤にそう促うながされても、何がめでたいのかわからず、居い心ごこ地ちが悪そうに固まっている篝丸を立夏は膝ひざの上に乗せた。普ふ段だんなら、膝に乗せた篝丸の口に食べ物を運んでやるのはおやつ時だけのことなのだが、今朝は照れくささも手伝ってくっついていたい気分だった。

「ほう。そなたは寝ねるときだけではなく、食事時もそのように立夏に甘えておるのか」

　紫藤が篝丸に揶揄からかう眼まな差ざしを向け、おかしげに笑う。

「ひどうございます、立夏様。これでは、私はただの甘えん坊ぼうの子供です」

　潤うるんだ目で訴うつたえると、篝丸は立夏の懐ふところへもぐりこんで隠かくれてしまった。

「出ておいで、篝丸」

「恥はずかしいから嫌いやでございます」

　早く立派な近この衛えになりたい篝丸は、まだ本当に子供なのに甘えん坊だと思われたことがよほど恥ずかしかったらしい。立夏の懐から垂らした小さな尻しつ尾ぽをぶんぶん振ふった。

「篝丸、出て参れ」

　笑みを含ふくんだやわらかな声に呼ばれ、篝丸は慌あわてたようにころんと転がり出て、立夏の隣となりに背筋を伸のばして座る。その愛らしい様子に、紫藤が美しい双そう眸ぼうを穏おだやかに細める。

「そなたらの睦むつまじさは真まことの親子のようだな。いっそ、本当の親子となるか？」

「──できるんですか、そんなこと」

　前のめりに尋たずねた立夏の横できょとんと目を瞠みはった篝丸を見やり、紫藤が言う。

「篝丸、立夏は私の妃きさきになった。そなたは皇族ではないゆえ、東とう宮ぐう妃ひの養子にはなれぬ。だが、猶ゆう子しになることは可能だ」

　猶子とは、相続権を持たない義理の子供のことだという。

「富も地位も己おのれの力で一から築かねばならぬがな。どうだ？」

　様々なことに驚おどろいているようで、青い目をまん丸にしている篝丸を立夏は抱だき上げる。

「篝丸、俺の子になってくれるか？」

「もったいないお言葉です、立夏様」

　青い目と一緒に、篝丸の丸い顔がくしゃりとゆがむ。

「もったいないわけないだろう。お前みたいに可愛かわいくて賢かしこい子が俺の子供になってくれたら、こんなに嬉しいことはないよ」

「私も嬉しゅうございます。夢のように幸せでございます」

　ぎゅっと抱きついてきた篝丸に、立夏は頰ずりをした。

　伴侶ができて、子供もできた。ひとりぼっちで生きる寂さびしさを知っているぶん、家族を持てた喜びが胸の中で大きく膨らんだ。

　嬉しくて幸せで、箸はしがなかなか進まなかった。いつもより時間がかかった朝食が終わった頃ころ、仙川が盆ぼんに小皿と鋏はさみを載のせて持ってきた。

「紫藤様、こちらでよろしゅうございますか？」

　頷うなずいた紫藤の前に盆が置かれる。

「立夏、そなたの髪かみを一ひと房ふさくれぬか？」

　東雲式の結けつ婚こんの儀ぎ式しきか何かだろうか。不思議に思いつつ「どうぞ」と頷くと、紫藤が立夏の前まえ髪がみの先を少し切った。

「その髪、どうするんですか？」

　訊きいた立夏に、紫藤が優やさしい笑みを向けて言う。

「そなたと共に過ごした日々の証あかしに」

　紫藤のつややかな尾が、立夏の頰をするりと撫でる。

「……証？」

　返された言葉の意味が理解できずに首を傾かしげたときだった。

　部屋の中の空気が陽炎かげろうのように大きく揺ゆらぎ、その向こうから白い衣ころもを纏まとい、錫しやく杖じようを持った数名の呪じゆ禁ごん師しが現れた。

　ふたりの呪禁師が立夏の両りよう脇わきを抱かかえて立たせる。

「──な、何するんですかっ」

「立夏様！」

　立夏を守ろうとして指貫にしがみついた篝丸を、紫藤が引きはがして抱だき寄せる。なぜだろうか。紫藤は突とつ然ぜん乱入してきた呪禁師たちにまるで驚いていない。

「篝丸のことは案ずるな。そなたの子は私の子と同じ。篝丸は私が責任を持って養育する」

「紫藤様？　どういうことですか！」

　一体、何が起こっているのかさっぱり見当がつかず、狼狽える立夏の足もとを、呪禁師たちが呪じゆ文もんのようなものを唱えながら錫杖で突つく。立夏を囲むように光の輪が浮うかび上がったかと思うと、身体からだが動かなくなる。

「立夏。そなたには殺し合いのない安あん寧ねいな世で恙つつがなく生を全まつとうしてほしい。それが私の願いだ」

　嫌だ、と叫さけぼうとしたが声が出ない。

「私は昨夜、そなたを妃にした。私の妃は生しよう涯がい、そなただけ。そなた以外の妃は決して娶めとらぬ」

　立夏様、立夏様、と暴れる篝丸をしっかりと抱いたまま、紫藤は微笑ほほえむ。

　その美しい笑みが網もう膜まくに深く沁しみこんできて、あとからあとから涙なみだが溢あふれた。

　自分を見つめる紫藤の目は澄すんでいて、紡つむがれた言葉には偽いつわりがないと確信できた。

　そして、立夏はようやく理解した。羅ら刹せつの進軍に関する情報は、きっと伊沙羅の話のほうが真実だったのだ。だから、紫藤は立夏を滅めつ亡ぼうの危機に立つこの国から元の世界へ戻そうとしている。おそらく昨夜、立夏を抱いたとき、紫藤はもう決意していたのだろう。

「息災で暮らせ、立夏」

　別れを告げられた瞬しゆん間かん、目の前が白い光に包まれた。

　眩まぶしくて咄とつ嗟さにきつく閉とざした瞼を上げたとき、立夏は川沿いの夜道に立っていた。

　見慣れた夜の家路だ。

　この道を歩いて家に帰りたいと恋こいしく思ったことも確かにあるけれど、今はもう何の愛着も感じられない光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめて、立夏は涙を流した。

　頰を伝い落ちる涙と一いつ緒しよに、ほんの少し前まで胸を満たしていた幸福感が跡あと形かたもなく消え失せた。安全な世界で寿じゆ命みようを全うできたところで、紫藤と篝丸がいなければ何の意味もない。ひとりでただ生きながらえるだけの人生に、幸せなど一片も見み出いだせはしない。

「俺の稼かせぎに文句があるんなら、お前が働け、デブ！」

「四つ子抱えて、どうやって働くのよ、ハゲ！」

　ふと耳に刺ささった聞き覚えのある男女の怒ど鳴なり声にまたたいた直後、大きな水音がした。川のほうへ視線を巡めぐらせると、泳ぐ人ひと影かげが見えた。

　もしかすると、空間を移動しただけでなく時間も遡さかのぼって、あの夜に帰ってきたのだろうか。──だとすれば、泳いでいるのは呪禁師のはず。

　立夏は涙をぬぐって、橋のたもとの階段を駆かけ下りる。黒々とした水みな面もから這はい上がってきて、咳せきこんでいる小こ柄がらな人影に声を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　顔を上げたのは間ま違ちがいなく、あの夜に出会った若い呪禁師だった。立夏を見やって目を大きく瞠った呪禁師の手には、掌てのひらサイズの奇き妙みような形の鏡が握にぎられていた。

「市花……立夏様ですね？」

　まだ東雲国と──紫藤と繫つながっていることに安あん堵どして頷いた立夏に、呪禁師が不思議そうに「一体、そのお姿は？」と尋ねた。







　直衣姿と全身濡ぬれ鼠ねずみ。互たがいに、誰だれかに目もく撃げきされると通報されかねない格好なので、立夏は琥こ珀はくと名乗った呪禁師を急いで家へ連れ帰った。

　道すがら、立夏は琥珀に、川に落ちたあと東雲国へ流れ着き、ひと月暮らしたことを告げる。驚いていた琥珀は、半年ほど前から東京で過ごしていたという。

　鉢はち植うえに隠していた合あい鍵かぎで家の中へ入り、琥珀にまずシャワーを使わせた。よほど大切なものなのか、琥珀は鏡を持ったまま風ふ呂ろ場ばに入った。

　風呂場に隣りん接せつする台所で、立夏は頭の整理をするためにコーヒーをいれた。ひと月ぶりに口にするそれは、ただ苦いだけだった。味覚がすっかり変わってしまったことを自覚すると、東雲国へ帰りたい思いが胸から溢れて苦しくなった。

　飲みきれないコーヒーを持て余して数分経たった頃、琥珀が貸したジャージに着替えて出てきた。立夏には琥珀の力のすべてが移ったわけではないようで、その額には朱あかい徴しるしがあった。

「ありがとうございました、立夏様。身体が温まりました」

「……夢で、君を見たよ」

　琥珀には温かいほうじ茶を出し、古いテーブルを挟はさんで向かい合う。

「はい。長いあいだ、お捜さがししておりましたので、立夏様の気配を見失わないように印をつけるため、夢にお邪じや魔まさせていただきました」

「捜してたって、どうして？」

「東雲で暮らされたのでしたらご存じかと思いますが、我が国は今、羅刹の襲しゆう撃げきを受け、亡国の危機を迎むかえております」

　ほうじ茶を一気に飲み干し、琥珀は言った。

「この窮きゆう地ちを救えるのは、かつて羅刹を地底に封ふう印いんした半神半人の呪禁師・真城様の末まつ裔えいで、なおかつ純潔を保たれているお方のみ。こちらの世界には真城様の子孫が幾いく人にんかいらっしゃいますが、尊き神の血を宿しておられたのは立夏様ただおひとりでした！」

　興奮気味の琥珀の説明によると、立夏の遠い祖先は気まぐれに異界を渡わたり歩き、偶ぐう然ぜん出会った娘むすめと恋に落ちてこちらの世界に住み着いた呪禁師らしい。そして、その呪禁師は、真城の子孫だったという。

　そう聞かされて、立夏は首を傾げる。

「東雲国にいるあいだ、あちらのことを少し学んだけど、真城という呪禁師はそもそも伝説の人物だろう？」

「いいえ。羅刹封ふう印いんの功績を朝ちよう廷ていのものとするため、真城様は伝説として歴史から葬ほうむり去さられてしまいましたが、実在されたお方です。現に、真城様の作られたこの玉鏡は宝ほう物もつ殿でんに収められているときには曇くもって何も映しませんでしたが、私がこちらの世界へ来ると立夏様の存在を感じられて突然光り出し、私を立夏様のもとへ導いてくださったのです。それに、立夏様は呪禁師ではないにもかかわらず、私の力を吸い取られました。それも、立夏様に真城様の──太古の神の血が宿っておられる証です」

　自分が本当に真城の子孫だとしたら、琥珀の力を奪うばってしまった説明もつく。だが、自分が神の子孫だなどと告げられても、なるほど、そうだったのか、と受け入れることは難しい。

　困こん惑わくしてふと、紫藤から聞いたある話を思い出す。

「皇城の宝物殿から剣けんと鏡を盗ぬすんだ呪禁師って、もしかして……」

「はい。私と、師の白はく雲うん様です。白雲様はいずれ結界の綻ほころびが広がって、地底から羅刹の大軍が這い出てくると予言されていたにもかかわらず、耳を貸す者は誰もおりませんでした」

　それゆえの、国を救うための苦肉の策だったのだ、と琥珀は口くち惜おしげに言った。

「羅刹を再び完全に封印するには、真城様の剣を用いなければなりません。しかし、真城様の剣は宝物殿の奥深くに収められておりました。真城様は伝説の人物にされ、その聖なる剣も単なる上代の宝ほう飾しよく刀のひとつとして扱あつかわれておりましたが、宝物は宝物。異界のお方を真城様の子孫だと連れてきても、刀に触ふれされてはもらえなかったでしょうから」

　盗み出した聖剣は今、隠いん遁とんの術を得意とする白雲が持っており、琥珀が真城の子孫を連れ帰る日を待っているのだという。

　琥珀がこちらへ持ってきた玉鏡は東雲国とこの世界を繫ぐ通信機でもあるそうだ。その玉鏡を琥珀はうっかり川へ落としてしまい、捜さがすために欄らん干かんに立っていたらしい。琥珀と一緒に川に落ちたとき、水中があんなに光って見えたのも、玉鏡のせいなのだろう。

「とにかく、すぐに東雲国へ戻もどって、紫藤様に話を聞いていただこう。紫藤様は道理のわかった方だし、君たちが剣と鏡を盗んだことを特に怒おこってもいなかったから、わけを話せばきっと罰ばつせられたりはしないはずだ」

　琥珀の話を鵜う吞のみにしたわけではないものの、今はとにかく紫藤のもとへ帰りたかった。自分の幸せを願ってくれてのことだとしても、あんな別れ方など納なつ得とくできるはずがない。それに、もし本当に自分が真城の子孫ならば自分の居場所はここではなく、紫藤のいるあの国なのだ。

　急せかした立夏を見やる琥珀が、怪け訝げんそうな表情を作る。

「立夏様は東とう宮ぐうをご存じなのですか？」

　どこから話そうか迷い、腕うでを組んで首を傾かたむけた直後、琥珀が立夏を凝ぎよう視しして息を吞のんだ。

「立夏様。その額……。まさか……、純潔を失われたのですか！」

　ひどく真しん剣けんな顔で詰つめ寄られ、立夏は反射的にそうだと認める。そして、東雲国での出来事を簡単に説明した。

「そんな……。真城様の聖剣を抜ぬくことができるのは、あなた様おひとりでしたのに……。それでは、我らが重ねた苦労がすべて水の泡あわではありませんか！」

　絶望したように声を震ふるわせ、だが琥珀はすぐにはっとして頭を下げる。

「お許しください。言葉が過ぎました。立夏様も東宮も事情をご存じなかったのに……」

「俺は呪禁師の徴は失ったけれど、剣は多少使える。君と同じくらい、東雲国を守りたいと思ってる。だから、俺を一緒に連れて行ってくれないか」

　それはできません、と琥珀が首を振ふる。

「私の力の多くは、立夏様の中へ流れてしまいました。先ほど玉鏡で何度も試しましたが、白雲様と気を通じ合わせることすらできませんでした」

「……じゃあ、君はずっとここにいることになるのか？」

「いえ。この世界にはあちこちに東雲国へ通じる道がございますので」

　それは、人には見えない洞どう窟くつのようなものらしい。

「どこにあるかは予あらかじめ調べてあります。少し時間はかかりますが、そこを使って戻ります」

「その道は、呪じゆ禁ごん師しでなくても通れるんだろう？」

　だからこそ、東雲国では異界人のことを誰もが知っているに違ちがいない。

　そう思った通り、琥珀は戸と惑まどい気味に「ええ」と頷うなずく。

「なら、どうして同行させてくれてないんだ」

「危険だからです。私の力は今、とても弱くなっています。立夏様と一緒にその道へ入っても、途と中ちゆうではぐれてしまうかもしれませんし、同じ場所の同じ時間にたどり着ける保証などありません。もし、何十年、何百年もずれた時代へおひとりで落ちてしまったら、どうされるおつもりですか。真城様の血の力を失ってしまった立夏様をお捜しする術すべは私にはないのですよ？」

　それでもかまわない、と間かん髪はつをいれずに立夏は返す。

「……私は東雲の民たみですから、自分の生まれ育った国を無条件に愛いとおしく思います。ですが、この国は東雲国とは比べものにならない、夢のように素す晴ばらしい文明国ではありませんか。なのになぜ、わざわざこの国を捨てようとなさるのですか？」

「東雲国には、ここにはない、命に代えても守りたいものがあるからだ」

　紫藤を、篝丸を強く想おもって告げた立夏の前で、琥珀が持っていた玉鏡が光った。

　その鏡面に、紫藤の姿が映る。紅こう錦きんの直ひた垂たれに深しん紅くの鎧よろいと母ほ衣ろを纏まとい、長い髪かみをひとつに纏まとめて高く括くくっている。背後に見える景色は戦場ではなく、宮中のようだ。紫藤のそばには伊沙羅がおり、ふたりは何かをしきりに言い争っていた。

『立夏を元の世界に戻す代わりに、お祖父じい様の望み通りの帝みかどになると私は誓ちかいました』

　突とつ然ぜん、鏡から声が聞こえた。

『しかし、妃きさきは娶めとらぬ約束です！　お祖父様の推おす親しん王のうを次の東宮にいたしますゆえ、それでよいでしょう！』

　声こわ高だかに言い放った紫藤の首には、小さな袋ふくろが下げられていた。鎧姿にはちぐはぐなそれは、デニム地で作られていた。きっと、山さん荘そうで会った夜に立夏が穿はいていたものだ。

　見なくても、その中に何が入っているのかわかり、息が詰まりそうになった。

『そうは参りませぬ。先日のあの猫ねこの元服式で殿でん下かが御ご加か冠かん役を務められ、夏か月げつなどという分不相応な名まで与あたえられたことで、あの者をまさか養子にされるおつもりではないのかと誰もが動どう揺ようしておりまする。皆みなの乱れた心を鎮しずめるためにも早そう急きゆうに妃を娶られ、御お子こを儲もうける必要がございます』

『いい加減になされよ、お祖父様！　羅ら刹せつどもに都に攻せめ入られようとしている今、妃の話などをしている場合ではありませぬ』

『こんなときだからこそ、殿下の血を残しておかねばならぬのです！　殿下の御おん身みに万が一のことあらば、玉座は沙霧宮のものになってしまいますぞ！』

　伊沙羅がヒステリックに叫さけんだところで、映像は途と切ぎれた。

　琥珀から奪うようにして鏡を振ってみたが、再び紫藤の姿を見られることはなかった。

「紫藤様……」

　愛おしい孤こ高こうの皇おう子じの名を呟つぶやくと、会いたくて堪たまらなくなって眦まなじりに涙なみだが滲にじんだ。

「琥珀さん、頼たのむ。俺も一いつ緒しよに連れて行ってくれ」

　今のやり取りだけでははっきりしないが、東雲国では立夏が去ってからかなりの時間の経過があったようだ。伊沙羅が口にしていた「元服した猫」とはおそらく篝丸のことだろう。東雲国では元服は人間なら十一歳からおこなわれるので、生後半年だった篝丸がその年ねん齢れいに達したということは少なくとも三ヵ月程度が経っているということだ。

　そのあいだに、羅刹の軍が都に迫せまったのだろう。

「……お許しください、立夏様。あなた様をお連れすることはできません」

　琥珀は静かに、だがきっぱりと立夏の願いを拒こばむ。

「私は呪禁寮りようにいた頃ころ、東宮と右大臣の諍いさかいを何度も聞いたことがあるので知っておりますが、東宮は即そく位いを望んでおられませんでした。にもかかわらず、立夏様のためにその堅かたかったお気持ちを翻ひるがえされたご様子。立夏様を何よりも深くご寵ちよう愛あいされているからこそでしょう。立夏様をこちらの世界へ戻されたのも、それゆえのはず。東宮は、立夏様に争いのない平安の世で生きてほしいと願われたのでしょう？　私には東宮のお気持ちを無にすることはできません。立夏様は東宮のお心に従い、こちらの世に留まるべきです」

「嫌いやだ……」

　自分のことを想ってくれる紫藤の心はわかる。わかるからこそ、紫藤のもとへ戻りたい気持ちがいっそう強くなる。

「ここがどれだけ平和な世界だろうと、紫藤様のいない世界じゃ生きる意味がないんだ！」

　紫藤のいる世界へ帰りたい。それだけを願って心からの叫びを発したときだった。

　──ならば、行け。我が裔こはなよ。

　頭の中で不思議な声が響ひびき、玉鏡から眩まぶしい光が溢あふれて部屋の中を白く染めた。







　樹木や土の匂においを強く感じて目を開けると、そこは森の中だった。隣となりには琥珀もおり、足もとには玉鏡が落ちている。

「ここ、は……？」

「白雲様がお隠かくれになっている森に似ていますが、でも、まさかそんなことは……」

　ふたりで森の中を見回していると、ふいに目の前の大木の輪りん郭かくが空気に溶とけるようにゆがんで、その中からひとりの男が現れた。

「白雲様！」

　薄うす汚よごれた衣ころもを纏い、美しい宝ほう飾しよくの施ほどこされた太た刀ちを大切そうに抱いだく壮そう年ねんの男の前に、琥珀が膝ひざを突つく。

「琥珀よ、困難な務めをよく果たしてくれた」

　穏おだやかに笑えんで、白雲は立夏の前に恭うやうやしく額ぬかずいた。

「長年お捜さがし申し上げておりました、市花立夏様。羅刹に苦しめられ、侵しん略りやくされようとしているこの国をどうかお救いください」

「白雲様。立夏様はもう……、真城様の血を失われてしまいました……」

「何を申す、琥珀。立夏様はこのように麗うるわしき神の御お徴しるしをお持ちではないか」

　窘たしなめられた琥珀が怪訝そうに立夏を見やって叫ぶ。

「立夏様、額に銀の御徴が！」

　渡わたされた鏡に顔を映すと、消えたはずの呪禁師の徴が額に刻まれていた。それも、元の赤ではなく、銀の──。

「どうして……」

　鏡に映った徴を呆ぼう然ぜんと凝視し、立夏はふと肌はだ寒ざむさを感じた。精神的なものではない。ほんの数時間前までいた東雲国は夏だったのに、季節が変わっている。

　動転していたので目に映っていても気づけなかったが、多くの木々は葉を落としている。

　もしかして、紫藤と出会う前に移動して、純潔を失う前の身体からだに戻もどってしまったのだろうか。──いや、そんなことが起きるなら、時間を遡さかのぼってあの川べりへ戻されたときにそうなっていたはずだ。おそらく、時間は進んでいる。先ほど、玉鏡で見たあの時間に近いのかもしれない。

　確認してみると、今は霜しも月つきだった。やはり、時は三ヵ月進んでいる。

「羅刹の軍はどこにいますか？」

「青鱗城を陥おとし、都の北の城じよう壁へきに攻こう撃げきを仕し掛かけております。東宮は奮戦されておりますが、もういくらも持ちますまい」

　半月前に陥かん落らくした青鱗城のそばに、新たな結界の綻ほころびが生じたそうだ。呪禁師たちが近づけないために塞ふさぐことができないその穴はこれまでに確認されたものの中でも最大級の亀き裂れつで、そこから羅刹が次々と湧わき出ているという。

　帝は皇城に留まっているものの、羅刹軍のあまりの数の多さに恐おそれをなした人々が毎日雪崩なだれを打って都から逃にげ出しているそうだ。その中には貴族や軍人も多く含ふくまれているらしい。

「元々、朝ちよう廷てい軍は数の上で劣おとっておりましたが、今や城壁を守れていることが不思議なほどにその差は圧あつ倒とう的です」

　白雲はため息をついて言い、立夏をまっすぐに見つめた。

「立夏様、どうか羅刹を薙なぎ払はらい、この国をお救いください」

「そうできるなら、もちろんしたいです。でも、俺は本当にあなたたちが捜していた人物なんでしょうか？　それに、彼の言う通り、俺はもう純潔ではありません」

　戸と惑まどう立夏の前で、白雲が唐とう突とつに刀を抜ぬこうとした。だが、鞘さやと刀身が溶よう接せつでもされているかのようにびくともしない。

「これは真城様の作られた剣けんで、この通り、私めには抜けませぬ」

　抜けない剣を、白雲は立夏に「どうぞ」と差し出す。

「宮中のぼんくら共は、この剣が古く、錆さびついているがゆえに抜けぬなどとぬかしておりますが、大きな誤り。これは真城様がご自身の血を混ぜて鍛たん刀とうされたもの。真城様の血を受け継つぐ方にしか操れぬだけで、錆びてなどおりませぬ。どうぞ、お確かめください」

　柄つかを握にぎった立夏に、白雲が「刀はすぐにおしまいください」と付け加える。

「この場には無用の強力な霊れい気きが放たれますゆえ」

　半信半疑で立夏は柄を引く。何の抵てい抗こうもなくすらりと抜けた刀からまばゆい光が舞まい散った。眩しさのあまり慌あわてて刀を鞘に押しこんだ立夏は、一変した周囲の光景に瞠どう目もくした。

　冬が近いはずなのに、立夏たちの周囲にだけ青々とした緑が蘇よみがえり、花が咲さいている。

「これで、おわかりでしょう。立夏様は間ま違ちがいなく真城様の子孫。それに、あなたはすでに真城様のお声を聞いておられるではありませんか」

　白雲が恭うやうやしい手つきで玉鏡を持つ。力の弱まった琥珀は白雲と言葉を交わせなかったが、白雲のほうは玉鏡を通じて立夏たちの会話を聞いていたそうだ。

「この玉鏡には真城様の霊気が残っております。あなたをこちらの世へ送られたのは、あなたの想いに感かん銘めいされた真城様なのですよ」

　言われてみれば、あの不思議な声は確かに立夏を「我が裔」と呼んだ。

「でも……、呪禁師の力は純潔を失うと消えるはずでしょう？」

　いかにも、と白雲は朗らかに笑った。

「しかし、真城様もその子孫であられるあなたも神の血を宿しておられます。人の理ことわりを超こえた存在であられますゆえ、純潔も獣けもの人びとも関係ありませぬ。現に、真城様は大層お盛んな方で、たくさんのお子を儲もうけられましたよ。もちろん、徴を持たれたままで」

「は、はあ……。そうですか」

「さあ、立夏様。急ぎ、東宮をお助けいたしましょうぞ」

　この短時間に見聞きしたのは、驚おどろくしかないことばかりだ。納なつ得とくできたかと問われると素直に頷うなずきがたい気持ちがまだ強い。だが、紫藤を守りたい一心で立夏は「はい」と応じる。

「白雲様。私はお供はできません。ここに置いていってください」

　そう願い出た琥珀に、白雲が眉まゆを吊つり上げた。

「捕とらえられることを恐れておるのか？」

「まさか。宝ほう物もつ殿でんから真城様の聖剣と玉鏡を持ち出したのは、東雲国のため。この身など、どうなっても、悔くいはございません。しかし、私は力の大半を失ってしまいました。立夏様と白雲様の足手まといにはなりたくありません」

「何を申すか。お主の力はとっくに戻っておるではないか」

　師の言葉に、琥珀はきょとんと目をしばたたかせたあと、空に高く浮うき上がった。

「まことに！　力が戻っておりまする！」

　琥珀は地に降りて、はしゃぐふうに叫さけぶ。

「自分の力のこともわからぬとは、まったく、この未熟者めが」

　鼻筋に皺しわを寄せた白雲に、立夏は都までの距きよ離りを問う。

「北に向かって駿しゆん馬めで五日。しかし、天てん馬まをお呼びくだされば、ほんの一いつ瞬しゆんでございます」

「天馬？」

「真城様の愛馬です。真城様が亡くなられたあと、天に戻ってしまいましたが、立夏様がお呼びになれば、再び降りてくるでしょう」

「……真城って三千年前の呪禁師ですよね？　その馬、まだ生きてるんですか？」

「天馬でございますれば」

　白雲に促うながされるまま天に向かって念じると、本当に天馬が空を駆かけ降りてきた。大きな羽を羽ばたかせる美しい白馬が二頭──。

『ほう。真城の子孫はなかなか見み目め麗うるわしいではないか。気に入った』

　居い丈たけ高だかに言った白馬は藍らん翠すいと名乗り、もう一頭を妻の朝あさ涼すずだと紹しよう介かいした。







　藍翠の背から見下ろしたそこに、立夏の知る都の光景はなかった。

　どの大路小路にも人の姿はなく、巨きよ大だいな街は死んだような静けさに包まれている。ジャージ姿の琥珀と朝涼に跨またがる白雲の話では、都に残っているわずかな者たちは皆みな、家の中に閉じこもり、息を潜ひそめているという。都の中央に聳そびえ立つ皇城の柱や瓦かわらの朱しゆ色いろだけが鮮あざやかなまま光り輝かがやいているさまが、却かえって空くう虚きよだ。

　閑かん散さんとした都の空を北上すると、空気が俄にわかに一変した。

　都を囲む城壁の北側で、凄すさまじい怒ど号ごうと刃は鳴なりと弦つる音おとが響ひびいていた。鋭するどい鉤かぎ爪づめを使って城壁を登る羅ら刹せつと、その上で迎むかえ撃うつ朝廷軍の兵士たち。城壁の外にも内側にも、無数の骸むくろが積み重なっていた。鬨ときの声とも悲鳴ともつかない叫び声が反はん響きようする中で死し臭しゆうと血臭が混ざり合い、大気を重く澱よどませている。

「火矢を放て！」

　一ひと際きわ勇ましい咆ほう哮こうが高く響き渡る。その聞き慣れた声の先を立夏は辿たどった。

　城壁の上へ辿り着く羅刹を深しん紅くの母ほ衣ろを翻ひるがえしながら次々に斬きり、兵士たちを鼓こ舞ぶする紫藤の姿を見つけた。

「藍翠、東とう宮ぐうのもとへ！　深紅の鎧よろいを纏まとった方だ」

　藍翠が空を蹴けって下降する。白雲と琥珀を乗せた朝涼があとに続く。

　紫藤の率いる朝廷軍も、城壁を攻せめる羅刹軍も空を駆ける二頭の天馬に気づき、呆ほうけたように動きをとめる。神話でしかなかったはずの天馬の姿に、どよめきの波が広がる。聖剣の発する霊気を感じ取ったのか、羅刹の中には地中へもぐって逃げ出す者もいた。

「立夏！」

　城壁の上から自分を呼ぶ紫藤と視線を絡からませ、立夏は真城の聖剣を抜き、高くかざした。

　一面を白い光が覆おおう。その激しい閃せん光こうが収まったとき、羅刹はひとり残らず消えていた。空を見上げて固まっていた兵士たちがやがて我に返り、怒ど濤とうめいた歓かん声せいを上げた。







「九く頭ず竜りゆう夏月か。強そうな名前だな」

「はい。勇ましい武官になれるよう、竜楼様がつけてくださいました」

　立夏の膝ひざの上で、直ひた垂たれ姿の篝丸改め夏月が誇ほこらしげに告げた。

　そこは東宮舎の中の、立夏の部屋だ。夏月は元服後に新しく部屋を与あたえられて居住場所が変わったそうだが、ここは紫藤の命によって、ずっと立夏の部屋のままだったという。

　数時間前に、立夏と共に皇城に戻った紫藤は、正せい殿でんでおこなわれている廟びよう議ぎに出ている。羅刹を封ふうじた立夏への報ほう償しようと、その手助けをした白雲と琥珀の処しよ遇ぐうを決めるためだ。

　当事者ではあるけれど、立夏は無む位い無む冠かんのため、白雲と琥珀は手配中の罪人であるために、廟議への参加は許されなかった。

　藍翠と朝涼は久しぶりの下界をじっくり見物したいそうで旅に出てしまったが、立夏が呼んだときにはどこにいても瞬しゆん時じに戻ってきてくれるらしい。

「それにしても、篝丸……じゃなかった、夏月。ずいぶん大きくなったな」

　抱き上げた夏月は小さな仔こ猫ねこではなく、すっかり成せい猫びようの身体からだになっていた。青く透すき通っていた目も黄味の濃こい琥こ珀はく色いろに変わっている。

「私はもう元服をすませた大人でございますゆえ」

　羅刹との戦いのせいで、元服と同時に受ける予定だったらしい官人登用試験である考試が延期になってしまったため、夏月にはまだ位がない。

　代わりに二色から剣けん術じゆつの指南を受け、来月にも一兵士として戦いに加わるつもりだったという。青鱗城が陥かん落らくした戦いで二色は負傷して前線を離はなれ、鐡は命を落としてしまったそうだ。

「お前が戦いに出る前に戻もどってこられて、本当によかった」

　心の底からそう思い、立夏は夏月をぎゅっと抱だきしめる。

「これからはずっとお前と一いつ緒しよだよ」

　頰ほおずりをして告げると、夏月が目を丸くした。

「てっきり、こうしてお会いできるのは、今日が最後だと思っておりました」

「どうして？」

「立夏様は太古の神の血を宿す尊きお方ですから、もう直接お声を聞くことも叶かなわないだろうと……」

「それは逆だ」

　言いながら、紫藤が部屋の中へ入ってくる。廟議が終わったようだ。紫藤は直衣のうしに着き替がえていた。

「本来なら、徴しるしの戻った立夏のそばに元服した獣人は置けぬからな。そなたがそうして仔猫のように立夏に甘えることができるのは、立夏が色しき香こうを発さぬ神の末まつ裔えいゆえだ」

　流れる口調で言葉を紡つむぎ、紫藤は立夏の腕うでの中から夏月を取り上げて、床ゆかの上に下ろす。

「ただし、そなたはもう子供ではないのだから、立夏と褥しとねを共にすることはできぬぞ」

「はい、竜楼様」

　神しん妙みように頷いた夏月の頰を父親のような優やさしい手つきで撫なでて、紫藤は「今こ宵よいはもう下がれ」と退室を命じた。

「私も立夏に積もる話があるゆえ」

「では、失礼いたします」

　ぺこんと一礼をして部屋を出る夏月に「また明日あしたな」と声をかけると、夏月の尾おが嬉うれしげにふりふり揺ゆれた。

「紫藤様。白雲さんと琥珀さんは……」

「呪禁寮りようへの復ふく籍せきが認められた」

「じゃあ、処しよ罰ばつされないんですね」

　胸むねを撫で下ろした立夏を、紫藤がまっすぐに見つめて問う。

「なぜ戻ってきた」

「俺は紫藤様の妃きさきでしょう？　一生、紫藤様のそばを離れるつもりはありません」

「……帝みかどは私への譲じよう位いを条件に、そなたとの婚こん儀ぎを許してくださった」

　静かに言って、紫藤は立夏を抱き寄せる。

「私は即そく位いする。力及およばず、荒こう廃はいさせてしまった都の再建を果たすのが、私の責務ゆえ」

　そこで一度言葉を区切り、紫藤は続けた。

「私は今まで宮中には──この都には、表面上はどれだけ恭うやうやしくとも、内心ではけだものの皇子である私を蔑さげすむ者しかおらぬと思っていた。だが……、貴族や官人が次々に都を捨てて逃にげる中で城じよう壁へきに留まり、私と共に戦ってくれる者が多くいた。彼らが示してくれた忠義に報いるためにも、一日も早く都を立て直したのだ」

　立夏に向く目には、揺るぎない決意の光が宿っていた。

　伊沙羅との取引や、自分との婚儀のための即位ではない。紫藤は、国と民たみのことを深く思って帝となるのだとはっきりとわかった。

「紫藤様。俺、まだ自分の持つ血への自覚がありませんし、人には抜ぬけない剣けんを抜ける以外に何ができるのかもよくわかりませんけど、精せい一いつ杯ぱい、紫藤様をお支えします」

「此こ度たびのことで忠臣を得られたとは言え、私の周囲には味方ばかりがいるわけではない。大きな気苦労をかけるだろうが、それでも、かまわぬのか？」

　立夏は紫藤の尾を胸に抱き、「もちろんです」と笑った。

「紫藤様と、そして夏月と一緒にいられるなら、どんな苦労だって平気です」







「一日も経たっていない？」

　燭しよく台だいから放たれるオレンジの光が淡あわく広がる寝しん台だいの上で、立夏の纏まとう直衣と指さし貫ぬきを脱ぬがせた紫藤の眉まゆが跳はね上がる。

「ええ。あちらへ帰されたときも、こちらへ戻ってきたときも時間を飛び越こえて移動したようなので、俺の中ではまだ一日未満です」

　突とつ然ぜんの別べつ離りの苦しみを味わったり、想像もしていなかった血の秘密を知って驚おどろいたり、愛する者たちとの再会に涙なみだしたり。

　とても目まぐるしい一日でした、と立夏は苦笑する。

「何やら釈しやく然ぜんとせぬな」

　言いながら最後に残った単衣ひとえの帯を少し乱暴な手つきで解いた紫藤は、立夏を押おし倒たおした。

　自身も素早く単衣姿になり、膝立ちの格好で立夏の腰こしを跨ぐ。そして、立夏の単衣の前を開くと、露あらわになった胸に手を当てた。しなやかな張りのある胸筋が描えがくささやかな膨ふくらみを確かめるように、紫藤は掌てのひらをゆっくりと回す。

「んっ……」

　捏こね揉もまれる胸がじんわり熱くなる。紫藤の掌の下で乳首が芯しんを持って凝ってゆく。

　硬かたく勃たち上がった肉芽が押しつぶされて拉ひしやげ、根元からぐにぐにと回し転がされる。胸を炙あぶられるような快感に、吐はく息が震ふるえた。

「私はそなたを失った悲しみに、三月も耐たえていたのだぞ」

「お言葉ですが、紫藤様。俺は紫藤様のおそばに残ると決意して、そうお伝えしたのに、無理やり帰したのは紫藤様ですよ？」

　漏もらされた不満にやんわりと不満をぶつけ返すと、「確かにな」と紫藤が淡く笑んで、立夏の乳ち首くびを摘つまんだ。

　指の腹のあいだに強く挟はさまれた刺し激げきで、肉芽はさらに硬こう度どを増す。硬く尖とがれば尖るほど、通った芯をくりくりときつくねじり上げられ、肌はだの火ほ照てりが深まっていった。

「だが、私はそなたに生きてほしかったゆえ、ああするよりほかになかったのだ。だから、そなたをこの腕に抱けぬ悲しみに溺おぼれはしても、そなたを帰したことを悔くやみはしなかった」

　その言葉に一片の偽いつわりもないことがはっきりとわかる強い口調で紫藤は告げる。

「この世を去るときには愛しい者と共に逝ゆくことが幸福だと申す者もおるが、私はそうは思わぬ。愛する者を黄泉よみへの道連れになど、したくはなかった」

　胸から離れた手が、立夏の頰へ移る。

「……紫藤様は羅ら刹せつとの戦いで討ち死にするつもりだったのですか？」

「そなたにはお祖父じい様の話は大げさだと申したが、私が告げたことも真実とはいささか違ちがったゆえな。もちろん、羅刹どもにこの首をただくれてやる気は毛頭なかったが」

　頭上から、やわらかな光を湛たたえた眼まな差ざしが降ってくる。

　紫藤が自分をどれほど強く深く愛してくれているのかは、痛いほど伝わってくる。だから、昨夜つかれた優しい噓うそを責めようとは思わないし、生しよう涯がいでただひとりの伴はん侶りよに選んでくれたのなら紫藤が苦境に立っているときこそ隣となりで支えたかったと言い募つのるのは間ま違ちがいだと思う。

　けれども、三ヵ月ものあいだ、不利な戦せん況きよう下で朝ちよう廷てい軍を率い、都を守り通した紫藤が秘めていた覚かく悟ごのことを考えると、胸がひりついた。

　意に反して元の世界へ戻されて辛つらかったが、紫藤もまた辛かったのだ。背負うものが途と方ほうもなく大きいぶん、立夏以上に──。

「……壮そう絶ぜつな三ヵ月でしたね」

　立夏は咄とつ嗟さに起こした身をずらし、膝ひざ立ちの紫藤に抱きつく。

「まことに。兵ひよう部ぶ卿きよう宮が都を捨てて逃げたほどだ」

　驚いて瞠どう目もくした立夏の首筋を撫で、紫藤は静かに言葉を紡つむぐ。

「兵部卿宮は風ふう雅がを好まれる心の繊せん細さいな方ゆえ、日々報告される、いつ都に攻せめ入られてもおかしくない戦局の悪さに耐えられなかったのであろう」

　都を捨てたのは兵部卿宮だけではないとは言え、国の軍事防衛を司つかさどる省の長官が我が身の安全だけを図はかって逃とう亡ぼうした罪は誰だれよりも重いはずだ。

「兵部卿宮は処罰されるのですか？」

「本来ならば。しかし、兵部卿宮の一行は行き方知れずだ。宮本人はともかく、宮の家族や供の者に罪はない。どこぞでひっそり暮らしておればよいが」

「そうですね……」

　決して偽ぎ善ぜんではなく、本心から立夏は頷うなずいた。

　兵部卿宮の行動は、自身の立場に付ふ随ずいする責任を無視した許されないものだ。だが、それは単なる利己主義というよりは、愛する家族と生きながらえたいという人としての本能に突つき動かされたものだったかもしれない。

　真実を確かめる術すべはないけれど、夕星の姫ひめ宮みやの──まだ十八の少女の心境を考えると、せめて無事でいてほしいと願わずにはいられなかった。

「その兵部卿宮の件では、お祖父様はさすがに立つ瀬せがない様子だった」

　微び苦く笑しようをこぼし、紫藤は立夏の頤おとがいをくすぐる。

「都を──この国を救ったそなたに無体を働いた負い目もあるはずゆえ、有力貴族らが一ひと悶もん着ちやく起こしそうなそなたとの婚儀の際には、せいぜい暗あん躍やくしてもらおう」

　腰を下ろした紫藤に口づけられる。

「んっ、ふ……ぅっ」

「立夏……。私の妃はそなただけ。私は生涯、そなたの僕しもべだ」

　唇くちびるを甘く食はまれ、舌を吸われる合間に鼓こ膜まくが溶とけてしまいそうな愛の囁ささやきが降ってきて、胸の中で喜びが舞まう。

「紫藤、様……。好き、です……。愛しています……」

　大きな幸福感ごと紫藤を抱だきしめ、何度も口づけを交わした。

　やがて唇が離はなれていったとき、立夏は紫藤の単衣の下腹部が盛り上がっていることに気づいた。少し躊躇ためらいつつも、紫藤の単衣の前を開いた直後、雄お々おしい肉の剣が眼前に現れた。

　太々と笠かさを広げる亀き頭とうに、幾いく本もの血管を浮うき立たせている棍こん棒ぼうめいた赤黒い幹。その根元には叢くさむらが黒々と濃こく茂しげり、どっしりとした陰いん囊のうが重たげに垂れている。

　目覚めた血のせいか、いつものような思考回路を灼やく匂においは感じない。代わりに、頭の中には天てんを衝ついて聳そびえ勃つ長大な雄おすへの愛いとおしさで満ちていた。

　眼前の怒ど張ちようをまじまじと眺ながめてから、立夏はその前へ屈かがみこむ。そして、脈動する幹を根元から舐なめ上げ、分厚く張り出した亀き頭とう冠かんを舌先でつついて吸った。

「……っ、立夏……」

　掠かすれた声を漏らした紫藤が立夏の髪かみを梳すき、うなじを撫なでる。

　与あたえられる甘美な愛あい撫ぶに陶とう然ぜんとしつつ、立夏はどうしようもなく愛おしい熱ねつ塊かいに唇を寄せ、舌を這はわせた。大きすぎて口に含ふくめないぶん、丁てい寧ねいに。

　ほどなくどっと溢あふれはじめた先走りで硬く張りつめた幹だけでなく、強こわい叢や陰囊までもが濡ぬれて、ぬらぬらと照りだした頃ころ、「もうよい」と欲よく情じようにまみれた声で制された。

　単衣を奪うばわれて肩かたをそっと押される。仰あお向むけになった立夏の脚あしを性急な手つきで割った紫藤も、自らの単衣を脱ぎ捨すてる。

「甘い蜜みつの匂いが香かおってきそうな潤うるみ具合だな」

　揶や揄ゆするように笑われて、立夏はようやく気づく。

　この瞬しゆん間かんまで目の前の雄しか意識していなかったが、立夏のペニスも真っ赤に膨れてぐっしょりと濡れ、後こう孔こうも花はな襞ひだの奥から淫いん液えきを滴したたらせているのがわかる。

「あ……」

　亀頭の先の秘唇から糸を引いて垂れ落ちる欲情の雫しずくが、燭台の灯あかりを反射して光るさまがあまりにみだりがわしく、深い羞しゆう恥ち心しんが突き上がってくる。

　反射的に秘所を覆おおい隠かくそうしたが、それより早く窄すぼまりを指で突かれた。

「あっ、ん」

　ぬかるんだ蜜みつ壺つぼは長い指の侵しん入にゆうを何の抵てい抗こうもなく許し、根元までするりと吸いこんだ。

　擦こすられた内ない壁へきがくちゅぅっと卑ひ猥わいに粘ねばる水音を響ひびかせる。

「ふ、ぁ……」

「中もよく濡れて、もう蕩とろけておる」

　艶えん然ぜんと笑んだ紫藤が二本に増やした指を前後させ、大きく回転させる。隘あい路ろを突き捏ねられ、媚び肉にくをほぐされる感覚に、腰が高く浮いて揺ゆれる。

　はしたないその動きのせいで、弓なりに反って下腹部に穂ほ先さきをつけていた屹きつ立りつも一いつ緒しよに、透とう明めいな蜜を散らしながらぷらんぷらんとしなったが、恥はずかしいと思う気持ちはもうどこかへ飛んでしまっていた。

「あ、あ……っ。ああぁ……っ」

　肉にく筒づつを捏ね穿うがつ愛撫に劣れつ情じようが煽あおられ、同時に散らす声もどんどん高くなってゆく。官能の炎ほのおに炙られる身体からだが、指よりももっと太くて長いものに愛されることを望んでいた。

　立夏は紫藤の指をきつく食い締しめ、下か肢しを力ませた。肌を燃やす身体の意図を察したかのように、指は粘ねん膜まくを引っ搔かきながらにゅるりと抜ぬけ出た。

「はっ、あ……、んっ」

「別のものがほしいのか、立夏」

「は、い……」

　火照る身体が求めるままに頷いてねだると、紫藤が隆りゆう々りゆうと猛たける自身の肉の楔くさびを扱しごき上げた。

　粘ねん度どの強い淫液をぶしゅっと噴ふん出しゆつさせた先せん端たんが、ゆっくりと立夏のそこへ向けられる。

「あっ。あつ、い……っ」

　ぼたぼたと滴したたってきた粘ねん液えきを吞のみこまされた花襞が、その熱さに驚おどろいて波打つ。肉にく環わの表面がひくんひくんと震ふるえて、ぎゅっと収縮した瞬間だった。

　硬かたく窄まった環わを、熱塊に貫つらぬかれた。

「──ああああぁっ」

　圧あつ倒とう的な質量を誇ほこる極太の杭くいがわななく肉環を限界まで引き伸のばして、立夏の体内にずぶずぶと入りこんでくる。

　凄すさまじい圧力で襞を捲めくり上あげる紫藤の怒張は、濡れそぼつ肉筒をかき分け、掘ほりえぐりながら躊ちゆう躇ちよなく侵入を深める。

「ひぅっ……。あ、あ、あ……、紫藤様っ。ああぁっ！」

　紫藤の太い尾おを幾いく度どとなく受け入れてきたそこは、快感を柔じゆう軟なんに吸収する器官へと作り替かえられている。巌いわおのように硬い怒張を深く吞みこむのがまだ二度目でも、痛みはない。

　それでも圧あつ迫ぱく感かんは大きく、息が詰つまりそうになる。酸素を求めて喘あえぎ、逃にげを打つように捩よじった腰こしを摑つかまれ、最奥まで一気に突きこまれた。

　まだ今日は荒あらされていない深い場所の肉をどすりと串くし刺ざしにされた衝しよう撃げきが重く響き、立夏のペニスは根元からぶるぶる躍おどり上がって弾はじけた。

「──あああ！」

　頭の中で尖とがった歓かん喜きが破は裂れつして、白い飛ひ沫まつがびゅうぅっと高く噴ふき上がる。

「立夏。そなたの中は、桃とう源げん郷きようのように心ここ地ちがよい」

　激しい痙けい攣れんの波を広げる粘膜を亀頭のふちでごりっと擦られ、内うち腿ももが引き攣つった。

「ひうぅっ」

　目が眩くらみそうな快感に足先をきつく丸めて悶もだえた拍ひよう子しに、体内を侵しん略りやくした怒張の凶きよう器きめいた輪りん郭かくを強く感じてしまい、立夏は腰を躍らせた。その振しん動どうが萎なえたペニスを卑猥に回し、鈴すず口くちから透明な蜜をにゅるっと細く押し出した。

「う、う、う……、あっ、は……ぁ、んっ」

「立夏、そなたはどうだ？　私と同じように、心地よいか？」

　紫藤が腰を小刻みに律動させ、甘やかさと獣じゆう性せいが混ざり合った声で問いかけてくる。

「ああっ……、ぁ……んっ」

　極きわまりの快感が広がる肉筒はびくびくと収しゆう斂れんを繰くり返し、そのせいで粘膜が紫藤の雄にぴったりと絡からみついてしまう。よりはっきりと紫藤の雄々しい形状と熱を感じるだけでも腰こし骨ぼねが崩くずれ落ちそうになるのに、狭せばまろうとする隘路を丸々とした亀頭の先で強引にこじ開けられ、ぐりぐり突かれる強きよう烈れつな感覚に立夏は空を蹴けって悶もん絶ぜつした。

「あっ……、ひうぅっ」

「立夏、どうなのだ？　教えてくれ」

　紫藤は結合部を強く密着させ、長大なペニスの切っ先をさらに奥へ押しこむようにして立夏の答えを促うながす。

「──い、い……ですっ。すごく……、気持ち、いい……っ」

　両手で敷しき布ふに爪つめを立てながら、立夏は震える声を散らす。

　気持ちがいい。身体だけでなく、心までも溶けてしまいそうに。

　その大きすぎる快感は、それによって自分が自分でなくなってしまうのではないかという怖こわさと紙一重で、立夏は極まりの余よ韻いんが収まるまで動かないでほしいと訴うつたえようとした。だが、舌が縺もつれて上手うまく動かず、告げたかった言葉はあられもない嬌きよう声せいにしかならなかった。

「あ、あ、あぁっ！　くっ、ふぅ……っ」

　眦まなじりに涙なみだの溜たまった目で紫藤を見つめると、低い唸うなり声が落ちてきた。

　それが、激しい抽ちゆう挿そうの始まりの合図だった。

　勝手に染しみ出す蜜と雄の先走りでぬかるむ隘路の表面を、張り出した亀頭のふちが深くえぐりながら後退する。そして、肉環を抜け出る寸前にその亀頭は痙攣する粘膜をかき分けて戻もどってきて、先端で立夏の奥を押し開く。

「あああ！　あぁ……！」

　長くて太い肉の杭が、やわらかく蕩けた内壁をごりごりと容よう赦しやなく擦り、突つき刺さす。ただでさえ強烈な快感を、浮き上がった臀でん部ぶにどっしりと膨ふくれた陰囊がびたっびたっと当たって跳はね上がる甘美な刺し激げきが増ぞう幅ふくさせる。

「くっ、ふぅ……うっ」

　逞たくましい剛ごう直ちよくの突き上げは苛か烈れつで、立夏を激しく揺さぶった。爛らん熟じゆくした媚肉と一緒に頭の中まで搔き回されているようで、眼前で火花が散った。

　肉と肉が絡みついて縺れ合う、淫いん猥わいに粘り着く水音を聞いているうちに、下肢が溶とけ崩れて身体がどこかへ飛んでいきそうな錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　立夏は咄とつ嗟さに視界の端はしで捉とらえた尾を胸の前に引き寄せ、ぎゅっと握にぎって縋すがった。

「──っ、立夏。そのように強く握るな」

　きつく寄せた眉まゆ根ねに男の色気を滲にじませる紫藤が、腰こし遣つかいを速くして立夏を諫いさめる。

　ない交ぜになったふたりぶんの淫液にまみれた肉の洞うろをずりずりと強く穿たれ、立夏は長い尾を握り締めたまま空を蹴る。

　いつの間にか再び赤く膨らんでいたペニスがぐぐっと反り返って、淫液をぴゅっと飛ばす。

「あぁあっ！」

「立夏……っ」

「無理っ！　無理、だから……っ、う、動か、ないでっ」

　背を弓なりにしならせて訴えた唇くちびるを甘あま嚙がみし、紫藤が笑った。

「それこそ無理というものだ、立夏」

　あでやかな獣けものの笑えみを湛たたえた紫藤の双そう眸ぼうが強く光ったかと思うと、抜き挿さしの激しさがさらに凶きよう暴ぼうなものになる。

「──ああっ！」

　太々と張り出した亀き頭とうが立夏の体内を掘りえぐり、じゅぶじゅぶと荒あら々あらしく捏こね突き回す。

　どうにかなってしまいそうに気持ちがよく、立夏は紫藤の尾を力いっぱい抱だき締めて、高く喘いだ。

「あっ、あっ……。は……、あぁん！」

　次々と襲い来る尖った快感に我を忘れ、紫藤の動きに合わせて腰を振ふっていたさなか、蕩けきった蜜壺を搔き回していた雄おすがふいに形を変えはじめた。

　元々巌のごとき硬さを誇っていた肉の杭が膨ぼう張ちようして硬こう度どを増し、隘路の中をぐうううぅっと伸び上がってくる。内側から押し広げられた粘膜がじゅっと灼やかれて、熱くて堪たまらない。

「あ、あ、あ……。おお、き……っ」

　その変化の意味はわかっているものの、あまりに獰どう猛もうな変へん貌ぼうぶりに怯おびえて縮まろうとした柔じゆう壁へきをぐぼっと串刺しにされた瞬しゆん間かん、紫藤が大きく脈動して弾けた。

　空を切る音が聞こえてきそうな勢いで噴出した重い粘液に熟うれた媚肉をしとどに叩たたかれて、立夏も吐精した。色の薄うすくなった精液が蜜みつ口くちからどろりと垂れ落ちた。

「くっ、ふぅ……。あ、あ、あ……」

　四し肢しの先から力が抜けて、もう尾を握っていられなくなる。身体をぐったりと弛し緩かんさせて、立夏は啜すすり啼ないた。

「立夏……」

　紅潮した立夏の頰ほおを撫なで、紫藤が射精後も容積のあまり変わらない肉の凶器をずるりと引き抜ぬいた。

　塞ふさぐもののなくなった孔あなから、愛し合った証あかしが流れ落ちてくる。ぬるりぬるりと肌はだを舐なめられる刺激に小さく痙攣する身体からだを、紫藤は呼吸が整うまで優しく抱だいてくれた。

「もう何度抱いても消えぬのはわかっていたが、本当に消えぬのだな」

　うっすらと汗あせが浮うく立夏の額にそっと口づけ、紫藤が笑う。

　呪じゆ禁ごん師しの徴しるしのことを言われているのだと気づくまで、少し時間がかかった。

「私の匂においも感じぬのか？」

「ええ……。紫藤様からいつも香かおっていた、何も考えられなくなる匂いは消えています」

「それは残念だ」

「どうしてですか？」

「この徴が赤かった頃ころ、そなたに尾ではないほうを挿いれてくれとねだられるたび、私は生殺しにされる気分で耐たえていたのだぞ？　憚はばかることが何もなくなったのだから、今こ宵よいから思う存分、そなたの欲ほつするものを与あたえようと思っていたのに」

「……生殺しの気分は俺も同じでしたよ」

「それでも、そなたは毎晩何度も私の尾で極まっていたではないか。私もそなたの中でそうしたいと思う欲よく望ぼうを抑おさえていたのだから、私の味わった辛つらさはそなたよりも大きい」

　断言する口調を放った直後、紫藤が立夏の身体を自分に背を向ける横おう臥がの格好にして片足を持ち上げた。双そう丘きゆうの割れ目が広がってあらわになった肉環を、尾の先がいきなりくぐる。

「あっ」

　長くて太い尾おの不意打ちの侵しん入にゆうを受け、肌が一気に総毛立ち、鎮しずまりかけていた火ほ照てりが瞬しゆん時じに蘇よみがえる。

「──あっ、はっ」

　速い挿そう入にゆうの勢いで肉が拉ひしやげ、中に溜たまっていた白はく濁だくがびゅうっと飛び散る。敏びん感かんになっていた粘ねん膜まくをずるるる、ぬるるるっと擦こすられる感覚が、快感の埋うずみ火を搔かき立てた。

「立夏。今宵はべつのものが欲しいとは言わぬのか？」

　抽挿の勢いを増しつつ問いかけた紫藤が、立夏の乳ち首くびの片方を爪つま先さきで弾はじき上げた。

「あっ！　や、ぁ……っ」

　同時に施ほどこされた種類の違ちがう快感に、ペニスが萎なえたままでびくびくと震ふるえて秘唇をわななかせた。

「何が嫌いやなのだ？　そなたが好きだと言ってくれた尾で、そなたをこのように精せい一いつ杯ぱい愛いとおしんでいるのに」

　少し意地の悪い声音が耳じ朶だを甘やかにくすぐった直後、尾が右へ左へ回転しながら荒々しい侵入をさらに深めた。

「ああぁ！　う、そ……、深い……っ」

　指でも、長大なペニスでも届かない奥の奥をずりりっと擦られ、狂くるおしい歓喜の波がうねり立った。

　神経が焦こげつきそうな深く鋭するどい悦えつ楽らくに胴どうが大きく震え、控ひかえ目な膨らみをはらんだペニスが硬度を持ってぴぃんと空に突き出た。

「すごいな……」

　なかば感心したように呟つぶやいた紫藤が、立夏の痴ち態たいを悦よろこぶように埋めた尾をくねらせた。

　ペニスが勃たち上がる瞬間の卑ひ猥わいなさまを観察された羞しゆう恥ち心しんで狼狽うろたえるように収縮した隘あい路ろをずぼずぼとえぐり回されて、眼前が白んだ。

　あ、と思った瞬間には、激しく波打って口を開いた秘唇から何かを噴ふん出しゆつしていた。

　ぷしゃあぁっと耳を塞ぎたくなる水音が部屋の中に響ひびく。明らかに射精や粗そ相そうとは感覚が違う。けれども、ならば何なのか見当もつかないそれはいっそ美しい放物線を描えがいて壁かべ際ぎわまで飛んだ。

「はっ……。あ、あ、あ……」

　めくるめく歓かん喜きに涙ぐみ、立夏は肉にく筒づつの中の尾をぎゅうぎゅうと締しめつけて悶もだえた。そのせいで隘路がえぐれて、新たな愉ゆ悦えつが生まれる。

「し、どうさま……っ。あ、あ、あぁん」

　荒あらい息を弾はずませて、腰こしをのたうたせたときだった。

　ふいに背後の気配に異変を感じた。硬かたく、逞しかった筋肉が、何だか妙みようにやわらかくてふわふわしている。

　首を巡めぐらせると、紫藤が雪ゆき豹ひように変化していた。燭しよく台だいの灯あかりを纏まとう白と黒の被ひ毛もうがつややかに煌きらめいている。

「二度目の交わりで潮を噴ふくとははしたない。そなたがあまりに淫みだらゆえ、本性を抑えられなかったではないか」

　むすりと言って、紫藤は立夏から身を離はなす。

「……紫藤様？」

　反射的に伸のばした手が、「今はむやみに触ふれるな」とすいっと躱かわされる。

「このように興奮した状態ではすぐに人の姿に戻もどれぬ。下手へたに刺激されると、この姿のまま、そなたに襲いかかるやもしれぬ」

　ふと視界に入った紫藤の下腹部では、獣のペニスが猛たけっていた。

　人の姿のときとは、形も色も違う。尾よりもわずかにほっそりしていて、人のそれよりも長い。亀頭がないそれは先せん端たんがつるりと尖とがった細長い円えん錐すい形だ。切っ先よりも色の濃こい幹は、無数の小さな棘とげでびっしりと覆おおわれている。

　人間のペニスとはかけ離れた形状の勃ぼつ起きで、立夏を怯えさせないようにという気き遣づかいなのだろう。寝しん台だいを下りようとした優やさしい雪豹の背を、立夏は抱きしめた。

「紫藤様。俺は紫藤様の尾も耳も、雪豹の姿も好きです。紫藤様のすべてが好きです」

「……獣の私に抱かれるのも厭いとわぬというのか？」

　恐きよう怖ふ心がまったくないわけではない。

　けれど、立夏の胸の中では禁きん忌きを犯おかす怖こわさよりも、紫藤への愛おしさが勝まさっていた。そして、この国で紫藤と共に生きてゆくと決めた覚かく悟ごを身体でも示したいと思った。

「俺は紫藤様の妃きさきですから」

　立夏はつややかな被毛の上をすべらせた手で、美しい雪豹のペニスを握にぎった。幹を覆う棘に痛いと感じる硬さはなかった。掌てのひらの圧力を跳はね返かえすしっかりとした弾だん力りよくはあるものの、ゼラチンのようにぷにぷにとやわらかく、肌に心ここ地ちいい。

「俺は獣けもの人びとには反応しないようですし、もう紫藤様から理性を失う香かおりを感じることもなくなりました。でも、紫藤様だけを……、どんな姿をされていても紫藤様のすべてを求めることが俺の本能だと思うんです」

　そう告げた立夏を、振り向いた紫藤が押おし倒たおした。紫藤は立夏の下腹部に座りこんだ。無数の棘を纏って猛る勃起が、張りを失ったペニスに擦りつけられた。

「あっ……」

　雄はずりっずりっと上下に大きく動く。敏感な場所の皮ひ膚ふを無数の突とつ起き物でこりこりと引っ搔かれ、時折感じる淡あわい茂しげみを棘に梳すかれるような刺し激げきも堪たまらなく甘美だった。

　秘ひ唇しんがくちゅうっとざわめいて悦びの証である蜜を細く吐はいた。糸を引いて垂れ落ちたそれをざらつく舌で舐め取られ、腰が濫みだりがわしくせり上がって揺ゆれた。

「はっ……、ぁんっ」

「本物の交わりをまだ二度しか知らぬはずなのに、我が妃はまことに淫らだ」

　気高い雪豹の顔は、立夏のはしたなさを諫いさめるかのようにきりりと険しい。けれども、声こわ音ねははっきりと悦ぶもので、立夏は小さく笑った。

「知ったばかりのことだから、色々と興きよう味み津しん々しんなんです」

「では、私は夫の務めとして、そなたの興味を満足させねばならぬな」

　口角を優美に上げた紫藤が身体の位置を少しずらした。

　花はな襞ひだを綻ほころばせたままの肉にく環わに雄おすの先せん端たんが押し当てられる。立夏は、反射的に息を詰つめた。張り出す雁かり首くびがないせいでなめらかに侵入してきたペニスは、無数の棘で媚び肉にくを浅くえぐりながら根元までぬぷんと埋まった。

　初めて知る禁忌の感覚が生むのは恐怖や嫌けん悪おではなく紛まぎれもない興奮で、爪先が痙けい攣れんした。

「苦しくはないか？」

　優しい声音で尋たずねてきた獣の背に、立夏は腕うでを回して抱きつく。自分の膨ふくらんだペニスをつややかな被毛に擦りつけ、苦しみも痛みも感じていないことを身体で告げる。

「紫藤様……、いい……っ。気持ち、いい……」

　感じる愉悦を素直に訴うつたえた唇を、そっと舐められた。

「立夏。私は母親にすら厭われたこの身を、自分自身でも疎うとんじていた。なれど、そなたのおかげで、そんな蟠わだかまりも溶とけたようだ」

　凜り々りしく美しい雪豹の顔にやわらかな笑みが浮かぶ。

「そなたに誓ちかおう、立夏。この国と私の心に平安を導いてくれたそなたを、この世の誰だれよりも幸せにする」

「紫藤様と篝丸が……夏月がいれば、俺はそれでもう十分幸せです」

　笑みを返した立夏を見つめる双そう眸ぼうを細めた紫藤が、ずんっと腰を突つき上げる。

「ああっ！」

　獣の抽ちゆう挿そうが始まった。人間の腰こし遣づかいとは違って単調で小刻みな前後運動しかできないぶん、ぐっしょりとぬかるんだ肉筒を出入りする速さは凄すさまじかった。

　内部に残っていた体液が粘膜ごとぬちゅぬちゅと攪かく拌はんされて泡あわ立だち、接合する肉と肉のあいだから漏もれ飛んでゆく。

　荒あら々あらしい抜ぬき差しのつど、浅い部分の媚肉が棘に引っかかって絡からまりついたままぐぽっと捲めくれ上がっては内部へ巻きこまれて、脳のう裏りで快感の火花が爆はぜる。

「あ、あ、あ！　紫藤様っ、紫藤様……っ！　いい……、いいっ」

　息絶えてしまいそうなほど気持ちがよくて、幸せだった。胸に満ちるのは愛する者とひとつに溶け合あう悦びと歓喜だけで、禁忌を犯した後こう悔かいなど微み塵じんも湧わかない。

　愛おしい獣に縋すがりつき、激しく揺さぶられながら、立夏は深い幸福感に溺おぼれた。　>>>♥







　やわらかな春風が吹ふき抜けた大路を、風ふ呂ろ敷しき包づつみを抱かかえた直ひた垂たれ姿のサバトラ猫ねこが走っていた。彼はどこからか風に運ばれてきた桜の花びらを頭に張りつけていたけれど、まるで気づいていない様子だ。大勢の人や獣人が行き交う賑にぎやかな通りを折れて小道に入り、開店準備中の茶屋へ飛び込んで叫さけんだ。

「かあ様、合格したよ！　明日あしたから学問所に通えるよ！」

「本当かい、お前」

　纏う衣ころもは小こ袖そでだが、模様はまったく同じサバトラ猫が、丸い目をさらに丸くする。

「本当だよ、かあ様。ほら、学問所で使う教書ももらってきた」

　直垂姿のサバトラ猫が誇ほこらしげに風呂敷包みを見せる。

「これから半年、学問所で学んで、課試に合格したら大学寮りように入れるし、大学寮をちゃんと卒業して考試に受かったら、役人になって官位がもらえるよ」

「獣人でも官人になれる日が来るなんてねえ。春の夢を見てるみたい」

　母親猫はふっくらとした頰ほおに手を当てて笑い、もう片方の手の先で息むす子こが頭に乗せていた桜の花びらを払はらう。

「とう様が死んでしまって、一時はどうなるかと途と方ほうに暮れたけれど、思い切って都に出てきてよかったわ」

「僕、早く右う近こん衛えの少しよう将しよう様みたいな立派なお役人になって、かあ様に綺き麗れいな衣をたくさん買うよ」

「九く頭ず竜りゆう様みたいに出世するのかい？　それは楽しみねえ」

　母親猫がふふふと嬉うれしそうに笑うと、息むす子こ猫ねこも同じ笑顔になる。

「そうだ、かあ様。帰ってくる途と中ちゆうで、右近衛少将様を見たんだ。真っ白の天馬に乗って、空を颯さつ爽そうと駆かけておられたよ。きらきら光る綺麗な太た刀ちを佩はいたお姿がとても凜々しくて、僕、思わず見み惚とれてしまって──」







「──立夏。立夏！」

　額にひやりとした感かん触しよくを覚えて目を開けると、あでやかな直衣のうしを纏まとう紫藤が心配げにこちらを覗のぞきこんでいた。辺りには明るい陽ひの光が満ちていて、仙川の姿もある。

　だが、サバトラ猫の母子はどこにもいない。夢を見ていたのだ、と立夏はぼんやり思う。

「やっと気がついたか、立夏。薬くす師しを呼ぶところだったぞ」

「……紫藤様？」

　心底ほっとしたふうな紫藤の様子に首を傾かしげて起き上がったそこは、立夏の部屋の寝台だった。身体からだの汚よごれは清められ、清潔な単衣ひとえを着せられていた。

「立夏様、ご気分はお悪くありませんか？」

「ええ、特には……」

　ようございました、と頷うなずいて、仙川は紫藤を眇すがめ見た。

「仲がおよろしいのは結構です。が、立夏様はほんの先日まで無む垢くなお体だったのですから、ご無体なことはお避さけくださいませ」

　仙川のぴしゃりとした声に、紫藤は「うむ」と短く頷く。

　どうやら、紫藤と抱だき合っている最中に意識を失ったようだ。身み繕づくろいをしてくれたのは、仙川だろう。もしかしたら、ほかにも加わった女によう房ぼうが何人かいたかもしれない。

　紫藤の妃になるということは、自分の身体の管理を自分だけでできなくなるということだ。早く慣れるしかないのだろうけれど、意識のない身体をどうされたのだろうと考えると顔に濃こい朱しゆが散ったし、要するに「いい年をして童どう貞てい処女だった」という意味の言葉を発せられて、猛もう烈れつな恥はずかしさを感じた。

「では、私は朝あさ餉げのご用意をいたします」

　言って、退室しかけた仙川がくるりと振ふり返る。

「夏月のぶんの膳ぜんもこちらに？」

「むろんだ」

　かしこまりました、と一礼をした仙川が部屋を出ると同時に、立夏は寝しん台だいの上に倒れこむ。ちょうど目の前にあった美しい尾おを引き寄せて、顔を埋うずめる。

「何をしておる、立夏。朝から催さい促そくか？」

「……違ちがいます。恥ずかしくて悶もん絶ぜつしているんです。しばらくそっとしておいてください」

「呪じゆ禁ごん師しの徴しるしの意味を教えたときにも思ったが、そなたの恥ずかしがり方は変わっておるの」

　楽しげに笑って、紫藤は立夏の髪かみを梳すく。

「私は愉ゆ快かいで好ましいと思うが、陛下の御ご前ぜんではそのような奇き行こうは慎つつしまねばならぬぞ」

「……陛下の、御前？」

「今こ宵よい、そなたと夏月に会いたいと仰おおせだ」

「陛下が、こちらへいらっしゃるのですか？」

「いや。陛下はそなたと夏月の昇しよう殿でんをお許しくだされた」

　婚こん儀ぎへの第一歩だ、と紫藤が甘やかに囁ささやいた声が、耳の奥でふわふわとこだまする。

　先ほどの夢が、いつかそうなればいいのにという単なる願望なのか、古いにしえの神の血が見せた予知夢なのかはわからない。婚儀や紫藤の即そく位い、そして次の東とう宮ぐうを決める際には、多くの問題が湧き出てくるだろう予感もする。けれども、紫藤と夏月と三人で共に歩む先にあるのは、きっと幸せな未来だ。







　あとがき







　ある日ふと、このところ猫ねこの出てくる話ばかり書いている気がするなあと思いました。そんな気がするのも当たり前で、最近のお仕事を振ふり返ってみたら、本当に去年から猫の出てくる話しか書いていませんでした。こっちでもそっちでもあっちでもどっちでもにゃんにゃんだらけで（ほかにも豹ひようとか狼おおかみとか狐きつねとか犬とかアリクイとかもいますが）、自分でもびっくりです。

　何年か前にとある動画でそれはそれは美しいふわっふわっのノルウェージャンフォレストキャットに一ひと目め惚ぼれをして以来、定期的に猫（とベタ。青いひらひらのやつ）飼いたい病を発はつ症しようするのですが、潜せん在ざい意識下で猫大好き病に罹かかっているとしか思えません。昔は問答無用でお犬様至上主義だったのに不思議なものです。

　そんなわけでこのところは、ライオンみたいなデブ猫をもふって窒ちつ息そく気味になってみたいとか猫パンチされて「ああぁ～」とよろめきたいとか腹丸出しの寝ね姿すがたを盗とう撮さつしたいとか猫のことしか考えていませんが、欲よく望ぼうはいっこうに満たされません。悲しいことに、猫とまったく接点がないのです。

　最後にナマの猫を見たのはいつだっただろうと考えてみたら、なんと小学生のときでした。家の庭の片かた隅すみで野の良ら猫ねこが産んだ仔こ猫ねこをランドセルをしょって「うわー、かわいーなー」と眺ながめた日を最後に、私は猫と一度も遭そう遇ぐうしていないのです。

　そんな馬ば鹿かなと一いつ所しよ懸けん命めい頭の中を掘ほり起こしてみましたが、誰だれかの飼かい猫はもちろん野良猫を見た記き憶おくすらありません。犬なら、散歩中のわんこやお店の営業部長をしている愛あい想そのいい看板犬を必ずどこかで見かけるので、外出したら一日一わんこは確実ですが、にゃんこには全然縁えんがないのです。

　私は目が悪いとかその瞬しゆん間かんの目的物しか見えてないとか色んな意味で視野が狭せまいので、ちゃんといるのに視界に入れてないだけかもしれないと思い、ニャンコを探して三千里はちょっと無理めなので三百メートルくらいうろついてみることを何度かしてみましたが、やっぱり猫はどこにもいないのです。いいことなのかもしれませんが、一いつ匹ぴきの野良猫も……。

　探せども探せども会えない猫。で、最近だんだん、猫ってテレビの猫番組とかユー〇ューブの中にしか存在してないんじゃないかと思いはじめました。

　現実世界にはいない、モニタの中にのみ棲せい息そくしているのが猫。わりと本気でそう思い、そんな結論を導き出す自分の頭にちょっと薄うすら寒くなり、ひとりホラーにぶるつく２０１６年夏でした。

　いつも美しすぎるイラストを描かいてくださるみずかねりょう先生、担当様はじめ今作に関わってくださった皆みな様さま、読んでくださった皆様、本当にありがとうございました！


鳥谷しず（@shizu_toritani）


















獣皇子と初恋花嫁　電子版特別ショートストーリー







　紫藤の腕の中で意識を手放す前、明日こそは仙川率いる女房軍団より早く起きようと心に強く誓ったことが功を奏したのか、翌朝、立夏は随分早い時間に目が覚めた。

　隣の紫藤もまだ眠っている。もぞもぞと身を起こすと、吐いた息が白く散った。

　東雲国の都の霜月は、東京の十一月よりずっと寒い。立夏は小さく肩を震わせ、寝台の隅で縺れていた小袖をたぐり寄せて羽織った。

　この身体に宿る神の血の力で、身体に残る情事の跡を魔法のように一瞬で清められたらいいのに、立夏にはそれができない。自分が、この国の上代に生きた半神半人の呪禁師・真城の末裔だと知ったのは、ほんの数日前のこと。異界人である特殊性も影響しているようで、真城の剣を操る以外の能力を発露させるためには、それなりの修行が必要らしい。

　だから、異性に恭しく傅かれて身体を拭かれながら「仲がおよろしいこと」と揶揄われるという、立夏にとっては悶絶級の辱めの刑を避けるためには、仙川たちが湯を張った盥を持って現れる前に湯殿へ逃げねばならない。けれども、空気の冷たさに脚が紫藤の温もりから離れることを拒むように重くなり、寝台からなかなか下りられない。

　両方の掌に吐息を吹きかけてみたが、あまり暖はとれず、立夏はつい紫藤の尻尾を手に取った。そして、ふわふわの毛の中へ両手の指を差し入れ、擦り合わせた。

　すぐに掌が温かくなる。それだけで幸福感を覚え、朝から極楽夢気分になる。立夏は愛おしい尻尾の先に頰ずりをして、そっと口づけた。

　その直後、いきなり膨らんだ長い尾が腰に巻きついた。強い力で身体を寝台の上に倒され、同時に起き上がった紫藤に膝立ちで腰を跨がれたかと思うと、脚のあいだにもぐりこんできた尾に後孔を貫かれた。

　何の躊躇もない大胆な挿入の勢いで襞が内部へ巻きこまれ、熟れたままだった浅い部分の肉がぐしゅっとつぶれた。

「あぁ！」

　何の身構えもできなった突然の一撃が尖った快感の波を起こし、背が弓なりに大きくしなる。肉洞には昨夜の名残がまだしっかりと留まっていて、ふいの侵入者を押し返そうともせず、なめらかに深く吞みこんだ。

　ぬかるむ肉の路をずずうぅっと擦り上げられ、腰の奥で熱が膨張する。乱れてしどけなく開いた小袖の前から勃起したペニスがこぼれ出て、ふらふら揺れる。

「──し、紫藤……、様っ。こんな、いきなり……っ」

　蕩けた声で抗議にならない抗議をした立夏を、紫藤は尾の突き入れをとめて見下ろし、夜着の腰紐をほどく。

　その下から、赤黒い怒張が姿を現す。それは反り返って天を突き、太々とした亀頭の先端からはねっとりとした先走りがしとどに溢れていた。

「私を責めるのは筋違いぞ、立夏。こうさせたのは、そなた自身なのだからな」

　妖艶な笑みを浮かべ、紫藤は自身の勃起を扱く。

　じゅっ、じゅっとリズミカルに響く、雄々しくて濫りがわしい水音が鼓膜を叩き、肌のざわめきを煽る。

「私の尾は、奇癖を持つ我が妃を愛でるためのもの。その尾を、あのように誘う手つきで擦られて、冷静でいられるわけがなかろう」

　決してそんなつもりで触れたのではないと説明したかった。けれども、膝立ちのまま立夏の肩口まで身を進めた紫藤が握っていたペニスの先を下げ、唇を塞いでしまった。

　薄い皮膚にぐちゅうっと押し当てられた雄の熱さに、立夏は軽い目眩を覚えた。

「あ……」

「このような姿はそなた以外には見せられぬ。仙川たちが来る前に静めてくれ」

　紫藤の勃起は大きすぎる。口に含むことが難しいかわりに、丁寧に舐めて愛そうした。だが、再開された尾の激しい動きに翻弄されて、それすらままならない。

「あっ、あっ……！　はっ、あぁ……っ」

　粘膜をえぐるような猛々しい突き上げを繰り返され、膨らんだペニスや陰囊ごと腰がはしたなく揺れる。

　堪らない快感が体内を駆け巡り、喘ぐことしかできなくなった唇を、とろとろ滴り落ちてくる淫液が濡らす。濃密な雄の匂いがするそれを乗せた舌先がじんじんと甘く痺れ、目眩をさらに深くした。

「あ、あ、あ……。紫藤、様……っ」

　うねり立つ歓喜に官能を突き刺され、肌が熱く燃える。

　熟れた粘膜をずりっずりっと擦る尾に隘路を蕩かされて、気持ちがいい。──とても気持ちがいいけれど、もっと大きなもので肉の路をみっしりと埋めつくしてほしかった。

　立夏は目の前で脈動している勃起のくびれに舌を這わせ、ねだった。

「も……、挿れて、ください」

「これだけをか？　それとも、一緒にか？」

　中を突かれながら思いがけないことを問われ、立夏は戸惑った。だが、立夏が考えるより先に身体が答えを出し、肉環のふちがまだ吞みこむ余裕があることを告げるかのようにぞろぞろと卑猥に波打った。

「大切な妃の望みは速やかに叶えてやらぬとな」

　艶然と笑んだ紫藤が後ろへ下がり、立夏の脚を大きく広げる。太い尾を咥えこんでひくついている肉環に、楔の先端が宛がわれる。

　凄まじい圧力と共に硬い熱塊がずぶうっと沈みこんできて、立夏は足先を跳ね上げた。

「あっ……、あっ」

　紫藤のペニスは、すでに自身の尾が埋まっている隘路の中を慎重に進んで、ほどなくその全身を収めた。

「あ、あ、あ……」

　内側から狭い肉洞を、限界を超えて押し開かれる強烈な感覚に息が上手くできなくなる。だが、苦しみを感じているのではないことを、ぴくぴく痙攣しながら白いものが混じった淫液を垂らしているペニスが紫藤に伝えていた。

　──体内を紫藤でぎっしりと満たされていることを、立夏の身体も心も悦んでいるのだと。

「私はそなたのもの。そなたは私のものだ、立夏」

　甘い囁きを落とし、紫藤がペニスと尾を動かして立夏を責める。

　内壁から染み出す蜜と紫藤の先走りと昨夜の残滓とが混ざり合い、ぐちゅっ、ぬちゅっと淫猥に粘り着く水音が響く。

　わずかにずれて前後する尾に粘膜を捏ねられ、かき回され、ペニスの太い亀頭冠でごりごりと引っかかれて掘りえぐられる。

　絶え間なく襲ってくる狂おしい愉悦に、あられもない嬌声が高く散る。全身が甘美な痺れに冒され、雄々しい獣の律動に合わせてぶるぶる激しく揺れるペニスからは、白濁が細く噴き上がっていた。

「あっ、あっ！　ああぁ……っ」

　脳髄を突き刺す悦楽の嵐が、仙川たちに身繕いをされることを、もうどうでもいいと思わせた。一度目ですべて見られているのだから、あとは何度もされても同じだ。

　けれども、意識を快楽の海の底に沈めながら、立夏ははっきりと思った。

　帝は譲位を望み、紫藤も玉座につく覚悟を決めているとは言え、兄宮との帝位争いに決着がついたわけではない。宮中には紫藤が羅刹との闘いで立てた功業を疎んじ、立夏の宿す血を疑う者がまだ多くいる。

　無事に婚儀の日を迎えられても、「めでたし、めでたし」で締めくくられるおとぎ話の主人公のように、ただ幸せなだけではいられないかもしれない。だが、それでもいい。この愛おしい獣皇子のそばを、どんなことがあっても決して離れないと立夏は誓った。

「好き……。大好き……っ」

　喘ぐ吐息のあいだから叫ぶように言うと、頭上から美しい微笑みが降ってきた。

「それは、私とこの尾と、どちらのことだ？」

　ぬかるむ肉筒の中で、尾が大きく回転する。

　立夏は悲鳴を上げて紫藤の逞しい肩にきつくしがみつき、「どっちも、です」と告げた。
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